
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　空くう港こうは、行いきかう人ひとでざわめいている。

　男おとこはキャリーケースを引ひきながら、広ひろい空くう港こう内ないを歩あるく。

「この国くににくるのも、ひさしぶりだな」

　男おとこはまわりを見みまわし、なつかしさに目めを細ほそめる。

　日に本ほんにきたのは、３年ねんほど前まえが、最さい後ごだ。

　滞たい在ざいした回かい数すうも、両りょう手てで数かぞえられるほどしかない。

　それでも、過すごした日ひ々びが濃こかったせいか、思おもい入いれがある国くにだ──。

　そんなことを考かんがえながら男おとこが歩あるいていると、ドンッと左ひだりひじに軽かるい衝しょう撃げきがある。

「きゃっ！」

　ななめ前まえを歩あるいていた、スマホを持もっていた日に本ほん人じんの若わかい女じょ性せいが、声こえを上あげてよろめく。

　どうやら、女じょ性せいとぶつかってしまったらしい。

　男おとこは、女じょ性せいが落おとしたショルダーバッグをひろいあげると、うやうやしく差さしだす。

「申もうしわけない。おケガはありませんか？」

　男おとこは声こえをかけて、自し然ぜんなしぐさで女じょ性せいの手てをとった。

　女じょ性せいの顔かおを見みるが、どこかを痛いためたようではない。

　おたがいにゆっくり歩あるいていたことが、幸さいわいした。

　むしろ、女じょ性せいはなんだか夢ゆめを見みているような表ひょう情じょうをしている。

「い、いえ！　大だい丈じょう夫ぶです」

「なら、よかった。お連つれの方かたがお待まちのようですよ」

　少すこしはなれた場ば所しょで、別べつの女じょ性せいが、こちらに近ちかづこうかどうしようか、なやむようなそぶりをしている。

　知しり合あいと考かんがえたほうが、自し然ぜんだろう。

「は、はい。ありがとうございました！」

　女じょ性せいはお礼れいを言いうと、小こ走ばしりに連つれの女じょ性せいのもとへむかう。

　連つれの女じょ性せいと合ごう流りゅうすると、声こえをひそめて話はなしているのが、男おとこにもききとれた。

「ねえねえ、今いまの人ひと！　すごくかっこよかったけど、あんな海かい外がいの俳はい優ゆうさんって知しってる!?」

「わかんない。でも、……俳はい優ゆうとかモデルっぽいよね。日に本ほん語ごが上じょう手ずだったね……」

　女じょ性せいたちは話はなしながら、遠とおざかっていく。

　ひさしぶりに日に本ほん語ごを話はなしたが、違い和わ感かんはなかったらしい、と男おとこは考かんがえる。

　これなら、来らい日にちの目もく的てきを達たっするのには、問もん題だいがなさそうだ。

　男おとこは女じょ性せいたちに背せをむけると、空くう港こうの出で入いり口ぐちにむかって歩あるきだす。

「──さて。『彼かれ』との約やく束そくを果はたしにいこうか」
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　　　　１　なかよしの２人ふたりで







　今日きょうから２学がっ期きの始はじまり。

　始し業ぎょう式しきが終おわると、わたし──紅こう月づきアスカは、教きょう室しつにカバンをとりにいって、そのまま校こう内ないを歩あるいていく。

　夏なつ休やすみが終おわってしまったけど、まだ生せい徒との間あいだには、のんびりした空くう気きが流ながれている。

　そんな中なかでも、さっそくいそがしそうにしている人ひともいる。

　実み咲さきは今日きょうから生せい徒と会かいがあるし、水み夏なつと優ゆ月づきは、それぞれ部ぶ活かつで副ふく部ぶ長ちょうだったりの役やく職しょくを持もっているので、集あつまりがあるらしい。

　ケイは当とう然ぜんのように、いつの間まにか教きょう室しつからいなくなっているし。

　そんなわけで、わたしは、だれかいっしょに帰かえる人ひとはいないかなと探さがしつつ、くつ箱ばこに向むかう。

　くつ箱ばこのまわりは、帰かえる生せい徒とでがやがやとしていて、人ひとが多おおい。

　そんな中なかに、わたしはひときわ目め立だつ、銀ぎん色いろの髪かみを見みつけて、うれしくなる。

「アリー先せん輩ぱいっ！」

　わたしはすぐにかけよって、銀ぎん色いろの髪かみの持もち主ぬし、アリー先せん輩ぱいに声こえをかける。

　アリー先せん輩ぱいは、くつを持もったまま、こちらをふりむく。

「アスカ」

　表ひょう情じょうを変かえずに、アリー先せん輩ぱいが言いう。

　でも、ほんの少すこしうれしそうになってくれた気きがする。

「今いまから帰かえるところですか？」

「そう」

　アリー先せん輩ぱいがうなずく。

「じゃあ、いっしょに帰かえりませんか？」

「かまわない」

　短みじかいやりとりで決きめると、わたしは軽かるい足あしどりで自じ分ぶんのくつをとりに、２年ねんのくつ箱ばこに向むかう。

　アリー先せん輩ぱいは校こう舎しゃからすぐのところで、待まっていてくれた。

「お待またせしました！」

　わたしは言いって、アリー先せん輩ぱいとならんで歩あるきだす。

　９月がつになったとはいえ、まだまだ日ひ差ざしが強つよくて、暑あつい。

　ただ歩あるいているだけでも、じんわりと汗あせがにじむぐらいだ。

「２学がっ期きが始はじまると、すぐに学がく園えん祭さいの準じゅん備びが始はじまるんですよね」

　わたしは、学がく園えん祭さいの話はなしをふってみる。

　春はるが丘おか学がく園えんの学がく園えん祭さいは、このあたりに住すむ人ひとに有ゆう名めいなぐらい、盛もりあがるお祭まつりだ。

　でも、１学がっ期きの終おわりに転てん校こうしてきたアリー先せん輩ぱいは、きっと知しらない。

「学がく園えん祭さい？」

　アリー先せん輩ぱいは、首くびをかしげる。

　言こと葉ばの意い味みにも思おもいあたらない、という雰ふん囲い気きだ。

　アリー先せん輩ぱいが今いままでいた学がっ校こうでは、なかったのかな？

「はい。学がく園えんをあげたお祭まつりなんです！　クラスとか部ぶ活かつとかで、お店みせとか出だし物ものをやったりするんですよ。お客きゃくさんもいっぱいきて、すっごく楽たのしいですよ！　そのうち、アリー先せん輩ぱいのクラスでも、どんなことをするか話はなし合あいをすると思おもいます」

　わたしは、簡かん単たんに説せつ明めいする。

「アスカも、去きょ年ねんやった？」

「はい。うちのクラスは喫きっ茶さ店てんでした！」

　うわー、なつかしい！

　１年ねん生せいのときに、初はじめてやった学がく園えん祭さいでは、いろんなことがあったんだよね。

　クラスでは、みんなで喫きっ茶さ店てんをやって、オリジナルメニューのピザトースト作づくりやコーヒーをいれる練れん習しゅうをしたり、接せっ客きゃく衣い装しょうをつくったりした。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいから「学がく園えん祭さいでやる劇げきに出でてほしい！」ってたのまれたのが、わたしが舞ぶ台たいに立たった最さい初しょだったし。

　学がく園えん祭さいの裏うらでは、怪かい盗とうレッドとしても、詩し織おり会かい長ちょうの行方ゆくえ不ふ明めい事じ件けんを解かい決けつしたりね。

　……いろいろあったなあ。

　大たい変へんだったけど、楽たのしかった思おもい出でのほうが多おおい。

　だから、今こ年としも楽たのしみなんだよね！

「今こ年としはどうなるかな。演えん劇げき部ぶでも準じゅん備びしてるし、やっぱり忙いそがしくなりそうです」

「劇げきをするの？」

　アリー先せん輩ぱいが、興きょう味みありげな目めを向むけてくる。

「はい！　内ない容ようはまだ秘ひ密みつですけど、夏なつ休やすみ中ちゅうから練れん習しゅうを始はじめてますよ」

　学がく園えん祭さいまでの時じ間かんが短みじかいから、２学がっ期きが始はじまってから練れん習しゅうしていると、間まに合あわないんだよね。

　だから、夏なつ休やすみの間あいだに、すでに準じゅん備びに入はいっていたんだ。

「今こん度ども見みにいく」

「ありがとうございます！　楽たのしんでもらえるようにがんばります。今こん度どの劇げきは、楽たのしい……っと、これ以い上じょう言いっちゃったら、ネタバレになっちゃいますね」

　わたしは、口くちをすべらせそうになって、あわてて口くちを閉とじる。

「当とう日じつを楽たのしみにしてる」

　アリー先せん輩ぱいは、かすかに笑わらう。

　といっても、ほかの人ひとが見みても、表ひょう情じょうの変へん化かはわからないかもしれないけど。

　そんなふうに会かい話わしながら、アリー先せん輩ぱいと歩あるいていると、そろそろ別わかれる場ば所しょまでくる。

　まだ先せん輩ぱいとしゃべっていたいけど、また明日あした、学がっ校こうで会あえるし！

　そう思おもって、アリー先せん輩ぱいにあいさつしようとむきなおろうとしたとき、

　　　タッタッタッ！

　春はるが丘おか学がく園えんの、高こう等とう部ぶの制せい服ふくを着きた先せん輩ぱいが、あせった様よう子すで走はしってきた。

　うしろを気きにしていて、このままだとアリー先せん輩ぱいにぶつかってしまう。

「こっちに」

　わたしはあわてて、アリー先せん輩ぱいの腕うでをひっぱる。

　その横よこをかすめるように、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいが走はしりぬけていく。

「ごめんなさい！」

　先せん輩ぱいがふり返かえって、叫さけぶ。

　なんだろう？

　ずいぶん、あわててたけど……。

　すると、すぐあとを、チンピラ風ふうの荒あらっぽそうな男おとこたちが、ドヤドヤと走はしりぬけていく。

　まるで、さっきの先せん輩ぱいを追おいかけているように……。

　な、なにあれ!?

　お昼ひるすぎの中ちゅう途と半はん端ぱな時じ間かんなこともあって、あたりにはほかに人ひと気けがない。

　わたしは、アリー先せん輩ぱいと顔かおを見みあわせる。

　もしかしなくても、あの先せん輩ぱいは、あいつらから逃にげてたの!?

「わたし、ちょっと様よう子すを見みてきます」

　わたしは、すぐに決きめる。

　あの先せん輩ぱいが追おわれてるんだとしたら、ほうってはおけない。

「わたしもいっしょにいく」

　アリー先せん輩ぱいが、きっぱりと言いう。

「でも……」

　夏なつ休やすみの事じ件けんのこともあったし、アリー先せん輩ぱいを巻まきこみたくない。

　でも、こうやって話はなしている間あいだにも、あの先せん輩ぱいの身みに危き険けんが迫せまっているかもしれない。

　迷まよってる時じ間かんが、もったいない！

「十じゅう分ぶん、気きをつけていきましょう！」

「うん」

　わたしとアリー先せん輩ぱいは、さっきの男おとこたちのむかったほうへ走はしりだした。







　　　　２　追おわれていた先せん輩ぱい







　チンピラ風ふうの男おとこたちには、すぐに追おいつくことができた。

　気きづかれないように気きをつけながら、あとを追おう。

　といっても、男おとこたちは追おいかけるのに集しゅう中ちゅうしているみたいで、うしろはまったくふりむかない。

　しばらく走はしったところで、男おとこたちの足あしがゆるめられる。

　わたしとアリー先せん輩ぱいは、距きょ離りをとって建たて物もののかげに隠かくれながら様よう子すをうかがう。

　男おとこたちは、人ひと気けのない路ろ地じの奥おくへと進すすんでいく。

「アリー先せん輩ぱい、音おとをたてないように気きをつけて」

　わたしが小こ声ごえで言いうと、アリー先せん輩ぱいがコクリとうなずく。

　それを見みて、わたしだけ先さきに、路ろ地じが見みえるところまで近ちかづいていく。

　あいつらがこっちに気きづいてることは、気け配はいでわかっていたけど、念ねんのためだ。

　路ろ地じが見みとおせる、少すこしはなれた場ば所しょまでくると、アリー先せん輩ぱいに、こちらにくるように合あい図ずを送おくる。

　アリー先せん輩ぱいが足あし音おとを立たてないように、慎しん重ちょうに移い動どうしてきた。

「な、なんなんですか、あなたたち！」

　さっきの高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいだ。

　男おとこたちにかこまれて、路ろ地じの壁かべに追おいつめられてる。

「少すこし話はなしを聞きかせてもらいたくてね」

「話はなすことなんて、なにも……」

　男おとこに答こたえる先せん輩ぱいの声こえが、ふるえている。

「そっちがなくても、こっちにはあるんだよ。いいからこい！」

　男おとこが低ひくい声こえで怒ど鳴なりつける。

　先せん輩ぱいはすくみあがって、身み動うごきがとれない。
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　アリー先せん輩ぱいが、わたしを見みる。

　どうやって助たすけに入はいるのか？　と目めで問といかけてくる。

　あんなやつら、「怪かい盗とうレッドのアスカ」としてなら一いっ瞬しゅんで倒たおせるけど……、今いまはできないよ。

　ただ、もちろん見み過すごすわけにはいかない！

　それなら！

「こっちで～す、お巡まわりさぁ～～ん！　こっちで女おんなの子こが男おとこの人ひとたちに追おいかけられてて～!!」

　わたしは、路ろ地じのほうにも聞きこえるように、大おおきな声こえを上あげる。

　あれだけ、人ひと目めにつく方ほう法ほうで追おいかけたんだから、だれかに通つう報ほうされても不ふ思し議ぎじゃないよね。

　それは男おとこたちもわかってるはず。

「ちっ！　目め立だちすぎたか」

　男おとこの１人ひとりが舌した打うちする。

「今いま、警けい察さつはまずいな」

「引ひくぞ」

　男おとこたちはそのまま、路ろ地じを出でて、反はん対たい方ほう向こうに走はしっていく。

　ふぅ……引ひきさがってくれて助たすかったよ。

　男おとこたちが強ごう引いんに先せん輩ぱいをさらうような行こう動どうに出でたら、実じつ力りょく行こう使しを考かんがえるしかなかったもん。

「いきましょう」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいと目めくばせをして、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいのところにむかう。

　先せん輩ぱいは、路ろ地じの奥おくで、ぺたんと地じ面めんにしりもちをついてる。

　男おとこたちが去さって、気きが抜ぬけちゃったんだと思おもう。

「あの、大だい丈じょう夫ぶですか？」

　わたしは、先せん輩ぱいに声こえをかける。

「……あれ？　警けい察さつは……」

　先せん輩ぱいがとまどったように、わたしとアリー先せん輩ぱいを見みる。

「ごめんなさい。さっきのあれ、ウソなんです。あいつらにバレて、もどってきちゃうと面めん倒どうだから、人ひと気けのあるところに移い動どうしましょう」

　わたしは先せん輩ぱいにむけて、手てを差さしだす。

「う、うん」

　先せん輩ぱいがわたしの手てをつかんで、立たちあがる。

　だけど、先せん輩ぱいは歩あるきだそうとするものの、足あしがふるえてうまく動うごけないみたい。

「肩かたを貸かします」

「わたしも」

　アリー先せん輩ぱいが、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいのバッグを持もつ。

　わたしが肩かたを貸かしながら、路ろ地じを引ひきかえす。

　あいつらのすがたは見みえなかった。

　そのまま、無ぶ事じに、人ひと気けのある通とおりまでもどってくる。

「ここまでくれば、あいつらもおそってきたりはしないと思おもいます、けっこう人ひと目めを気きにしていたみたいですし」

　人ひと通どおりの多おおい、商しょう店てん街がい近ちかくまでやってきて、わたしたちは歩ほ道どうのわきで、立たち止どまる。

「ありがとう。……って、よく見みたらあなたたち２人ふたりとも、うちの中ちゅう等とう部ぶの子こ？」

　先せん輩ぱいは、やっと気きづいたらしい。

　安あん全ぜんだとわかるまでは、それどころじゃなかったのだろう。

「はい。先せん輩ぱいは高こう等とう部ぶですよね？」

「うん……。はあぁ。中ちゅう等とう部ぶの後こう輩はいに助たすけられるなんて、情なさけないなぁ」

　先せん輩ぱいが、大おおきくため息いきをつく。

「そんなことないですよ。あんなやつらに追おいかけられたら、だれだって怖こわいですよ！」

「そう言いってもらえると、救すくわれるけど……自じ己こ紹しょう介かいがまだだったね。わたしは東とう条じょう秋あき穂ほ。春はるが丘おか学がく園えんの高こう等とう部ぶ１年ねん生せいだよ」

　そう言いって、東とう条じょう秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、まだ少すこしぎこちないながらも、笑えみをうかべる。

　わたしは、あらためて東とう条じょう先せん輩ぱいのことを見みる。

　どことなくおっとりとした雰ふん囲い気きで、人ひとなつっこそうな印いん象しょうがある。

「わたしは、中ちゅう等とう部ぶ２年ねんの紅こう月づきアスカです」

「３年ねんの緋ひ笠がさアリー」

　わたしとアリー先せん輩ぱいも、自じ己こ紹しょう介かいする。

「よろしくね！　先せん輩ぱい後こう輩はいっていっても１つ２つしかちがわないし、気き軽がるに秋あき穂ほってよんでもらえるとうれしいよ」

「じゃあ、秋あき穂ほ先せん輩ぱいってよびますね」

「秋あき穂ほ……センパイ……？」

　アリー先せん輩ぱいが、ぎこちなく首くびをかしげてる。

　もしかしたら、だれかを「先せん輩ぱい」ってよぶのに、慣なれていないのかも。

　たしかに、アリー先せん輩ぱいが、だれかを「先せん輩ぱい」ってよんでるところをきいたことがない気きがする。

　そういえば、英えい語ごを使つかう文ぶん化かだと、「先せん輩ぱい・後こう輩はい」っていうのを、あんまり意い識しきしないって、授じゅ業ぎょうで習ならった記き憶おくがある。

　アリー先せん輩ぱいも、そうなのかも？

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、くったくない様よう子すでアリー先せん輩ぱいにきく。

「そういえば、少すこし前まえに、中ちゅう等とう部ぶにきれいな銀ぎん色いろの髪かみの子こが転てん校こうしてきたってウワサをきいたけど、あなたのことかな？」

「たぶん、そうだと思おもいます」

　アリー先せん輩ぱいがきょとんとしているので、代かわりにわたしが答こたえる。

　アリー先せん輩ぱいは、ウワサ話ばなしなんか、気きにしてなさそうだし。

「それより、先せん輩ぱい、なんであいつらに追おわれてたんですか？」

　わたしは真しん剣けんな表ひょう情じょうになって、秋あき穂ほ先せん輩ぱいにきく。

「それがね───」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが真しん剣けんな顔かおで、わたしとアリー先せん輩ぱいを見みる。

　わたしも息いきをのんで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの答こたえを待まつ。

「────────さっぱり、わからないの」

　首くびを横よこにふって、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが答こたえる。

　わたしは思おもわず、ずっこけそうになるのをこらえる。

「え～と…………本ほん当とうに、まったく心こころ当あたりがないんですか？」

「そうなの。あんな怖こわい人ひとたちに追おわれるなんて、よっぽどのことだと思おもうんだけど……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがさっきのことを思おもいだしたのか、少すこし体からだをふるわせる。

「本ほん人にんが、追おわれる理り由ゆうに気きづいているとはかぎらない」

　アリー先せん輩ぱいが言いう。

「なるほど。……秋あき穂ほ先せん輩ぱい、最さい近きんなにか、ふだんとちがう行こう動どうをとりませんでしたか？　まったく関かん係けいなさそうなことでも、なんでもいいので」

「変かわったこと、かぁ……夏なつ休やすみ中ちゅうだったから、遊あそびにでかけたりはしたけど、特とくに変かわったことはないし、だいたい友ともだちもいっしょだったから」

「男おとこたちに追おわれたのは、今日きょうが初はじめて？」

　アリー先せん輩ぱいがきく。

「ううん。それが、この間あいだもあったの。そのときは、こんなにはっきりと追おいかけられたわけじゃなくて、なんとなく、あとをつけられてる感かんじがして……。そのときは、自じ意い識しき過か剰じょうかなって思おもってたんだけど」

「様よう子す見みをしてたんでしょうか？　その前まえのできごとで、なにか心こころ当あたりはないですか？」

　ストーカーというには、あいつらの行こう動どうは派は手ですぎた気きがするし。

　そもそも、男おとこたちは３人にんいた。

　大おお人にん数ずうのストーカーって、あまりきかないよね？

「その前まえっていうと……あ！　ぜんぜん関かん係けいないと思おもうけど、夏なつ休やすみ中ちゅうにヒマだったから、ショート動どう画がを動どう画が投とう稿こうサイトに載のせたかな……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしとアリー先せん輩ぱいは顔かおを見み合あわせると──

「「それ（です！）」」

　声こえをそろえる。

　わたしとアリー先せん輩ぱいの指し摘てきに、思おもいもよらなかったのか、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは目めを丸まるくする。

「え、えええええええっ？」







　　　　３　かわいい子こ犬いぬの動どう画がで？







　さっそく秋あき穂ほ先せん輩ぱいにたのんで、スマホで投とう稿こうした動どう画がを見みせてもらうことになった。

　だって、動どう画がの投とう稿こうって、みんなが思おもってるより、けっこうあぶないことなんじゃないかなって思おもうんだよね。

　もし、関かん係けいない人ひとが映うつりこんだりしてて、知しらないうちに迷めい惑わくをかけちゃってたら、その人ひとに恨うらまれることだってあり得えるし……。

　ほかにも、ケイならきっと、いろんなトラブルの原げん因いんを思おもいつくよね。

　だから、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの投とう稿こう動どう画ががあやしい、とにらんだんだ。

「でも、あんまり再さい生せいされてないから、恥はずかしいんだけどね」

　もし動どう画がが原げん因いんなら、再さい生せい数すうは関かん係けいないはず。

　アリー先せん輩ぱいも、まじめな顔かおでスマホをのぞきこんでるから、同おなじ考かんがえじゃないかな。

　とにかく、順じゅん番ばんに動どう画がを見みせてもらうことにする。

　なにか追おってきた連れん中ちゅうにとって、まずいものが映うつっていないか……。

　先せん輩ぱいの上あげた動どう画がは20本ぽんぐらいあったけど、１つずつは、長ながくても１分ぷんぐらいだから、見みるのはそんなに大たい変へんじゃなかった。

　わたしたちは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいのスマホで、動どう画がをひととおり見み終おえる。

　念ねんのため、もう一いち度ど、最さい初しょの動どう画がから見みなおしてみる。

　動どう画がは想そう像ぞうしていたのと、ちょっとちがった。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは映うつっておらず、ほとんど犬いぬだけ。

　家いえの中なかや公こう園えんらしき場ば所しょで撮さつ影えいされたものが多おおくて、ほかには、だれかとわかるような人ひとも映うつってない。

　しっぽをいっぱい振ふりながら、ときどきカメラのほうをうれしそうに見みてくるのが、たまらなくかわいい。

「このワンちゃんは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの飼かい犬いぬですか？」

　わたしは、動どう画がに映うつる茶ちゃ色いろい毛け並なみの犬いぬを、指ゆびさす。

「うん！　そうだよ。柴しば犬いぬとチワワのミックスなんだぁ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、うれしそうに話はなす。

「かわいい」

　言いいながらアリー先せん輩ぱいは、真しん剣けんに画が面めんに見み入いっている。

　……アリー先せん輩ぱい、あやしいところがないか、探さがしてるんですよね？　犬いぬがかわいいだけじゃなくて……？

　わたしも、動どう画がの犬いぬのかわいさにキャーキャー言いいそうになるけど……ううん、今いまはダメだ。
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「やっぱり、犬いぬしか映うつってないですね」

　ショート動どう画がを、３回かいくり返かえして見みたところで、ひとまずスマホから顔かおを上あげる。

　そんなに、すぐに見みてわかるなにかじゃないのかも。

「…………変へん」

　アリー先せん輩ぱいが、ぽつりと言いう。

「え？　なにがですか？」

　わたしは、意い味みがわからずに、アリー先せん輩ぱいにたずねる。

「この動どう画がには、犬いぬしか映うつってない。なのに、どうして飼かい主ぬしが秋あき穂ほセンパイだとわかった？」

　アリー先せん輩ぱいが、首くびをかしげる。

　あっ！

　たしかにそうだ。

　この動どう画がが襲しゅう撃げきの原げん因いんだとしたら、あいつらがどうやって秋あき穂ほ先せん輩ぱいにたどりついたのかが、わからない。

　不ふ可か能のうってことはないだろうけど、飼かい犬いぬしか映うつってない動どう画がから飼かい主ぬしを捜さがしだすのは、けっこう手て間まがかかりそう。

　ということは、この動どう画がのせいじゃないのかな……犬いぬが映うつってるだけだし。

　でも、チンピラ風ふうな男おとこたちが、ふつうの女おんなの子こっぽい秋あき穂ほ先せん輩ぱいをあんなふうに追おいかけるなんて、きっと特とく別べつな理り由ゆうがあるはずなんだけど……。

「この動どう画が、念ねんのため消けしたほうがいいかな？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、不ふ安あんげにきいてくる。

「いえ、まだ、この動どう画がが原げん因いんだって、決きまったわけじゃないですし……」

　言いいながら、アリー先せん輩ぱいを見みる。

　アリー先せん輩ぱいは、頭あたまの回かい転てんも速はやいし、判はん断だん力りょくもあるもんね。

　意い見けんをききたい。すると、

「消けすのは待まったほうがいい。この動どう画がが原げん因いんだった場ば合あい、『秋あき穂ほセンパイがなにかに気きづいた』とあの人ひとたちに誤ご解かいさせる可か能のう性せい」

　アリー先せん輩ぱいは、すらすらと答こたえる。

　さすが、アリー先せん輩ぱい……！

　まるでケイが言いいそうな分ぶん析せきだよ！

「そっか。じゃあ、まだ消けさないでおくね。……はあぁ。でも、またあいつらに追おいかけられるかもしれないんだよね。警けい察さつに相そう談だんしたほうがいいよね」

「はい。警けい察さつに行いったほうがいいです。どこまで動うごいてくれるかはわからないし、ずっと警けい護ごしてもらうのはむずかしいと思おもいますけど」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいに言いう。

　警けい察さつはボディガードとはちがうから、危あぶなそうだからって常つねに守まもってくれることはない。

　24時じ間かんガードするＳエスＰピーをつけられるのは、総そう理り大だい臣じんや国くにのＶヴイＩアイＰピーぐらいだって、ケイにきいたことがある。

「とにかく、まだ明あかるいうちに家いえに帰かえりましょう。わたし、送おくっていきます。アリー先せん輩ぱいはどうしますか？」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいに確かく認にんする。

「用よう事じがあるから、ここで帰かえる。ごめんなさい」

　アリー先せん輩ぱいは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいにむけて、ぺこりと頭あたまを下さげる。

「あやまらなくていいよ！　さっき助たすけてくれただけでも十じゅう分ぶん！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいはあわてて、両りょう手てを横よこにふってる。

　まだ、午ご後ご２時じすぎ。

　アリー先せん輩ぱいとその場ばで別わかれ、わたしは秋あき穂ほ先せん輩ぱいとならんで、家いえにむかう。

　わたしはさりげなく、あたりに注ちゅう意いを払はらいながら歩あるいていく。

「今いま、思おもいだしたけど、アスカちゃんって、中ちゅう等とう部ぶの有ゆう名めい人じんだよね。いろんな部ぶ活かつの助すけっ人とにいって活かつ躍やくしてる子こだって、名な前まえをきいたことあるよ」

　歩あるきながら、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが話はなしかけてくる。

「有ゆう名めいかどうか……今いまは演えん劇げき部ぶに入にゅう部ぶしたので、助すけっ人とをするのはたまにですけどね」

　会かい話わをしていたほうが、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの不ふ安あんがまぎれそうだから、わたしもこたえる。

　もちろん、わたしはまわりの警けい戒かいをつづけながらだ。

　さっきのやつらが、警けい察さつがきてないってことに気きづいて、もう一いち度ど、秋あき穂ほ先せん輩ぱいを狙ねらってくるかもしれないしね。

「助すけっ人とができるなんて、すごいよ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、目めを見みひらいて言いう。

　たしかに、１年ねん生せいのころは、いろんな部ぶ活かつに、助すけっ人とによばれていたんだ。

　それも、今こ年としは演えん劇げき部ぶに正せい式しき入にゅう部ぶしたから、かなり減へった。

　体からだを動うごかすのは好すきだから、タイミングがあえば、引ひき受うけてるけど。

「去きょ年ねんの学がく園えん祭さいの演えん劇げきにも、出でていたっけ？」

「えっ、知しってるんですか!?」

　わたしはおどろく。

「わたし、涼すず香かと同おなじクラスなの。詩し織おりともね。わたしはあの２人ふたりほど目め立だつタイプじゃないし、部ぶ活かつにも入はいってないから、後こう輩はいとこうして話はなすのは、めずらしいんだけどね」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいはそう言いって笑わらう。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいや詩し織おり先せん輩ぱいとっ!?」

　涼すず香かとよばれたのは、幸ゆき村むら涼すず香か先せん輩ぱい。

　わたしが、演えん劇げきをするきっかけになった、演えん劇げき部ぶの部ぶ長ちょうだった人ひとだ。

　男だん性せい役やくも女じょ性せい役やくもこなし、演えん技ぎ力りょくの高たかさと、アクションの質しつの高たかさで、校こう内ないでもファンがたくさんいる有ゆう名めい人じんだ。

　そして詩し織おり先せん輩ぱいは、前まえの中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょう。

　わたしは、ろう下かで顔かおを合あわせるたびに、詩し織おり先せん輩ぱいからいろいろ注ちゅう意いされることが多おおくて、それが縁えんでなかよくなったんだ。

　クールな美び人じんだから、「アイスクイーン」なんてよばれてたけど、本ほん当とうはすっごくやさしい人ひと。

　その２人ふたりと、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが知しり合あいなんて、びっくりだよ。

「あ……ごめん、ちょっと待まってて」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、話はなしの途と中ちゅうで急きゅうに言いって、前まえにむかって走はしりだす。

　な、なに!?

　びっくりして視し線せんで追おうと、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、大おお荷に物もつを持もって信しん号ごう機きの前まえで立たち往おう生じょうしていたおばあさんに話はなしかけている。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、おばあさんの荷に物もつを持もつと、つきそうように横おう断だん歩ほ道どうをわたり始はじめる。

　わたしもあわててあとを追おって、荷に物もつの一いち部ぶを受うけ持もつ。

「ありがとう。あとは、自じ分ぶんのペースでいくから大だい丈じょう夫ぶよ」

　道みちをわたりきったところで、おばあさんは荷に物もつを受うけとって、歩あるいていく。

　ゆっくりとした足あしどりだけど、ふらつきもしていないから、大だい丈じょう夫ぶそうだ。

　その背せ中なかを見み送おくってから、わたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいは視し線せんをかわして横おう断だん歩ほ道どうをもどる。

「急きゅうに走はしりだしたから、なにかと思おもいました」

「ごめんね。困こまっているおばあちゃんが見みえたから」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、申もうしわけなさそうに言いう。

「いいんです。親しん切せつなんですね、先せん輩ぱい」

　困こまってる人ひとを見みかけて、すぐに助たすけようと動うごける人ひとは、そうそういない。

　もし気きがついても、二にの足あしをふむことだって、多おおいと思おもうし。

「親しん切せつなんて、そんなことないよ！　ただ放ほうっておけないだけで。今いまだって、アスカちゃんに送おくってもらってる途と中ちゅうなのに、勝かっ手てに走はしっちゃったし」

「ぜんぜん気きにしてないです。秋あき穂ほ先せん輩ぱいがいつもどおりに動うごけないなら、そのほうが問もん題だいです」

　わたしは、きっぱりと言いう。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、やりたいことを制せい限げんされる理り由ゆうはないはずだよね。

「はやく解かい決けつするといいけどなぁ。原げん因いんもわからないし、あの人ひとたち、あやまったら許ゆるしてくれるような雰ふん囲い気きじゃなかったよね……」

　たしかに、さっきの男おとこたちは、怒おこってるとかそういう様よう子すではなかった。

　だれかに命めいじられて、秋あき穂ほ先せん輩ぱいをさらいにきたっていう感かんじだった。

　でも、それは秋あき穂ほ先せん輩ぱいには、くわしく説せつ明めいしないほうがよさそう。

　よけいに怖こわがらせてしまうだろうし。

　15分ふんほど歩あるいて、住じゅう宅たく街がいの中なかの一いっ軒けん家やに到とう着ちゃくする。

「ここがわたしの家いえだよ。送おくってくれてありがとう。上あがっていく？　飲のみ物ものとかだせるけど」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、玄げん関かんを指ゆびさす。

「遠えん慮りょしておきます。夕ゆう飯はんの買かい物ものをたのまれてるので」

「そうなんだ。そんなときに、ごめんね」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、申もうしわけなさそうな顔かおになる。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。なにか困こまったことがあったら、いつでも連れん絡らくください。頼たよりになるかどうかは、わからないですけど」

「頼たよりにしてるよ！　……って後こう輩はいに、こんなことを言いうのもなんだけど」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、苦にが笑わらいする。

「それじゃあ失しつ礼れいします」

「ありがとう！」

　わたしは秋あき穂ほ先せん輩ぱいが玄げん関かんの中なかに入はいるのを確かく認にんしてから、家いえからはなれる。

　夕ゆう飯はんの買かい物ものをたのまれたというのは、ウソではないけど、まだ急いそぐほどの時じ間かんじゃない。

　誘さそいを断ことわったのは、はやく帰かえって、秋あき穂ほ先せん輩ぱいのことをケイに相そう談だんしたほうがいいと思おもったからだ。

　胸むねがざわつくような嫌いやな予よ感かんに、わたしは自し然ぜんと足あしばやになった。







　　　　４　ケイからのアドバイス







　たのまれた夕ゆう飯はんの買かい出だしをしてから、いそいで家いえに帰かえる。

　キッチンに買かい物もの袋ぶくろをおいて、冷れい蔵ぞうしなきゃいけないものを冷れい蔵ぞう庫こにほうりこんでから、すぐに部へ屋やにむかう。

「ただいま。ケイ！　ちょっと相そう談だんしたいことがあるんだけど」

　ケイは、いつものようにパソコンにむかってる。

「……わかった」

　ケイは、こちらをふりむかないまま、答こたえる。

　わたしは手て洗あらいうがいをすませてから、もう一いち度ど、部へ屋やにもどる。

「で、さっそく相そう談だんなんだけど、いい？」

「かまわない」

　ケイは、やっぱり背せ中なかをむけたまま。こっちをふり返かえるそぶりもない。

　でも、ちゃんときいてるんだよね。

　いつものことなので、わたしは気きにせずに、ケイの背せ中なかにむけて話はなす。

「え～と……」

　まず、帰かえり道みちに秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、あやしいやつらに追おわれているのを見みかけたこと。

　そいつらはうまく追おいはらうことはできたけど、先せん輩ぱいが追おわれている原げん因いんがわからないこと。

　もしかしたら、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが投とう稿こうをしていた動どう画がに原げん因いんがあるかもと思おもって、見みせてもらったけど、特とくに理り由ゆうになりそうなものは映うつってなかったこと。

　わたしは、ケイに順じゅん番ばんに説せつ明めいしていく。

「……その動どう画がは？」

　ひととおり話はなしをきき終おわってから、ケイが初はじめてふり返かえる。

　少すこしだけ、けわしい顔かおをしているように見みえる。

「動どう画がのＵユーＲアールＬエルを送おくるよ」

　わたしはスマホから、ケイに秋あき穂ほ先せん輩ぱいのショート動どう画がのＵユーＲアールＬエルを送おくる。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいには、従兄弟いとこのケイにもシェアしていいって言いわれてる。

　ケイは、パソコンで動どう画がの画が面めんを開ひらくと、真しん剣けんな顔かおでモニターをながめる。

　画が面めんに映うつっているのが、ほほえましい犬いぬの様よう子すだから、なんだか変へんな感かんじだけど。

　動どう画がをひととおり見み終おわったケイは、またわたしのほうを見みる。

「なにか気きづいた？」

　わたしは、ケイならなにか見みつけたかも、と期き待たいしてたずねる。

「いや。この動画は、直接は関係ないかもしれない」

「そうなんだ……。ほかには特とくに変かわったことはしてないって、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは言いっていたけど」

　動どう画がが原げん因いんだとにらんだのが、まちがってたのかな。

「そういう意い味みじゃない」

　ケイが、首くびを小ちいさく横よこにふる。

「ん？」

「動どう画が自じ体たいが問もん題だいで、おそってきたのなら、これを見みた人にん間げんすべてを狙ねらわなければならない」

「あ……それもそっか！」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの動どう画がの再さい生せい数すうを確かく認にんしてみる。

　すると、どれも５００回かい以い上じょうは再さい生せいされている。特とくにかわいい動どう画がだと、３０００回かいも再さい生せいされているのもある。

　再さい生せい数すうと、視し聴ちょうした人にん数ずうは同おなじじゃないけど、それでも、どこにいるかもわからない何なん百びゃく人にん、何なん千ぜん人にんをおそうのは現げん実じつ的てきじゃない。

　しかも、インターネットに公こう開かいされてるから、見みた人ひとは日に本ほんどころか世せ界かい中じゅうにいるもんね。

「公こう開かいされているかぎり、視し聴ちょう者しゃは増ふえつづける。動どう画がの中なか身みが問もん題だいなら、東とう条じょう先せん輩ぱいだけをおそう意い味みはないんだ」

「たしかに……」

　じゃあ、ほかに、なにか原げん因いんがあるのかも。

　だけど、ケイは首くびを横よこにふる。

「動どう画がは無む関かん係けいかもしれない────だが、そうではない可能性もある」

「ん？　どういうこと？」

「動どう画がには映うつっていなくても、その場ばにいたとわかること自じ体たいが、問もん題だいなのかもしれない」

　その場ばにいた、とわかること……？

　ケイの言いっていることが、ピンとこない。

「動どう画がのいくつかは、屋おく外がいで撮とられている。つまり動どう画がは、このとき東とう条じょう先せん輩ぱいがその場ばにいたという証しょう拠こになる。それが、襲しゅう撃げき者しゃが東とう条じょう先せん輩ぱいをおそう理り由ゆうなのかもしれない」

「……わかるような、わからないような……」

　わたしは、首くびをかしげる。

「つまり、動どう画がには映うつってなくても、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがなにかを見みたり、きいちゃったりしてるかもってこと？」

「そうだ。もし予よ想そうどおりなら、なにか大おおきな事じ件けんがからんでいる可か能のう性せいもある。東とう条じょう先せん輩ぱいには、くれぐれも注ちゅう意いするように伝つたえてくれ」

「わかった！」

「あと、可か能のうであれば、動どう画が撮さつ影えい中ちゅうになにか変かわったことを見み聞ききしなかったか、確かく認にんしてほしい。まだ、これが確かく実じつな原げん因いんだと決きめられるわけではないから、動どう画が以い外がいの原げん因いんを思おもいだせないかどうかも」

「うん！　わたしも気きをつけておくし、秋あき穂ほ先せん輩ぱいに確かく認にんもしておくね」

　原げん因いんがなんにしろ、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがあの男おとこたちから狙ねらわれたって事じ実じつは変かわらないもんね。

　また、いつやつらが、やってくるかもしれない。

　あいつらの目もく的てきが、はっきりするまでは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいはずっと、おびえつづけるんだ。

　はやく原げん因いんをつきとめないと！

「あと、あちらにも連れん絡らくをしておいたほうがいい。より安あん全ぜんを確かく保ほできる」

「あちら？　…………ああ！　そうだね。そうしておく」

　ケイが言いう意い味みが、一いっ瞬しゅんわからなかったけど、すぐになんのことか気きづいた。

　たしかに、そのほうが安あん心しんだよね！

　わたしは、まずはスマホのトークアプリで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいに連れん絡らくをとる。

『アスカです。その後ご、変かわりありませんか？』

『大だい丈じょう夫ぶだよ～。帰かえってから、警けい察さつに連れん絡らくしたら、被ひ害がい届とどけ？　みたいのを出だすことになったよ』

『少すこしは安あん心しんですね。あと、なにかほかに、思おもいだしたことはありますか？』

『ん～ずっと考かんがえているんだけど、やっぱり、ないんだよね。友ともだちとか家か族ぞくで遊あそびにいったりはしたけど、１人ひとりで行こう動どうしたこともなかったし』

『そうですか……』

『でも、もっと考かんがえておくね』

『はい、お願ねがいします。明日あした学がっ校こうで、お話はなしきかせてください』

『うん、わかったよ』

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいとトークアプリでの話はなしを終おえてから、もう１つ、べつのところにも連れん絡らくをいれる。

　こっちは簡かん単たんに、用よう件けんだけを伝つたえた。

　それにしても……。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、追おわれていたときのことを、思おもいだす。

　高こう校こう生せいが相あい手てなのに、チンピラ風ふうの男おとこたちは、かなり本ほん気きな様よう子すだった。

　わたしたちが見みてなかったら、今いまごろ秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、大たい変へんなことになっていたかもしれない。

　そして……今こん後ごも同おなじようなことが、おきるかもしれないんだよね。

　わたしは、ギュッと両りょう手てをにぎる。

　そうはさせない。

　絶ぜっ対たいに、秋あき穂ほ先せん輩ぱいを守まもらなくちゃ！







　　　　５　学がく年ねんを越こえて







　お昼ひる休やすみ。

　教きょう室しつは、いつものようにクラスメイトのおしゃべりする声こえで、ざわついてる。

　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきとお弁べん当とうを食たべてるところ。

　今日きょうも、お父とうさんがつくってくれた、特とく製せいのお弁べん当とう！

　甘あまい玉たま子ご焼やきをほおばると、おいしさに思おもわず笑え顔がおになる。

「そういえば、そろそろ学がく園えん祭さいのうちのクラスの出だし物ものも、考かんがえておかないとだよね」

　わたしは、昨日きのうアリー先せん輩ぱいに話はなしたことを思おもいだす。

　２学がっ期きが始はじまると、学がく園えん祭さいまでそんなに時じ間かんがない。

　クラスの出だし物ものは、準じゅん備びする人にん数ずうが多おおいから、そんなにあわてなくても大だい丈じょう夫ぶだけど、はやく動うごきだせたほうが、いろいろとアイデアを考かんがえられるもんね。

「家か庭てい科か部ぶの準じゅん備びがあるけど、クラスのほうもがんばりたいな」

　優ゆ月づきが、お弁べん当とうのミニハンバーグを食たべてから言いう。

　家か庭てい科か部ぶには、今こ年としも演えん劇げき部ぶの衣い装しょうをお願ねがいしているから、両りょう立りつが大たい変へんそうだ。

「クラスの出だし物ものについては、今こ年としはちょっとしたアイデアがあるの。もう少すこししたら、発はっ表ぴょうできると思おもうけど」

　実み咲さきが、意い味みありげなことを言いう。

　なんだろう？

　発はっ表ぴょうするってことは、うちのクラス以い外がいにも関かん係けいあるとか？

　そんなふうに話はなしながら、お弁べん当とうを食たべ終おわったころ、

「アスカせんぱ～～～～い！」

　と元げん気きな声こえがする。

　ふり返かえると、思おもったとおり、奏かなでが教きょう室しつのドアからひょこっと顔かおを出だしていた。

　２つ結むすびにした髪かみの毛けに、元げん気きいっぱいの満まん面めんの笑えみをうかべてる。

「白しら里さとさん。今いま、ろう下かを走はしってきたでしょ？」

　実み咲さきが、すくっと立たちあがる。

「え、え～と……実み咲さき会かい長ちょう……走はしってきたというか、早はや歩あるきしたっていうか……」

　奏かなでが、実み咲さき相あい手てにしどろもどろになっている。

　助たすけて、という視し線せんをわたしに送おくってるけど、これは奏かなでが悪わるいから、実み咲さきにしかられてもしょうがない。

　奏かなでは、がっくりとうなだれている。

　こんな昼ひる休やすみの光こう景けいも、一いち時じ期きは、奏かなでにいろいろなことがあったせいで見みられなかった。

　けど、２学がっ期きからは、また見みることができそうで、よかったなあ。

　ん？

　なんだか、ろう下かのほうが、少すこしさわがしい。

　しかも、ざわめきが、こっちに近ちかづいてきてる……？

　なんだろう、と思おもっていると、ふらり、とドアの前まえにアリー先せん輩ぱいが現あらわれる。

「あれっ、緋ひ笠がさ先せん輩ぱい！　ここで会あうのはめずらしいですねっ!?」

　実み咲さきにしかられていた奏かなでが、少すこしおおげさに言いう。

　あ、話はなしをそらそうとしてるな。

　わたしも、去きょ年ねんよく詩し織おり先せん輩ぱいにしかられてたから、覚おぼえがあるけど。

「奏かなではここに、よくきている？」

　アリー先せん輩ぱいは奏かなでを見みて、首くびをかしげる。

　アリー先せん輩ぱいと奏かなでは、夏なつ休やすみ中ちゅうにいっしょに出でかけたりして、すっかり距きょ離りが縮ちぢまったみたい。

「はいっ！　アスカ先せん輩ぱいに会あいに、ほぼ毎まい日にちきてますよ！」

「…………ずるい」

　アリー先せん輩ぱいが、ぼそりと言いったけど、小ちいさい声こえだったから、ききとれたのはわたしぐらいかも。

「緋ひ笠がさ先せん輩ぱいもきたらいいですよ。アスカ先せん輩ぱいは、昼ひる休やすみは教きょう室しつにいることが多おおいですから！」

「なるほど」

　アリー先せん輩ぱいが、納なっ得とくしたように深ふかくうなずく。

「あとそれからアスカ先せん輩ぱいがいく場ば所しょっていうと……！」

「ちょ、ちょっと２人ふたりとも！　そこでわたしの情じょう報ほう交こう換かんしてないで」

　わたしは、奏かなでとアリー先せん輩ぱいの会かい話わに割わって入はいる。

　ほうっておくと、奏かなでからほかにどんな情じょう報ほうが出でてくるか、わからないし。
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「アリー先せん輩ぱいは、２年ねん生せいの教きょう室しつまでわざわざ、どうしたんですか？」

　わたしは、たずねる。

「アスカに、用ようがある」

「わたしにですか？」

「秋あき穂ほセンパイのところに、話はなしをききにいく」

　さそいにきてくれたらしい。

　アリー先せん輩ぱいが、めずらしく急せかすような表ひょう情じょうをしている。

「……気きになってる」

「そうですね。たしかにはやいほうがいいか……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいに会あうには、高こう等とう部ぶの校こう舎しゃまで足あしを運はこばないといけない。

　学がっ校こう内ないにいれば秋あき穂ほ先せん輩ぱいも安あん全ぜんだろうから、会あいにいくのは放ほう課か後ごでいいかな、なんて思おもっていたんだよね。

　でも、せっかくなら、はやいほうがいいのかも。

「わかりました！　今いまからいきましょう」

「どこか２人ふたりでいくんですか？」

　奏かなでが、けげんそうな顔かおをむけてくる。

「ちょっと、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいのところにね」

「折おり原はら先せん輩ぱいのところ？」

　実み咲さきは、詩し織おり先せん輩ぱいの名な前まえを出だしてくる。

「ううん！　昨日きのう知しり合あった先せん輩ぱいなんだ」

　わたしの答こたえに、実み咲さきや奏かなでたちは、きょとんとしている。

　いきさつを説せつ明めいするのがむずかしいし、そんなことをしてたら昼ひる休やすみが終おわっちゃうので、わたしとアリー先せん輩ぱいは、そのまま高こう等とう部ぶの秋あき穂ほ先せん輩ぱいの教きょう室しつにむかうことにした。

　　　　[image: くぎり]

　高こう等とう部ぶの校こう舎しゃに入はいる。

　高こう等とう部ぶと中ちゅう等とう部ぶの校こう舎しゃは、すぐ近ちかくに建たっているけど、べつの建たて物ものになってる。

　いちおう、連れん絡らく通つう路ろがあるけど、あまり行いき来きすることはないかな。

「こっちの校こう舎しゃにくるのは、初はじめて」

　アリー先せん輩ぱいが、キョロキョロしている。

　校こう舎しゃの見みた目めは、ほとんど変かわらないんだけどね。

「用ようがないと、こっちにはこないですもんね」

　わたしは慣なれたけど、初はじめてだと少すこし緊きん張ちょうするかも。

　制せい服ふくで、わたしたちが中ちゅう等とう部ぶ生せいだってことは、すぐにわかるから、まわりの注ちゅう目もくを集あつめちゃうし。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、詩し織おり先せん輩ぱいたちと同おなじクラスと言いっていたから、教きょう室しつの場ば所しょはすぐにわかった。

　わたしが、教きょう室しつのドアに近ちかづくと、

「あれ、アスカじゃないか」

　うしろから声こえがした。

「あら紅こう月づきさん、どうしたの高こう等とう部ぶの校こう舎しゃで」

　声こえにふり返かえると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、ろう下かを歩あるいてきたところだった。

「こんにちは！　ちょっと用よう事じがあって」
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「わたしたちに？」

「いえ。え～と、東とう条じょう秋あき穂ほ先せん輩ぱいって、このクラスですよね？」

「秋あき穂ほ？　ええ、そうだけど」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、意い外がいそうな表ひょう情じょうで答こたえる。

「アスカ、秋あき穂ほと知しり合あいだったの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、びっくりしている。

「はい、昨日きのう、知しり合あったばかりなんですけど」

　わたしは、それだけこたえる。

　男おとこたちから追おいかけられてたとかのいきさつは、勝かっ手てに話はなさないほうがいいだろうし。

「そう。それなら、教きょう室しつにいると思おもうから、よんでくるわ」

　それだけ言いって、詩し織おり先せん輩ぱいが教きょう室しつの中なかに入はいっていく。

　あいかわらず、詩し織おり先せん輩ぱいはテキパキとしてる。

「そういえば、そちらの彼かの女じょは、何なん度どか見みかけたけど、話はなすのは初はじめてだね。緋ひ笠がさアリーさん、だよね？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、アリー先せん輩ぱいのほうをむく。

「……はじめまして。スカイタワーの劇げき場じょうで見みかけました。アスカから、演えん劇げき部ぶの先せん輩ぱいで、すごい人ひとだときいています」

　アリー先せん輩ぱいが、たんたんとした口く調ちょうでこたえる。

　誤ご解かいされそうだけど、これは、アリー先せん輩ぱいとしては、興こう奮ふん気ぎ味みに話はなしているぐらいなんだ。

　アリー先せん輩ぱいが、初しょ対たい面めんで、こんなにたくさん話はなすことは、そうそうない。

「すごいだなんて……アスカ、そんなふうに言いってるの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、アリー先せん輩ぱいの無む表ひょう情じょうを気きにしたふうもなく、ちょっと照てれた表ひょう情じょうだ。

「言いってますよ、もちろん！　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、自じ慢まんの存そん在ざいですから！」

　わたしは、自じ信しんを持もって胸むねをはる。

　いつもおせわになっているし、演えん劇げきでのあこがれの存そん在ざいでもあるしね！

「はははっ……そこで堂どう々どうと言いいきるところが、アスカは舞ぶ台たいむきだよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、肩かたをすくめてる。

　そこに、詩し織おり先せん輩ぱいが秋あき穂ほ先せん輩ぱいといっしょに、もどってくる。

「アスカちゃんにアリーさん。わざわざ教きょう室しつまできてくれたの？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、おどろいた顔かおをしてる。

「お昼ひる休やすみにまで、ごめんなさい。話はなしをききたくて」

　さすがに急きゅうに教きょう室しつまできたのは、迷めい惑わくだったかな？

「ううん。ぜんぜん、かまわないよ。えと、それじゃあ……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、詩し織おり先せん輩ぱいと幸ゆき村むら先せん輩ぱいに、なにか言いいたげな目めをむける。

「それじゃあ、わたしたちは教きょう室しつにもどるわ。秋あき穂ほ、あとでね」

「どういう知しり合あいか、あとで教おしえてくれよ」

　詩し織おり先せん輩ぱいたちは、気きをつかったように、すぐに教きょう室しつに入はいっていった。

「うん。２人ふたりとも、ありがとう」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、その２人ふたりの背せ中なかにお礼れいを言いってから、わたしたちを見みる。

「あんまり、ほかの人ひとに聞きかれないほうが、いいよね？」

「できれば、そのほうがいいと思おもいます」

　うっかり話はなしをきいた人ひとが、事じ件けんにまきこまれてしまった、なんてことも、ないとはいえないし。

「じゃあ、こっちにきて。人ひとがあんまりこない場ば所しょがあるから」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、先さきに立たって歩あるきだす。

　そのあとを、わたしとアリー先せん輩ぱいはついていった。







　　　　６　ぐうぜん出で会あった人ひととは？







　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが連つれてきてくれたのは、グラウンド近ちかくの木こかげだった。

　あたりは見みとおしがいい上うえに、人ひと気けはまったくない。

　問もん題だいがあるとすれば、このジリジリ照てりつけてる太たい陽ようだ。

　わたしは、手てで日ひ差ざしをさえぎりながら、空そらを見みあげる。

「まだ暑あついね～」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、木こかげに入はいって息いきをついている。

「暑あつい。でも、ここなら人ひとはこなそう」

　アリー先せん輩ぱいも表ひょう情じょうには出ださないけど、ほおに汗あせがつたっている。

「春はるや秋あきは、居い心地ごこちのいい場ば所しょなんだけど。暑あつい時じ期きと寒さむい時じ期きは、人ひとがあんまりこないんだ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはうなずく。

　これだけ暑あついと、運うん動どう部ぶだって昼ひる練れん習しゅうはひかえるもんね。

　水すい分ぶんをこまめにとらないと、熱ねっ中ちゅう症しょうになっちゃうし。

　もちろん、それはここにきている、わたしたちにも言いえることなんだけど。

「ジュース、おごってくれて、ありがとうございます」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいにお礼れいを言いう。

　ここにくる途と中ちゅうに、自じ動どう販はん売ばい機きでペットボトルの飲のみ物ものを、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが買かってくれたんだ。

　わたしはスポーツドリンクで、アリー先せん輩ぱいはミネラルウォーター、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが冷つめたいお茶ちゃだ。

「気きにしないで。いろいろしてもらってるんだから。それより昨日きのうのことだよね？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、本ほん題だいに入はいる。

「はい。それで先せん輩ぱい、あれから、なにか変かわったことはありましたか？」

「特とくにないよ。朝あさの登とう校こうするときも、友ともだちが家いえまで迎むかえにきてくれて、いっしょにきたし」

「よかった。それが安あん全ぜんだと思おもいます」

　ケイに言いわれて、１人ひとりで登とう下げ校こうしないように、アドバイスを送おくっておいたんだよね。

　人ひとがいっしょにいるだけで、おそわれにくくなるからって。

「あとは、警けい察さつに被ひ害がい届とどけを出だしたよ。近きん所じょの巡じゅん回かいを増ふやしてくれるとは言いってくれたけど……」

「いつも、警けい察さつがいるわけじゃないですもんね」

「うん……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、不ふ安あんげにうなずく。

　警けい察さつに、してもらえることはかぎられてる。

　でも、警けい察さつ官かんをすべての「事じ件けんのおきそうな場ば所しょ」にはりつかせておくことは不ふ可か能のうだ。

　だからお金かね持もちの人ひとは、個こ人じん的てきにやとって、警けい備び員いんやボディガードをつけているわけだもんね。

「動どう画がのほかに、変かわったことは思おもいだした？」

　アリー先せん輩ぱいがきくと、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、首くびを横よこにふる。

「やっぱり動どう画がなのかなぁ」

「それはない」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいのぽつりと言いった言こと葉ばを、アリー先せん輩ぱいがあっさりと否ひ定ていする。

「えっ、そうなの!?」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがおどろいてる。わたしもだ。

　だって昨日きのうは、アリー先せん輩ぱいもわたしといっしょに「動どう画ががあやしい」って言いってたよね？

「あのあと、よく考かんがえてみた。動どう画が自じ体たいに問もん題だいがあるなら、動どう画がを見みた人にん間げんすべてを、おそわなければならなくなる。だから、動どう画がに問もん題だいはない」

　さすがアリー先せん輩ぱい。

　ケイと同おなじ考かんがえに、たどりつくなんて。

「そっか。でも、じゃあ、本ほん当とうになにが原げん因いんか、わからないよ。わからなければ、なにもできないし……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、暗くらい顔かおでうつむいてる。

　いきなりあやしい男おとこたちに追おいかけられて、警けい察さつに相そう談だんしたり、登とう下げ校こう中ちゅうも油ゆ断だんできなかったりと、たった１日にちでかなり疲つかれてしまったんだろう。

「動どう画がの撮さつ影えい中ちゅうのこと、なにか思おもいだしましたか？」

　申もうしわけない気き持もちになりながらも、質しつ問もんする。

「撮さつ影えい中ちゅう……う～ん。うちのワンコと、ほかのワンコがじゃれあってるうちに、リードがからまって、飼かい主ぬしさんがころんじゃったりとか」

　それはちょっとほほえましい光こう景けいだけど、たぶん関かん係けいなさそう。

「………………あっ」

　考かんがえこんでいた秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、声こえをあげる。

「なにかあったんですか？」

　わたしは、身みを乗のりだす。

「あったというか……１回かいだけね。散さん歩ぽの途と中ちゅうに、うちのワンコが急きゅうに走はしりだしちゃってね。いきなりだったから、リードが外はずれちゃって。あわてて追おいかけたんだけど、そうしたら、うちの子こが細ほそい路ろ地じに入はいっていっちゃったの」

「そこで、なにか気きになるものでも見みた？」

　アリー先せん輩ぱいが、先さきをうながす。

「気きになるっていうのとはちがうんだけど……うちの子こが走はしっていった場ば所しょに、人ひとがいたんだ」

「知しり合あいですか？」

「ううん。黒くろのキャップを目ま深ぶかにかぶった、立たちすがたがすごくきれいな、黒こく人じんのおじさま」

　外がい国こくの人ひと？

　べつに、めずらしいというほどじゃないよね。

「うちの子こがその人ひとの足あしに飛とびついちゃって。そのときに帽ぼう子しがずれて、目めが合あったんだけど、すごくかっこいい人ひとだったんだよ。わたし、うちの子こを抱だきあげて、『ごめんなさい』ってあやまったんだけど。その人ひと、『大だい丈じょう夫ぶですよ。なにも迷めい惑わくをかけられていませんから』ってなめらかな日に本ほん語ごで、やさしく言いってくれて。ほっとして、散さん歩ぽにもどったってことがあったんだよね」

　それぐらいだったから、やっぱりちがうかなと、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは言いう。

　……うーん。

　ちょっとしたできごとではあるけど、事じ件けんっぽくはないかなぁ。

「あ、それでね。やけにかっこいい人ひとだったから、もしかして有ゆう名めいな俳はい優ゆうさんとかかもって思おもって、あとでちょっと調しらべてみたんだよね……そうしたら、見みつけたの」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがそう言いって、スマホの画が面めんを見みせてくる。

　そこには、外がい国こくの企き業ぎょうらしい、ホームページが開ひらいてあった。

　えらい人ひとの顔かお写じゃ真しんと名な前まえがならんでいて、ＣシーＥイーＯオーと書かかれたところに、黒こく人じん男だん性せいがいる。

　名な前まえはマシュー・キートン。

　わたしには、当とう然ぜん、ぜんぜん見み覚おぼえのない人ひと。

　企き業ぎょうの名な前まえは…………うーん？　コンクェスト……って読よむのかな？

　こちらのほうは、どこかできいた覚おぼえがあるような……？

　とおい記き憶おくに引ひっかかるものがあるものの、思おもいだせない。

「コンクェストって、すごく有ゆう名めいな貿ぼう易えき企き業ぎょうだよね!?　そこの役やく員いんさんなんだって。芸げい能のう人じんかと思おもったのに、びっくりだったよ！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、興こう奮ふん気ぎ味みに話はなす。

　ぐうぜん出で会あった人ひとが、外がい国こく企き業ぎょうのえらい人ひとだったら、ちょっとうれしくなるかもね。

　有ゆう名めい人じんに会あえたって感かんじで。

　……それはそうと、１つわからないことがあるんだよね。

「ＣシーＥイーＯオーって、どういう意い味みですか？」

　ホームページにのっている雰ふん囲い気きから、えらい立たち場ばの人ひとっぽいのはわかるけど……。

「え～と、日に本ほん語ごだと『最さい高こう経けい営えい責せき任にん者しゃ』……だったかな。日に本ほんで言いえば社しゃ長ちょうとか会かい長ちょうみたいな、会かい社しゃのトップを指さすんだよ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが教おしえてくれる。

「へえ～そうなんですね。そんな人ひとがこの街まちにきてたなんて、びっくりです。ね、アリー先せん輩ぱい」

　言いいながらアリー先せん輩ぱいのほうをむく。

　　　ドン……

　そのとき、アリー先せん輩ぱいの手てから、持もっていたペットボトルがすべり落おちて、にぶい音おとをたてた。

　地じ面めんに転ころがったペットボトルの口くちから、残のこっていたミネラルウォーターがこぼれて、地じ面めんにしみこんでいく。
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「……アリー先せん輩ぱい？　大だい丈じょう夫ぶですか？」

　わたしは、ペットボトルをひろいあげて、アリー先せん輩ぱいに声こえをかける。

「…………大だい丈じょう夫ぶ」

　アリー先せん輩ぱいから返へん事じはあったけど、あきらかに上うわの空そらだ。

　なにか、考かんがえごとをしている？

　具ぐ合あいが悪わるくなったとかでは、なさそうだけど。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいも、心しん配ぱいそうな顔かおをアリー先せん輩ぱいにむけてる。

「とりあえず、もう中なかにもどろうか。わたしも、これ以い上じょうは思おもいだせそうもないし」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが切きりだす。

「そうですね。アリー先せん輩ぱい、いきましょう」

「……うん」

　やっぱりアリー先せん輩ぱいは、なにかに気きをとられてるような感かんじだ。

　どうしたんだろう？

　気きになるけど、理り由ゆうがわからないから、声こえのかけようがない。

　校こう舎しゃの中なかにもどると、暑あつさがだいぶやわらいで、わたしたちはほっと息いきをつく。

　そのままろう下かを歩あるきだしたとき、声こえがかかる。

「アスカじゃないか。なんで、高こう等とう部ぶにいるんだい？」

　この声こえは、もしかして……。

　わたしが声こえがしたほうをふりむくと、思おもったとおりの人ひとがいた。

「理り央お先せん輩ぱいっ！」







　　　　７　春はるが丘おか学がく園えんのカリスマ







　理り央お先せん輩ぱいは、職しょく員いん室しつからちょうど出でてきたところらしい。

「アスカが高こう等とう部ぶにきてるってことは、もしかして、やっと怪かい盗とう部ぶに入はいってくれるつもりになったかな？」

　理り央お先せん輩ぱいは、楽たのし気げに笑わらう。

「もう演えん劇げき部ぶに入はいってますし、怪かい盗とう部ぶに入はいる予よ定ていはないですよっ」

　わたしがすぐに返かえすと、その答こたえを予よ想そうしていたように、理り央お先せん輩ぱいがカラカラと笑わらう。

　清きよ瀬せ理り央お先せん輩ぱいは「怪かい盗とう部ぶ」っていう謎なぞの部ぶ活かつを自じ分ぶんで結けっ成せいして、仲なか間まといっしょに「怪かい盗とうの研けん究きゅう」（？）をしている、不ふ思し議ぎな先せん輩ぱい。

　とくに、「怪かい盗とうレッドの大だいファン」なんだよね……。

　後こう輩はいのわたしが「怪かい盗とうレッドのかかわる事じ件けんに出でくわしたことがある」（っていうか、わたしが怪かい盗とうレッドなんだけど！）とききつけて、声こえをかけてきたのが、理り央お先せん輩ぱいとの出で会あい。

　すごく行こう動どう力りょくがあって、さらに、清きよ瀬せグループっていう、大おおきなグループ会がい社しゃの社しゃ長ちょう令れい嬢じょうでもあるんだ。

「──ふふっ、冗じょう談だんだよ。アスカが演えん劇げきに真しん剣けんなのは知しっているから、邪じゃ魔まするつもりはないさ。もしかして、こちらの彼かの女じょは……高こう等とう部ぶ１年ねんの東とう条じょう秋あき穂ほさん、だったね？」

「えっ、わ、わたしのこと知しってるんですかっ!?」

　わたしのとなりで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、飛とびあがっておどろいている。

　そりゃそうか。

　理り央お先せん輩ぱいは高こう校こう３年ねん生せいで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいは１年ねん生せい。

　理り央お先せん輩ぱいみたいな有ゆう名めい人じんのことは学がっ校こう中じゅうの生せい徒とが知しってるけど、その人ひとが自じ分ぶんのことを知しってるなんて思おもわないよね。

「春はるが丘おかの全ぜん校こう生せい徒との顔かおと名な前まえは、覚おぼえているからね」

　理り央お先せん輩ぱいは、さらりと答こたえる。

　さすが、「伝でん説せつの中ちゅう等とう部ぶ生せい徒と会かい長ちょう」。

　高こう等とう部ぶになってからは生せい徒と会かい長ちょうでもないのに、それでも全ぜん校こう生せい徒とを覚おぼえてたりするのが、いまだに理り央お先せん輩ぱいが「伝でん説せつ」であり、カリスマ的てきな人にん気きがある理り由ゆうなんだと思おもう。
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　理り央お先せん輩ぱいは、アリー先せん輩ぱいのほうも、ちらりと見みた。

　けど、アリー先せん輩ぱいの様よう子すがおかしいのを気きづかってか、あえて声こえをかけないようにしたみたい。

「東とう条じょうさんが、涼すず香かや詩し織おりと仲なかが良よくて、かわいい犬いぬを飼かってることも知しってるよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、つづけて言いう。

「ええっ？　そんなことまで知しってるんですかっ？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが目めを丸まるくする。

　さすがに、わたしもびっくり。

　ま、まさか、全ぜん校こう生せい徒とのおうちのことや、友ともだち関かん係けいまで覚おぼえてるとかじゃないですよね？

「気きにかけてる子このことは、忘わすれないからね。いつか話はなす機き会かいがあるかなと思おもってたから、よかったよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、さわやかな笑え顔がおを秋あき穂ほ先せん輩ぱいにむける。

「清きよ瀬せ先せん輩ぱいと、お話はなしできてうれしいですっ！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、興こう奮ふんしたようにうなずく。

「ぼくもだよ。ところで話はなしの邪じゃ魔まをしちゃったかな？」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいを見みる。

「いえ、もう話はなしは終おわって、中ちゅう等とう部ぶに帰かえるところでした」

　わたしがかわりに答こたえる。

「そうか。ぼくもここのところ、家いえのこととかで、いそがしくてね、なかなか怪かい盗とう部ぶの活かつ動どうもできてないんだ。大だい貴きも健けん人とも、大だい学がく受じゅ験けんの勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうしているらしい」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、理り央お先せん輩ぱいと同おなじ怪かい盗とう部ぶの部ぶ員いんだ。

「理り央お先せん輩ぱいは、受じゅ験けん勉べん強きょうは特とくにしてないって、前まえに言いってましたよね？」

　この間あいだの夏なつ休やすみ、理り央お先せん輩ぱいの家いえの別べっ荘そうに誘さそってもらったんだ。

「勉べん強きょうはしているけどね。それほど追おいこむ必ひつ要ようがないってだけだよ。でも、３年ねんの教きょう室しつはみんなピリピリしてるから、こうして外そとを歩あるくと、ちょっとほっとするよ」

　高こう等とう部ぶの３年ねん生せいになると、色いろ々いろ大たい変へんなんだなあ。

　まだ、わたしには想そう像ぞうもつかないけど。

　そんな中なかでも自じ由ゆうそうなのは、理り央お先せん輩ぱいらしい。

「じゃあ、ぼくはそろそろいくよ。またね」

「はい！　失しつ礼れいします」

　理り央お先せん輩ぱいが、片かた手てを上あげてろう下かを歩あるいていく。

　そのすがただけでも、様さまになってる。

　その背せ中なかを見み送おくってから、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、ふう、と大おおきく息いきをはいた。

「……アスカちゃんって、前まえから清きよ瀬せ先せん輩ぱいと知しり合あいなの？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、一いっ気きに緊きん張ちょうがとけたような顔かおをしてる。

　う～ん……。

　こう言いうと失しつ礼れいかもしれないけど、理り央お先せん輩ぱいって、緊きん張ちょうするような相あい手てじゃないんだよね……。

　年としの差さがあってもそれを感かんじさせないように、気きやすく話はなしてくれるし。

　よっぽどじゃないと、怒おこったりもしないし。

「はい。アリー先せん輩ぱいもそうですよ。夏なつ休やすみには旅りょ行こうに招しょう待たいしてもらいました」

「うわぁ……清きよ瀬せ先せん輩ぱいと旅りょ行こうなんて、いいなぁ!!　うーん、でも、ダメ。わたしなら絶ぜっ対たい、緊きん張ちょうしちゃう」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、すぐに首くびを横よこに強つよくふる。

「あ、それより秋あき穂ほ先せん輩ぱい、放ほう課か後ごの予よ定ていはなにかありますか？」

　昼ひる休やすみの残のこり時じ間かんもなくなってきたので、わたしは話わ題だいを変かえる。

「とくにないけど。どうして？」

「念ねんのため、今日きょうはいっしょに帰かえったほうがいいかなと思おもって」

　昨日きのうの今日きょうだし、またあいつらが狙ねらってくるかもしれないしね。

「本ほん当とう？　お願ねがいできたらうれしいな。正しょう直じき、１人ひとりで帰かえるのは不ふ安あんだから。でも、そうしたらアスカちゃんまで、危き険けんな目めにあわせちゃうかも……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、迷まよった表ひょう情じょうをする。

「そうならないために、わたしがついていくんです！　２人ふたりなら、なにかあったら、すぐに助たすけをよんだりできるじゃないですか！」

　わたしは、力ちからをこめて言いう。

「……なら、甘あまえていいかな」

「もちろんです！　それじゃあ放ほう課か後ごに、教きょう室しつで待まっててください。わたし、迎むかえにいきますから」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいと別わかれて、わたしはアリー先せん輩ぱいといっしょに中ちゅう等とう部ぶ校こう舎しゃにもどる。

　アリー先せん輩ぱいは、さっきからずっと黙だまったままだ。

　アリー先せん輩ぱいが無む言ごんなのは、めずらしくないけど、でもどこかおかしい。

「アリー先せん輩ぱい。さっきから、なにか、気きがかりなことがあるんですか？」

　２人ふたりっきりになったので、きいてみる。

「……なんでもない」

　アリー先せん輩ぱいは、こちらを見みずに、短みじかく答こたえる。

　ぜんぜんそんなふうには見みえないけど……そう言いわれてしまうと、それ以い上じょうはつっこんでききづらい。

　さっきの会かい話わの中なかに、なにかきっかけがあったのかな。

　海かい外がいの会かい社しゃの……ＣシーＥイーＯオーだっけ？

　それともべつの、なにかわたしが気きづかなったこと？

　そのとき、予よ鈴れいが鳴なって、わたしは気きになりながらも、階かい段だんの前まえでアリー先せん輩ぱいと別わかれて、いそいで自じ分ぶんの教きょう室しつにむかった。







　　　　８　「中ちゅう学がく生せいのアスカ」の救すくい方かた







　放ほう課か後ご。

　わたしは、約やく束そくどおり秋あき穂ほ先せん輩ぱいを教きょう室しつに迎むかえにいって、２人ふたりで学がっ校こうを出でた。

　アリー先せん輩ぱいもさそったんだけど、用よう事じがあると言いっていた。

　学がっ校こうのそばでは、生せい徒とも多おおいから、ピリピリ警けい戒かいしなくてもよさそう。

「そういえば、去きょ年ねんの学がく園えん祭さい、アスカちゃんのクラスは、喫きっ茶さ店てんをやっていたよね」

「はい。なんで知しってるんですか？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいに、その話はなしをした記き憶おくはない。

「じつは、お客きゃくさんとして、いったんだよ。ピザトーストがすごーくおいしかったのを、思おもいだしてさ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、てれたように笑わらう。

「わあ！　あのピザトーストは会かい心しんの出で来きだったので、よかったです！」

　レストランのシェフをしてるお父とうさんに相そう談だんしたり、いろいろとクラスのみんなと、試し行こう錯さく誤ごして、レシピを完かん成せいさせたんだもんね！

　そんなふうに話はなしをしながら、わたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、だんだん人ひと気けの少すくなくなる通とおりのほうへと歩あるいていく。

　ここまでは、なるべく人ひと気けの多おおい道みちを選えらんではきたけど、それでも秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえに帰かえるのに、どうしてもとおらなくちゃいけない細ほそめの場ば所しょもある。

　……いる。

　わたしは、うしろからつけてくる気け配はいを感かんじる。

　ふり返かえると、気きづいていることが、ばれちゃう。

　だから、わたしは歩あるき方かたや会かい話わを変かえないまま、秋あき穂ほ先せん輩ぱいと歩あるく。

　相あい手てが、すぐにおそってくるつもりがないなら、逃にげやすい場ば所しょまで移い動どうしたほうがいい。

「……秋あき穂ほ先せん輩ぱい、大おおきな声こえを上あげないでくださいね」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいにだけきこえるぐらいの、おさえた声こえで話はなす。

「うん」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいもすぐに、小ちいさくうなずいた。

　わたしの様よう子すから、なにかを感かんじとってくれたみたい。

「だれかに、つけられてるみたいです」

「!?　ほんとに？」

「ばれるので、うしろはふりむかないでください。家いえにはむかわずに、いったん行いき先さきを変かえますね」

「わかったよ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがうなずいたのを見みて、わたしは人ひと通どおりの多おおい方ほう向こうにむかう。

　まだ日ひは落おちてないから、あたりは明あかるい。

　つけてきているやつらも、わたしたちが寄より道みちする気きになったんだと思おもってくれるかもしれない。

　道どう路ろに立たっているカーブミラーで、さりげなくうしろを確かく認にんすると、この間あいだの男おとこたちのすがたがある。

　あいつらをつかまえられれば手てっとりばやいけど、今いまはまず、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの安あん全ぜんが第だい一いちだ。

　人ひと通どおりの多おおい場ば所しょになっても、まだつけてきている。

　チャンスをどこまでも、うかがうつもりみたい。

「合あい図ずで走はしってください」

　わたしの言こと葉ばに、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが小ちいさくうなずく。

「３、２、１……いきます！」

　わたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、走はしりだす。
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　まわりにいた人ひとたちが、とつぜん全ぜん力りょくでダッシュしたわたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいに、びっくりした顔かおをむけてる。

　わたしが走はしりながら、ちらりと視し線せんをうしろにむけると、追おってくる男おとこたちのすがたが見みえる。

「こっちです！」

　わたしは、わざと人ひと気けのない路ろ地じを指さす。

「えっ、ここへ入はいるの？」

「はい、大だい丈じょう夫ぶですから！」

　わたしは明あかるい声こえで言いって、ビルの間あいだに挟はさまれたせまい路ろ地じを進すすみ、左ひだり側がわのビルのドアに手てをかける。

　ノブをくるりと回まわすと、ドアが開あく。

「この中なかへ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいを先さきに入いれ、男おとこたちがまだ追おってきていないことを確かく認にんしてから、わたしも中なかに入はいる。

　このビルは、いろいろなオフィスや店みせが入はいった雑ざっ居きょビルで、人ひとの出で入いりはとくに管かん理りされてない。

　だから、制せい服ふくすがたのわたしたちが歩あるいていても、少すこし不ふ思し議ぎそうに見みられても、よび止とめられたりはしない。

　わたしは、そのままビルの表おもての出で入いり口ぐちから、外そとに出でる。

　今いまごろ、追おってきた男おとこたちは、路ろ地じのほうでうろうろしているだろう。

　そのまま、わたしたちは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの自じ宅たくへと、行いき先さきをもどす。

「アスカちゃん、よく、あのビルの中なかが通とおりぬけられるって知しってたね」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが息いきをはずませながら、きいてくる。

「前まえに通とおりぬけたことがあって。昼ひる間まはカギを開あけてあるみたいなんです、あそこ」

　わたしは、考かんがえておいた言いい訳わけをこたえる。

　本ほん当とうはレッドの逃とう走そうルートの、いくつかのパターンの中なかに入はいっているから、知しっていただけなんだけど。

　もちろん、それは言いえないしね。

「でも、どうしよう？　あの人ひとたちが、今日きょうも現あらわれるなんて」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、泣なきそうな表ひょう情じょうになる。

「そうですね、今日きょうは逃にげられても、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえは知しられてると思おもうので……」

　言いうと、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの顔かおが青あおざめる。

　どうしようかと考かんがえていたとき、スマホが小ちいさくふるえた。

　走はしりながら、わたしはスマホを確かく認にんする。

　思おもわず、くちびるのはしが上あがる。

「先せん輩ぱい、大だい丈じょう夫ぶそうです。家いえに帰かえりましょう」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいに言いう。

「えっ、でも……あの人ひとたちが待まちかまえてたりしないかな？」

「大だい丈じょう夫ぶです。もしそうなら、むしろ好こう都つ合ごうですから」

「……えっ？」

　わたしの言こと葉ばに、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがきょとんとした顔かおをした。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえが見みえるところまでくると、

「あれって……!?」

　先せん輩ぱいの家いえの前まえに、スーツすがたの男だん性せいと女おんなの子こが立たっているのが見みえた。

　本ほん当とうに、ナイスタイミングだよ！

「もう安あん心しんですよ。秋あき穂ほ先せん輩ぱい」

「え？　ええっ？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、よく理り解かいできていないみたいだ。

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえの前まえにたどりつくと、声こえをかける。

「きてくれて、ありがとうございます」

「久ひさしぶり……でもないか。アスカは、本ほん当とうに事じ件けんに好すかれるわよね」

　家いえの前まえに立たっていた女おんなの子こ──深ふか沢ざわ七な音おはそう言いって、肩かたをすくめた。







　　　　９　仕し事ごとのはやい高こう校こう生せい探たん偵てい







「それで、状じょう況きょうは？」

　七な音おは、単たん刀とう直ちょく入にゅうにきいてくる。

　昨日きのう、わたしはケイに言いわれて、秋あき穂ほ先せん輩ぱいのほかに、七な音おにも事じ件けんについて連れん絡らくを入いれておいたんだ。

『了りょう解かい』

　っていう短みじかい返へん信しんだけもらっていた。

　そして、さっき逃にげている途と中ちゅうに、スマホに七な音おから、

『秋あき穂ほさんの家いえの前まえで待まってる。刑けい事じもいっしょ』

　というメッセージがきたから、安あん心しんして家いえにむかえた、というわけ。

「あやしいやつらに追おわれたけど、うまくまいてきました。でも、七な音おさんたちが待まっていたなら、いっそここに連つれてきたほうが、よかったのかも？」

　その場ばで、あいつらをつかまえられたかもしれないよね。

　わたしと七な音おで会かい話わしていると、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがとまどったように、こっちを見みている。

　そうだ。

　すっかり、紹しょう介かいするのを忘わすれてた。

　七な音おが、すぐに自じ己こ紹しょう介かいをする。

「あたしは、探たん偵ていをしている、深ふか沢ざわ七な音およ。アスカとは友ともだち。あなたのことを昨日きのう、アスカから相そう談だんされていたの。ちなみに、こっちの強こわ面もての人ひとは本ほん物ものの刑けい事じさんだから」

「警けい部ぶの猿さる渡わたりだ。制せい服ふくすがたの警けい察さつ官かんが待まっていたら近きん所じょのうわさになるだろうから、私わたしがね」

　前まえのケイの誘ゆう拐かい事じ件けんのときにも会あった、刑けい事じさんだ。

「とにかく、家いえの中なかに入はいらない？　ここだと人ひと目めにつくでしょ」

　七な音おが言いう。

「は、はい！　あの、お母かあさんは……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、おずおずとたずねる。

「事じ情じょうは説せつ明めいしてあるわ。すでに１回かい追おいかけられて脅おどされたという被ひ害がい届とどけが出でているし、中なかでべつの刑けい事じと待まっててもらってる」

　七な音おが答こたえる。

「そうですか……！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、ほっとした様よう子すだ。

　お母かあさんの無ぶ事じを、心しん配ぱいしていたみたい。

　自じ分ぶんがおそわれたばかりだっていうのに、まず家か族ぞくの心しん配ぱいをするのが、秋あき穂ほ先せん輩ぱいらしい。

「それじゃあ、どうぞ」

　最さい初しょに秋あき穂ほ先せん輩ぱいが家いえの中なかに入はいり、わたし、七な音お、猿さる渡わたり警けい部ぶとつづく。

　そのまま、家いえの中なかのろう下かを歩あるいて、リビングにむかう。

「秋あき穂ほ！　よかった……！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがリビングに入はいると、ソファから女じょ性せいが立たちあがる。

　目めもととかがよく似にてるし、秋あき穂ほ先せん輩ぱいのお母かあさんらしい。

「お母かあさんこそ、無ぶ事じでよかったよ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、笑えみをうかべたけど、ちょっと瞳ひとみがうるんでいるように見みえる。

　ひとしきり、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがお母かあさんとの会かい話わをすませると、リビングのソファにそろってすわる。

　まずは七な音おたちに、途と中ちゅうになっていた事じ情じょう説せつ明めいをしないといけない。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが中ちゅう心しんに話はなしたけど、ところどころ、わたしも説せつ明めいを付つけ足たす。

「──なるほど。それで、理り由ゆうはわからないけれど、あやしいやつらに追おいかけられた、と」

　七な音おは、考かんがえこむ顔かおをする。

「信しん用ようしてもらえるか、わからないですけど……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、不ふ安あんそうだ。

　刑けい事じもいる中なかだから、緊きん張ちょうもしているみたい。

「信しん用ようするわ。というか、もう、いくつかの防ぼう犯はんカメラで、その様よう子すも確かく認にんしてるから」

　さすが七な音お。

　味み方かたにすると、心こころ強づよい。

　すぐに連れん絡らくがこなかったのは、この確かく認にんのためだったのかも。

「あやしいやつらについては、こっちで捜そう査さするから。はっきりするまでは、まだ少すこし不ふ自じ由ゆうな思おもいをさせちゃうけど」

　七な音おが、少すこし申もうしわけなさそうに言いう。

「重じゅう大だい事じ件けんがおきる可か能のう性せいがあると、探たん偵てい２人ふたりから進しん言げんをもらってね。刑けい事じ２人ふたりが秋あき穂ほさんの警けい護ごにつくことになったんだ。ちゃんと距きょ離りをとり、秋あき穂ほさんの日にち常じょう生せい活かつには、なるべく問もん題だいがないようにするから、安あん心しんしてもらっていい。もちろん、なにかあれば、すぐにかけつける」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが説せつ明めいする。

　……ん？

「今いま、探たん偵てい２人ふたりからって……？」

　わたしは、疑ぎ問もんを口くちにする。

　１人ひとりが七な音おだっていうことは、わかる。けど、もう１人ひとりって、もしかして……。

「響ひびきよ。白しら里さと響ひびきにも、この件けんについては話はなしてあるの。あたしと同どう意い見けんだった。理り由ゆうはともかく、そいつらのやっていることが派は手ですぎるし、あわてているようでもある。なにかしら、重じゅう大だい事じ件けんにかかわりがあると、にらんでるわ」

　やっぱり響ひびきもっ!?

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの安あん全ぜんが守まもられるのは心こころ強づよいけど、……レッドとしては、ちょっと動うごきづらくなったかも。

　でも、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの安あん全ぜんには代かえられないよね。
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　時じ間かんもおそいからということで、わたしは警けい察さつ官かんの人ひとに送おくってもらって、家いえに帰かえる。

　七な音おが、秋あき穂ほ先せん輩ぱいといっしょにいたわたしまで、狙ねらわれるかもしれないからって、護ご衛えいをつけてくれたんだ。

　わたしは団だん地ちの前まえで警けい察さつ官かんの人ひとと別わかれると、ため息いきをつく。

「はあぁ……あいつらに追おいかけられたことより、警けい察さつの人ひとといっしょに歩あるくほうが、気き分ぶん的てきにつかれたかも……」

　ぽつりとつぶやき、団だん地ちの階かい段だんをかけあがる。

　今日きょうのこと、ケイにもはやく報ほう告こくしなくっちゃ！







　　　　10　コンクェストの正しょう体たいは？







　部へ屋やに入はいると、ケイがいつものようにパソコンにむかっている。

「ケイ、ただいま！」

「……うまく探たん偵ていたちが、動うごいてくれたな」

　ケイは、ふりむかずに答こたえる。

　ケイには、すでになにが起おきたか、わかっていたらしい。

　もともと、七な音おに連れん絡らくをとるように言いったのも、ケイだしね。

「うん。でも、響ひびきまで動うごくとは、思おもわなかったよ」

　七な音おも探たん偵ていなんだから、全ぜん部ぶの事じ件けんを響ひびきにも伝つたわるわけじゃないだろう。

　でも、今こん回かいの七な音おは、響ひびきにも知しらせる必ひつ要ようがある、って考かんがえたんだよね。

「動うごくと思おもっていた。彼かの女じょなら、重じゅう大だい性せいに気きづくだろうから」

　えっ……!?

　七な音おも響ひびきも、探たん偵ていとして、ケイからそれだけ信しん頼らいされる人ひとだってことでもある。

　だけど、数かず多おおくの事じ件けんにかかわってる七な音おと響ひびきが、この事じ件けんをすぐに重じゅう大だいだと考かんがえる理り由ゆうってなんだろう？

「東とう条じょう先せん輩ぱいがおそわれたことは、あまりに事じ件けんとして唐とう突とつすぎる。昼ひる間まの街まち中なかで高こう校こう生せいをおそうというやり方かたが派は手ですぎることに、引ひっかかりを覚おぼえた。調しらべれば、東とう条じょう先せん輩ぱい自じ身しんにその理り由ゆうがないことからも、なにかにおう」

　わたしが首くびをかしげていると、ケイが説せつ明めいしてくれる。

　……といっても、いまいちピンとこないんだけど。

　探たん偵ていの直ちょっ感かんってことなのかな？

「でも、怪かい盗とうレッドとしては、動うごきがとりづらくなったよね？」

　七な音おと響ひびきの背はい後ごには、警けい察さつがいるわけだし。

　そう思おもったけど、ケイは首くびを横よこにふる。

「問もん題だいない。調しらべ方かたがちがう。……その後ご、なにか手てがかりは？」

「え～とね、関かん係けいあるかわからないけど……」

　わたしは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが言いっていた、黒こく人じんの俳はい優ゆうさんみたいな人ひとに会あった話はなしを伝つたえる。

　その人ひとが、外がい国こくの企き業ぎょうのコンクェスト、というところのＣシーＥイーＯオーだったっていうことも。

「コンクェストって、どっかできいたことある気きが、するんだよね……」

　わたしは、ずっと引ひっかかりを覚おぼえていたことを、口くちにする。

「はあぁ……」

　ケイが、大おおきなため息いきをつく。

「な、なに？」

「本ほん当とうに忘わすれているのか？」

　ケイは、あきれた目めをわたしにむける。

「なにを？」

「コンクェストは、ニック・アークライトが役やく員いんをつとめる会かい社しゃだ。貿ぼう易えき会がい社しゃで、美み華か子こさんの会かい社しゃと争あらそっていると、話はなしをきいたことがあるだろう」

「あ、あああっ!?」

　わたしは思おもいだす。

　そういえば前まえに、美み華か子こさんがニックの会かい社しゃについて、話はなしをしていたっけ。

　あの会かい社しゃがそうだ！

　コンクェストっていう名な前まえだった！

　ききなれない言こと葉ばだから、すっかり忘わすれてたよ。

「で、でも、どうしてそんな、裏うらのありそうな大だい企き業ぎょうのＣシーＥイーＯオーが日に本ほんに……？　それに、コンクェストってどんな会かい社しゃなの？」

　ニックが役やく員いんをしているなら、ふつうの会かい社しゃじゃないんだろうけど。

「表おもてむきは、世せ界かい最さい大だい規き模ぼの貿ぼう易えき会がい社しゃだ。ただし、裏うらではタキオンが、全ぜん面めん的てきにバックアップした企き業ぎょうだとわかっている。ニック以い外がいも、役やく員いんクラスはタキオンの関かん係けい者しゃだとみていいだろう」

「つまり、タキオンの仲なか間まってこと？」

「簡かん単たんに言いえばそうだ」

　そんな大だい企き業ぎょうまで、タキオンの一いち味みって……。

　タキオンは本ほん当とうに、世せ界かいを牛ぎゅう耳じる力ちからを持もっているのだと、あらためて感かんじる。

「そんな企き業ぎょうのＣシーＥイーＯオーが日に本ほんにいるなんて、なにが狙ねらいなのかな？　あんまりいい予よ感かんがしないんだけど」

「日に本ほんにいるだけなら、単たんなる商しょう談だんの可か能のう性せいもある。ただ、表おもてむきは来らい日にちしているという話はなしはないようだな」

　ケイが、パソコンのキーボードをたたき、調しらべながら言いう。

「隠かくれて、きてるってこと？」

「それだけの富ふ裕ゆう層そうの人にん間げんなら、お忍しのびで移い動どうすることもあるだろう。ただ、今いま調しらべているが、周しゅう辺へんの防ぼう犯はんカメラにもはっきりとは映うつっていない。意い識しき的てきに避さけているようだな」

「じゃあ、やっぱりあやしいよ！」

　お忍しのびといっても、防ぼう犯はんカメラまで避さけたりするのは、やりすぎな感かんじがする。

　それにタキオンが、かかわってるとなれば、あやしさが増ますよね。

「ただ、東とう条じょう先せん輩ぱいへの対たい応おうが妙みょうだ」

　隠かくれてきていたのに、顔かおを見みられたからとか？

「日に本ほんの街まち中なかにいるんだ。だれかの目めにはとまる。それをいちいち追おいかけまわしていたら、もっとあちらこちらで、事じ件けんとして話わ題だいになっているはずだ」

「それもそうだね……じゃあ、どういうこと？」

　防ぼう犯はんカメラは避さけられても、人ひとの目めをすべて避さけるなら、どこかにこもっているしかない。

　でも、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが会あったときは、路ろ地じとはいえ、ふつうに屋おく外がいにいたんだよね。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱい以い外がいにも、だれかに見みられてもおかしくないよ。

「今いまは不ふ確たしかな推すい測そくしかできない。やつの狙ねらいは今いまのところ不ふ明めいだが、防ぼう犯はんカメラに映うつらないように移い動どうして、それでも映うつっていたものは消けした痕こん跡せきがある。不ふ自し然ぜんにデータが消きえている箇か所しょがある。そんな方ほう法ほうをとるということは、なにかしらの裏うらの思おも惑わくがある、と考かんがえるのが自し然ぜんだろうな」

　タキオンが、動うごくかもしれないってことだね。

　わたしは、ケイのパソコンに映うつしだされたコンクェストのホームページ上じょうの、マシューの顔かお写じゃ真しんを見みる。

　写しゃ真しんで見みるかぎりは、人ひとあたりのよさそうな、かっこいい中ちゅう年ねんの黒こく人じん男だん性せいに見みえる。

　この人ひとが街まち中なかを歩あるいていても、目めにはとめたとしても、その場ばかぎりで忘わすれてしまうと思おもう。

　このマシューという人ひとが、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがおそわれたことと関かん係けいが……？

　しかも、タキオンまで……。

　わたしは、ギュッと拳こぶしをにぎりしめる。

「コンクェストＣシーＥイーＯオーのマシュー・キートン、か。もしもなにかを企たくらんでいるなら、絶ぜっ対たいに阻そ止ししなきゃ！」
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　次つぎの日ひの朝あさ。

　わたしは、朝ちょう食しょくのトーストをかじりながら、リビングのテレビから流ながれるニュースを、ぼんやりと流ながし見みしていた。

　ニュースにはあんまり興きょう味みがないけど、レッドを始はじめてから、意い識しき的てきに見みるようにしてる。

　いろんな事じ件けんは、世せ界かいの中なかでおきているんだって、ケイが言いうからね。

『さきほど入はいったニュースです』

　アナウンサーの女じょ性せいの言こと葉ばに、わたしはなにげなくテレビに目めをむける。

「はあっ!?　……んんんっ！」

　テレビに映うつしされたニュースに、思おもわずわたしはトーストをのどにつまらせそうになって、あわててミルクで流ながしこむ。

『……世せ界かい的てき貿ぼう易えき企き業ぎょうコンクェストが、清きよ瀬せグループの関かん連れん企き業ぎょうの買ばい収しゅうに乗のりだしているという情じょう報ほうが入はいりました。清きよ瀬せグループはこれに対たいし、協きょう力りょく関かん係けいにある花はな里さとグループと共きょう同どうで対たい策さくを行おこなっており、とつぜんの世せ界かい的てき企き業ぎょう同どう士しの買ばい収しゅう劇げきが、どういった方ほう向こうにむかうのか、現げん時じ点てんでは不ふ透とう明めいです』

　清きよ瀬せグループが、買ばい収しゅうされるっ!?

　わたしは、思おもわずイスから立たちあがる。

　清きよ瀬せグループは、理り央お先せん輩ぱいのお父とうさんが社しゃ長ちょうをつとめる、大だい会がい社しゃだ。

　その会かい社しゃを、コンクェストが買ばい収しゅうって……。

「そうか。やつらの狙ねらいは……！」

　リビングにやってきたケイが、テレビの前まえできびしい顔かおになる。

　ケイは徹てつ夜や明あけらしく、午ご前ぜん中ちゅうでもゾンビ状じょう態たいじゃない。

「これから、どうなるの？」

　わたしは、ケイにきく。

「経けい済ざい界かいは、かなり荒あれるだろう。だが、やつらの狙ねらいはそれじゃない」

「狙ねらいって？」

「……。ぼくは、今日きょうは学がっ校こうを休やすむ。調しらべることがある。アスカは学がっ校こうで、清きよ瀬せ先せん輩ぱいの様よう子すを探さぐってきてくれ。清きよ瀬せ先せん輩ぱいは登とう校こうしていないかもしれないが、なにか情じょう報ほうがあればいい。あと東とう条じょう先せん輩ぱいの様よう子すの確かく認にんも」

　ケイは、わたしの質しつ問もんには答こたえずに、指し示じをだしてくる。

　たぶん、ケイの中なかでも、まだ、はっきりしたことを言いえるだけの情じょう報ほうがないんだと思おもう。

　でも、ケイの様よう子すから、重じゅう大だいなことがおきてるのはわかる。

　だって、今いままで、レッドの仕し事ごとがあっても、ケイが学がっ校こうを休やすんだことはほとんどないから。

　それだけ緊きん急きゅう事じ態たいだっていうことだ。

　わたしは手てばやく朝ちょう食しょくの食しょっ器きを片かたづけ、部へ屋やにもどる。

　それにしても、清きよ瀬せグループが買ばい収しゅうなんて……。

　理り央お先せん輩ぱい……。

　心しん配ぱいの気き持もちが、自し然ぜんと学がっ校こうへむかう足あしを速はやくする。

　学がく園えんにつくと、わたしはさっそく、高こう等とう部ぶの校こう舎しゃにむかった。

　高こう等とう部ぶの校こう舎しゃに入はいると、あちらこちらから、清きよ瀬せグループについてのうわさ話ばなしがきこえてくる。

「清きよ瀬せグループに、よく買かってるアパレルメーカーがあるんだけど、どうなるのかな？」

「近ちかくのスーパーがなくなったら、困こまるなぁ」

「清きよ瀬せ先せん輩ぱい、大だい丈じょう夫ぶかな」

「前まえに花はな里さとグループと協きょう力りょくして、スーパーコンピューターを作つくってるってニュース見みたけど、あれもなくなるのかな」

「経けい営えい者しゃが替かわっても、うちらにとっては変かわらないんじゃない？」

「おい、そんな言いい方かたはないだろ。清きよ瀬せ先せん輩ぱいのこと考かんがえてみろよ」

　いろんな意い見けんに、気き持もちがざわつく。

　それだけ、清きよ瀬せグループがいつも身み近ぢかにあって、そして、みんな理り央お先せん輩ぱいのことを知しってる。

　理り央お先せん輩ぱいの３年ねんのフロアに入はいると、わたしは人ひとの間あいだをぬうように進すすみ、教きょう室しつのドアの前まえまでたどりつく。

　教きょう室しつの入いり口ぐちから中なかをのぞきこむと、クラスの先せん輩ぱいたちから、ピリピリとした雰ふん囲い気きが伝つたわってくる。

　不ふ意いに、目めの前まえに女じょ子しの先せん輩ぱいが立たちふさがる。

「あなた、そんな野や次じ馬うまみたいな真似まねして……って、あれ？　あなたアスカじゃない」

　声こえのほうを見みると、以い前ぜんさそわれて、高こう等とう部ぶのバスケ部ぶの練れん習しゅうに参さん加かしたときに顔かお見み知しりになった先せん輩ぱいだ。

　理り央お先せん輩ぱいをたずねてきたときにも、何なん度どか顔かおをあわせてる。

「ごめんねえ、声こえをあららげて。朝あさから、理り央おを見みにくる野や次じ馬うまが多おおくて。クラスのみんな、気きがたってるの」

　バスケ部ぶの先せん輩ぱいが、教おしえてくれる。

　それは、ピリピリしてもしょうがない。

　理り央お先せん輩ぱいは大だい事じなクラスメイトだし、興きょう味み本ほん位いで見みにくる生せい徒とのことも嫌いやだっただろうし。

「それで、理り央お先せん輩ぱいは……？」

　わたしは、教きょう室しつの中なかをそれとなく見みまわすけど、理り央お先せん輩ぱいのすがたはない。

「理り央おなら、今日きょうは登とう校こうしてないよ。さすがに、それどころじゃないんじゃないかな」

「そうですか。ありがとうございます」

　わたしはお礼れいを言いって、すぐに教きょう室しつからはなれる。

　ここで長ながく話はなしていると、先せん輩ぱいたちの迷めい惑わくになっちゃうし。

　やっぱりケイが言いっていたとおり、理り央お先せん輩ぱいは登とう校こうしてないらしい。

　次つぎにわたしは、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつにむかう。

　こちらには野や次じ馬うまはいなかった。校こう舎しゃのはしにあることもあって、ひっそりとしている。

　ドアをノックすると、

「入はいっていいぞ」

　中なかから男だん子し生せい徒との返へん事じがある。

「お、だれかと思おもったら、紅こう月づきか。ひさしぶりだな」

　手て前まえのイスにすわっていた、大だい貴き先せん輩ぱいがわたしを見みて、表ひょう情じょうをゆるめる。

「やあ」

　健けん人と先せん輩ぱいが、読よんでいた本ほんから顔かおを上あげる。

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、理り央お先せん輩ぱいといっしょに、怪かい盗とう部ぶを立たちあげた仲なか間まだ。

　この２人ふたりなら、理り央お先せん輩ぱいのことをなにか知しっているかも……。

「おひさしぶりです。それであの……」

　わたしは、少すこしききづらく思おもいながら、口くちを開ひらく。

「理り央おのことだろ？　こっちにも『しばらく迷めい惑わくをかける』ってメッセージがきたきりだよ」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、わたしの言いいたいことをさっして、答こたえる。

「さすがに今こん回かいは、ぼくらにどうこうできるような規き模ぼの話はなしじゃないからね」

　健けん人と先せん輩ぱいが、肩かたをすくめる。

　たしかに、企き業ぎょうの買ばい収しゅうだなんて、行こう動どう力りょくの塊かたまりみたいな怪かい盗とう部ぶでも、どうにかできる話はなしじゃないよね。

「たぶん理り央おは、親父おやじさんの仕し事ごとを、手て伝つだうんだと思おもう。ここのところ、受じゅ験けん勉べん強きょうもそこそこに、清きよ瀬せグループの経けい営えいについて学まなんでいたみたいだからな」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、教おしえてくれる。

「理り央お先せん輩ぱいのお父とうさんの？」

「ああ。秘ひ書しょの真似まね事ごとのようなことをしてるって言いっていたからね」

　理り央お先せん輩ぱいが社しゃ長ちょう秘ひ書しょを？

　想そう像ぞうがつかないけど、理り央お先せん輩ぱいの能のう力りょくがあれば、なんでもこなせそうだから、不ふ思し議ぎではないかも。

「とりあえず、今いまは、先せん輩ぱいからの連れん絡らくを待まつしかなさそうですね」

「ああ、じれったいがな」

　わたしの言こと葉ばに、大だい貴き先せん輩ぱいが腕うでを組くんで、苦にがい顔かおをする。

　こんなとき、なにもできなくて一いち番ばんくやしいのは、理り央お先せん輩ぱいの仲なか間まである、この２人ふたりだと思おもう。

　わたしは、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいにお礼れいを言いって、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつをあとにする。

　ちょっとだけど、理り央お先せん輩ぱいのことがわかってよかった。

　たしかに理り央お先せん輩ぱいの性せい格かくなら、こんなとき、お父とうさんの助たすけになろうとするのは想そう像ぞうできる。

　……わたしも、自じ分ぶんにできることをやらないと。

　次つぎは秋あき穂ほ先せん輩ぱいのところだ。

　わたしは足あしばやに、高こう等とう部ぶの１年ねん生せいの教きょう室しつにむかった。
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　秋あき穂ほ先せん輩ぱいのクラスの前まえにつく。

　ろう下かは、朝あさの時じ間かんだけあって、ざわめいているけど、理り央お先せん輩ぱいの教きょう室しつの前まえみたいに人ひとだかりができているようなことはないみたい。

「あれ？　アスカちゃんだ。おはよう」

「アスカじゃない。おはよ！」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ろう下かの窓まどぎわで話はなしをしていて、すぐにわたしに気きづく。

「おはようございます。詩し織おり先せん輩ぱいは？」

　わたしは、２人ふたりの近ちかくを見みまわすけど、詩し織おり先せん輩ぱいのすがたは見みあたらない。

「生せい徒と会かいに行いってるよ。今朝けさのニュースもあったから、校こう内ないでの対たい応おうについて話はなし合あいだって。なにせ清きよ瀬せ先せん輩ぱいは有ゆう名めい人じんだからね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが教おしえてくれる。

　中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうだった詩し織おり先せん輩ぱいは、高こう等とう部ぶに上あがってからも、生せい徒と会かいの役やく員いんをしているんだ。

　たのもしい。

　さっそく、理り央お先せん輩ぱいのクラスに野や次じ馬うまが集あつまったりしていたし、これから校こう内ないでおきそうなことを想そう定ていして、対たい策さくを考かんがえておくのかな？

　生せい徒と会かいがいちはやく動うごいてくれるなら、大おおきなさわぎにはならないかも。

　今いまの高こう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうは、理り央お先せん輩ぱいが中ちゅう等とう部ぶのとき、いっしょに生せい徒と会かいをしていた仲なか間まらしいし。

　理り央お先せん輩ぱいのために、しっかり手てを打うってくれるといいな。

「それでアスカは、今日きょうも秋あき穂ほに用よう事じ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがきいてくる。

「はい。ちょっと話はなしがしたくて」

「そっかー。わたしと話はなすことは、特とくにないもんなぁ……」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、いじけたように言いう。

「そ、そんなことないですって！　今こん度ど、演えん技ぎについて相そう談だんさせてください。次つぎの劇げきで……っ」

「はは、わかってるよ、アスカ。冗じょう談だんだよ。いつでも連れん絡らくくれれば、時じ間かんつくるよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ポンッとわたしの頭あたまに手てをおく。

　ううぅ……。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、演えん技ぎがうますぎて、からかってるのか本ほん気きなのか、わからないんですよっ！

「なんだか、仲なかがよくていいなぁ。わたしも部ぶ活かつに入はいってれば、なかよしの後こう輩はいとかができたのかなぁ？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、うらやましそうに、わたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みている。

「今いま、目めの前まえになついてくれるかわいい後こう輩はいがいるだろう。わたしは先さきにいくから、話はなしをすませてきたらいいよ。あんまり授じゅ業ぎょうまで時じ間かんもないから、気きをつけてね」

「あっ、そうですね。でもちょっと外そとにいきませんか？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいにうながされ、わたしは秋あき穂ほ先せん輩ぱいを外そとにさそう。

　わたしと秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、校こう舎しゃの外そとに出でて、人ひと気けのなさそうな体たい育いく館かん近ちかくにいく。

　ここなら上うわばきでもこられるし、運うん動どう部ぶの朝あさ練れんも終おわっていて、人ひと気けもない。

　さすがに、この間あいだみたいにグラウンドまでいっちゃうと、もどってくるのが大たい変へんだしね。

「それでどうしたの？　アスカちゃん」

「あのあと、警けい察さつとか七な音おさんとか、どんな様よう子すだったのかなって」

　わたしは、質しつ問もんする。

　七な音おのことだから、問もん題だいはないだろうけど、どういうことになっているのかは気きになる。

「深ふか沢ざわさんは、すごくよくしてくれてるよ。話はなしもすごくくわしくきいてくれて、それだけでもだいぶ不ふ安あんが減へった感かんじ。年ねん齢れいが同おなじなのに、ちゃんと探たん偵ていさんのたのもしさがあるから、不ふ思し議ぎだよね。警けい察さつの人ひとが、遠とお巻まきに見み守まもってくれるから、安あん心しんして家いえの外そとに出でられるし」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの笑え顔がおは、昨日きのうよりずいぶん明あかるい。

　昨日きのうは学がっ校こうの中なかにいても、緊きん張ちょうは解とけないみたいだったから。

　よかった。

「そうですか。じゃあ、その後ごは、あやしい影かげはないんですよね？」

「うん、大だい丈じょう夫ぶ。ただ……」

「なにかあったんですか？」

　わたしは、身みを乗のりだす。

「ううん。今朝けさ、あらためて深ふか沢ざわさんから連れん絡らくがあって……ほら、前まえに話はなしたコンクェストだっけ？　外がい国こくの企き業ぎょうのＣシーＥイーＯオーの人ひとを、見みたときのことについて、もう一いち度ど、確かく認にんされたの。清きよ瀬せグループの買ばい収しゅうにも関かかわってるみたいだし……わたしのことと、なにか関かん係けいがあるのかな？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、不ふ安あんげな表ひょう情じょうになる。

　まったく関かん係けいがないとは、秋あき穂ほ先せん輩ぱいだって思おもえないよね。

　タイミングがよすぎるし。

「それはわからないですけど……でも、七な音おさんや警けい察さつにまかせておけば大だい丈じょう夫ぶですよ！　七な音おさんはすごく優ゆう秀しゅうですし」

　わたしは、明あかるくはげます。

　怪かい盗とうのわたしが探たん偵ていをほめるっていうのは複ふく雑ざつだけど、七な音おの優ゆう秀しゅうさは、身みをもって知しっているからね。

「そうだよね。でも、深ふか沢ざわさんから『しばらく、そっちは警けい察さつ官かんたちにまかせる』って言いわれたんだよね」

「えっ？」

「なにか、べつにいかなきゃいけないところがあるみたいだったなぁ……」

　七な音おが、どこかに……？

　なにかに、気きづいたのかな？

　それとも、べつの事じ件けんが起おきて、対たい応おう中ちゅうだとか。

　探たん偵ていをしてるんだから、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの事じ件けんだけにかかりきりとは、かぎらないし。

　犯はん罪ざいが、１つずつ入いれ替かわりで起おきてくれるわけでもないよね……。

　そんなことを考かんがえていると、予よ鈴れいのチャイムが鳴なる。

「あっ、そろそろもどらないと。先せん輩ぱい、お時じ間かんありがとうございました」

「こっちこそ、いろいろと気きにかけてくれて、ありがとう」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいと別わかれて、わたしは自じ分ぶんの教きょう室しつにもどる。

　間まに合あわないかと思おもったけど、ホームルーム１分ぷん前まえに、ギリギリ教きょう室しつにすべりこんだ。

「アスカ、カバンはあるのに教きょう室しつにいないから、心しん配ぱいしてたよ」

「なにかあったの？」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、心しん配ぱいしてくれる。

「ううん、そういうんじゃないよ。学がっ校こうにはきてたんだけど、ちょっとあちこち行いってて……」

　わたしがそう言いうと、２人ふたりとも今朝けさのニュースのことを察さっしたのか、深ふかくはきいてこない。

「ケイくん、休やすみなんだね」

　実み咲さきが、ケイの机つくえを見みて言いう。

「う、うん。ちょっと調ちょう子しが悪わるいみたい」

　ウソをつくのは心こころ苦ぐるしいけど、清きよ瀬せグループの買ばい収しゅうについて調しらべてるからなんて、言いえない。

「そっか。はやくよくなるといいね」

「ありがと。たぶん、１日にちあれば元げん気きになると思おもうよ」

　そう答こたえたとき、ちょうど先せん生せいが教きょう室しつのドアから入はいってくる。

　ホームルームが始はじまった。







　　　　13　最さい強きょうの応おう援えん







　放ほう課か後ごになって、わたしは手てばやく教きょう科か書しょやノートを片かたづける。

「それじゃあ、お先さきに！」

　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきに声こえをかけて、教きょう室しつを出でる。

　いちおう、高こう等とう部ぶの理り央お先せん輩ぱいの教きょう室しつによって、やっぱり今日きょうは登とう校こうしていないことを確かく認にんしてから、学がっ校こうを出でた。

　アリー先せん輩ぱいに会あえるかな、とも思おもったけど、今日きょうはすがたを見みなかった。

　そういえば、アリー先せん輩ぱいに、秋あき穂ほ先せん輩ぱいのこと伝つたえておかないと。

　警けい察さつや七な音おが守まもってること、まだ伝つたえてなかったんだよね。

　わたしは家いえにむかいながら、スマホのトークアプリで、アリー先せん輩ぱいに事じ情じょうを説せつ明めいしておく。

　そうしているうちに、家いえにつく。

　手て洗あらいとうがいをすませて、部へ屋やにむかう。

　部へ屋やに入はいると、ケイがパソコンにむかっている。

「ケイ、ずっと調しらべ物ものをしてたの？」

「もうこんな時じ間かんか」

　わたしの声こえに、ケイがふり返かえる。

「もしかして、寝ねてないの？」

「15分ふん睡すい眠みんを、定てい期き的てきにはさんだ。脳のうはこまめに休やすめたほうが、作さ業ぎょう効こう率りつがいい」

「それは寝ねたって、いうのかな……」

　ケイの場ば合あい、ぐっすり寝ねちゃうと、起おきたときゾンビ状じょう態たいになっちゃうから、今いまは眠ねむれないっていうのは、わかるんだけど。

　朝あさとは洋よう服ふくが変かわってるから、着き替がえはしたみたいだし、ずっとパソコンの前まえに、はりついていたわけではなさそうなのは、安あん心しんかな。

　昨日きのうの夜よるからずっとだったら、体からだ壊こわしちゃいそうだし。

「それで学がっ校こうの様よう子すはどうだった？」

　ケイにきかれて、わたしは、学がっ校こうできいた理り央お先せん輩ぱいや秋あき穂ほ先せん輩ぱいの話はなしを伝つたえる。

　理り央お先せん輩ぱいが、お父とうさんの秘ひ書しょのようなことをしているかもしれないことや、七な音おが秋あき穂ほ先せん輩ぱいに「しばらく警けい察さつにまかせる」と話はなしていたことなどに、ケイはわずかに反はん応のうしていた。

　ケイは少すこしの間あいだ、考かんがえこんだあと顔かおを上あげる。

「今いままでの調ちょう査さと、今いまの話はなしとで、コンクェストの買ばい収しゅうの狙ねらいは、だいたいわかった。深ふか沢ざわ七な音おと白しら里さと響ひびきも、それに気きづいて動うごきだしている」

「えっ、どういうこと？」

　急きゅうに進すすんだ話はなしに、わたしは、ついていけずに首くびをかしげる。

「それは今いまから説せつ明めいする。アスカ、ぼくたちも明日あしたと明後日あさっての土ど日にちで動うごく。そのための応おう援えんもたのんでおいた」

「応おう援えん？」

　ケイがだれかに応おう援えんをたのむなんて、めずらしい。

「今こん回かいは、緊きん急きゅう性せいが高たかいとにらんでいる。だから、確かく実じつな人ひとをたのんでおいた」

　確かく実じつな人ひとって……だれだろう？
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　次つぎの日ひ。

　シルバーグレーの乗じょう用よう車しゃの助じょ手しゅ席せきに、わたしは乗のっていた。

　運うん転てん席せきでハンドルをにぎっているのは、美み華か子こさん。

　応おう援えんって、だれかと思おもったけど、美み華か子こさんだったんだ。

　考かんがえてみれば、レッドとして動うごくんだから、応おう援えんはお父とうさんたちか美み華か子こさんにたのむのが、一いち番ばんだよね。

　今いま、わたしたちの乗のる車くるまは、ある車くるまのあとを、つけている。

　すぐうしろにくっついているわけではなく、間あいだに何なん台だいかの車くるまをはさんで、気きづかれないようにしながらだけど。

「……でも、ケイが美み華か子こさんに協きょう力りょくをたのんでいたなんて」

　わたしは、美み華か子こさんを見みる。

　今日きょうの美み華か子こさんは、グレーの丈たけの長ながいシャツに、ジーンズっていう、ラフなかっこうをしている。

「あなたたちのたのみごとなら、どんなことでも断ことわらないけど、今こん回かいはコンクェストのことだっていうし。よけいに動うごかない理り由ゆうはないわよ」

　コンクェストという会かい社しゃ名めいを、最さい初しょにきいたのは美み華か子こさんからだ。

　そのとき、美み華か子こさんは「自じ分ぶんの会かい社しゃとコンクェストとで争あらそっていて、役やく員いんであるニックと因いん縁ねんがある」って話はなしていた。

「それにしても、コンクェストが清きよ瀬せグループを、ね……」

　美み華か子こさんが、数すう台だい前まえにいる尾び行こうしている車くるまに、視し線せんをむける。

　車くるまは高こう級きゅう車しゃで、警けい察さつの護ご衛えい車しゃが、ガードするように前ぜん後ご左さ右ゆうについている。

　その高こう級きゅう車しゃに乗のっているのは、清きよ瀬せグループの社しゃ長ちょうであり、理り央お先せん輩ぱいの父ちち親おや、清きよ瀬せ幸ゆき人とさん。

　そして、車くるまには理り央お先せん輩ぱいも、秘ひ書しょとして乗のっている。

「これだけ警けい備びされてるってことは、当とう然ぜん狙ねらわれる可か能のう性せいには、気きづいてるわけね」

　美み華か子こさんは、むずかしい顔かおになる。

　そう。

　まさか、こんなに厳げん重じゅうな警けい備び態たい勢せいになっているとは、わたしは思おもってもいなかった。

「響ひびきと七な音おが警けい告こくしたからだと思おもいます。ケイが『あの２人ふたりなら気きづく』って言いってたし」

　わたしは、ケイにきいたことを伝つたえる。

「高こう校こう生せい探たん偵ていたちか。頼たよりになるときは、利り用ようさせてもらいましょ」

　美み華か子こさんは、少すこしだけ笑えみをうかべ、車くるまを走はしらせる。

　ずっと同おなじ距きょ離りでついていくと気きづかれるかもしれないから、ときどき距きょ離りをとったりして、ケイのナビに従したがって、さりげなくついていく形かたちをとっている。

　相あい手ては、響ひびきと七な音お、それに警けい察さつだ。

　尾び行こうしていることがわかったら、わたしたちが、あやしまれることもあり得える。

　それなら、到とう着ちゃく地ち点てんに直ちょく接せつむかえばいい気きもしたけど、それだと、途と中ちゅうで狙ねらわれた場ば合あいに対たい応おうできないから、ダメなんだよね。

「美み華か子こさんって、車くるまの運うん転てんもうまいんですね」

　さっきから、ケイの指し示じどおりに、距きょ離りを空あけたり道みちを迂う回かいしたりと、急きゅうな指し示じがあっても、なめらかな走そう行こうがまったく変かわらない。

「そりゃあ、元もと・怪かい盗とうレッドですからね。今いまから、カーチェイスが始はじまったって、大だい丈じょう夫ぶよ」

　美み華か子こさんが、そう言いって笑わらう。

「その可か能のう性せいがあるなら、そういう車くるまを用よう意いしてきたけど。今こん回かいは、尾び行こう用ようの地じ味みな車くるまだしね」

　美み華か子こさんはそう言いうけど、この車くるま、外がい観かんは地じ味みでも、運うん転てん席せきまわりに、見みただけではなにかわからないような機き械かいが、ついてたりするんだけど……？
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「それにしても、清きよ瀬せグループの買ばい収しゅうは、本ほん当とうの目もく的てきじゃないってことよね？」

　美み華か子こさんが、質しつ問もんする。

　たずねている相あい手ては、わたしではなく、通つう信しん越ごしのケイだ。

『それも、狙ねらいの１つではあると思おもいます。タキオンに敵てき対たい的てきな世せ界かい的てき企き業ぎょうを買ばい収しゅうすることで、力ちからをそぐというのにも意い味みがあります』

　ケイが答こたえる。

「でも、タキオンのやり方かたとしては遠とお回まわりね。同おなじように敵てき対たい的てきな花はな里さとグループには、フラワーヴィレッジ城じょうで、あれだけ派は手でなことをやっているんだから」

　それもそうだ。

　フラワーヴィレッジ城じょうでは、花はな里さと家けのトップである、花はな里さと源げん一いち郎ろうさんを狙ねらったわけだし。

『はい。だから本ほん当とうの狙ねらいは、この買ばい収しゅうへの対たい応おうのために表おもてに立たたねばならない清きよ瀬せグループと、花はな里さとグループのトップです』

「どうして、花はな里さとグループもなの？」

　狙ねらわれているのは、清きよ瀬せグループだよね。

『花はな里さとグループと清きよ瀬せグループは、今いまは対たいタキオン対たい策さくで協きょう力りょく関かん係けいにある。清きよ瀬せグループの援えん護ごにまわるために、花はな里さとグループも動うごくだろう』

「外そとを歩あるくことになれば、警けい備びはしにくくなるわね。ビルでも屋や敷しきでも、建たて物ものの中なかにこもっていられれば、守まもりやすいもの」

　美み華か子こさんが言いう。

「つまり、買ばい収しゅうで清きよ瀬せグループの力ちからをそぎつつ、その対たい応おうで外そとに出でてくる、理り央お先せん輩ぱいのお父とうさんを狙ねらうってこと？」

「そういうことになるわね。あいかわらず、やり方かたがきたないやつらよ」

　美み華か子こさんは、きびしい表ひょう情じょうになる。

「花はな里さとグループのほうは大だい丈じょう夫ぶなの？　そっちも狙ねらわれているんでしょ」

　わたしたちがついてるのは、清きよ瀬せグループだけ。

　花はな里さとグループの守まもりは、大だい丈じょう夫ぶなのかな。

『そちらは心しん配ぱいいらないだろう。花はな里さとグループは、会かい長ちょうの源げん一いち郎ろう氏しがフラワーヴィレッジ城じょうの一いっ件けんから、テロ対たい策さくの特とく別べつ警けい備び班はんを作つくったようだ。それに、白しら里さと響ひびきもついている』

　あ、そうか。

「じゃあ、やっぱり清きよ瀬せグループのほうが危あぶないってこと？」

「その裏うらをついて花はな里さとグループを狙ねらう可か能のう性せいもあるし……いくらケイでも断だん言げんはできないわよ、アスカ」

　美み華か子こさんが、釘くぎをさしてくる。

「それもそうだよね……」

　理り央お先せん輩ぱいも、花はな里さと琴こと音ねさんも友ともだちだ。

　どっちも心しん配ぱいだから、どうしても、たしかめたくなっちゃう。

　でも、先せん手てをとっているのは相あい手てだ。そして、今いまは情じょう報ほうがそろってない。

『ターゲットが目もく的てき地ちに到とう着ちゃくしたようだ』

　ケイの声こえのあと、理り央お先せん輩ぱいたちの乗のった車くるまが敷しき地ち内ないに入はいっていく。

　それを見みて、美み華か子こさんが、少すこしはなれたところに、車くるまを止とめた。

「それじゃあ、いってきます」

　わたしは、車くるまを降おりる。

　美み華か子こさんは、車くるまの中なかで待たい機きだ。

「気きをつけて、アスカ。やつらが、どんな手てをつかってくるか、わからないんだから」

　美み華か子こさんの言こと葉ばにうなずいて、わたしはケイの指し示じで歩あるきだした。







　　　　14　清きよ瀬せ親おや子このために







　ついたのは、一いち流りゅうホテルだ。

　高たかさは、50階かいぐらいはありそう。

　車くるま寄よせがあり、大だい理り石せきの柱はしらが立たつ入いり口ぐちには、制せい服ふくを着きたホテルマンが何なん人にんも立たっている。

　見みるからに、高こう級きゅう感かんがただよっている。

「ここ、入はいっても大だい丈じょう夫ぶ？」

　思おもわず、ケイにインカムでたずねる。

　入いり口ぐちで、よび止とめられちゃいそうなんだけど。

『問もん題だいない。ホテルだから、ロビーまではだれでも自じ由ゆうに出で入いりできる』

　ケイに言いわれて、わたしはすました顔かおでホテルの入いり口ぐちにむかう。

「いらっしゃいませ」

　すると、ホテルマンがていねいにお辞じ儀ぎをしてくれる。

　あっさりと中なかに入はいれたことに、ほっとする。

　考かんがえてみたら、ホテルには家か族ぞく連づれの宿しゅく泊はく客きゃくだっているもんね。

　わたしも、そういう１人ひとりに見みられたのかも。

　ホテルの中なかに入はいると、そこは大おおきなホールになっている。

　手て前まえはソファとテーブルがならぶラウンジになっていて、飲のみ物ものがたのめるらしく、家か族ぞく連づれやビジネスマンなど、いろいろな人ひとがくつろいでいる。

　ただ、やっぱりホテル内ないは、少すこしざわついているみたい。

　すでに通とおりすぎたはずの、清きよ瀬せ幸ゆき人とさんたちと、あたりを警けい護ごする警けい察さつ官かんたちを見みて、なにごとかと感かんじるのは当とう然ぜんだよね。

　わたしは、素そ知しらぬ顔かおでラウンジを通とおりすぎ、ホールの奥おくにむかう。

　……いた！

　フロントの近ちかくに、人ひとだかりができていて、そこに事じ前ぜんに写しゃ真しんで見みた、清きよ瀬せ幸ゆき人とさんと、スーツを着きた理り央お先せん輩ぱい、それに複ふく数すうのスーツの警けい察さつ官かんらしきすがたと、……わっ、七な音おのすがたまである！

　どうやら、こっちの警けい備びは七な音おが担たん当とうしているらしい。

「どうして、幸ゆき人とさんはこのホテルにきたのかな？」

　理り央お先せん輩ぱいとは名みょう字じが同おなじなので、わかりやすく幸ゆき人とさんとよぶことにする。

『買ばい収しゅうに対たい抗こうするために、多おおくの株かぶを持もつ人ひとたちと話はなしをするためだろう』

「え～と、つまりどういうこと？」

『味み方かたのままでいるように、説せっ得とくにきているということだ』

　ケイが、わかりやすくまとめてくれる。

　なるほど。

　買ばい収しゅうが成せい立りつするには、コンクェスト側がわにまわる人ひとが多おおくなるっていうことで……それをふせぐために、清きよ瀬せグループに味み方かたしつづけてくれるよう話はなしをするっていうことか。

　なんだか、きくだけで大たい変へんそう。

　幸ゆき人とさんたちが、奥おくのエレベーターのほうにむかう。

　あそこから先さきには、宿しゅく泊はく客きゃくや利り用よう客きゃくでないと進すすめなそうだ。

　宿しゅく泊はく客きゃく以い外がいの立たち入いり禁きん止しの、案あん内ない板ばんも出でてる。

「どうするの？」

『右みぎにスタッフフロアがある。人ひとの注ちゅう目もくが清きよ瀬せ幸ゆき人とにむいているうちに、入はいりこめ』

「りょーかい」

　わたしは目め立だたない動うごきで、右みぎ側がわにある「STAFFスタッフ　ONLYオンリー」と書かかれたプレートのあるドアに、入はいりこむ。

　あたりのほとんどの人ひとが幸ゆき人とさんたちに目めをむけているし、堂どう々どうとふるまっていると、人ひとは意い外がいと不ふ審しんに思おもわないものなんだよね。

　スタッフに見みつかる前まえに、すぐに更こう衣い室しつに入はいる。

　ロッカーが並ならぶ更こう衣い室しつの中なかから、予よ備びの制せい服ふくを見みつけて、手てばやく着き替がえる。

　更こう衣い室しつを出でようとしたとき、先さきに反はん対たい側がわからドアが開あいた。

「おつかれさまです」

　わたしはとっさに声こわ色いろを変かえて、頭あたまを下さげる。

「おつかれさまです」

　入はいってきたスタッフの制せい服ふくの女じょ性せいは、わたしのことを気きにしたふうもなくすれちがって、更こう衣い室しつの奥おくに入はいっていく。

　……ふう。ばれなかったみたい。

　わたしはそのまま、ろう下かに出でる。

『スタッフ専せん用ようのエレベーターにむかえ』

　ケイの指し示じに、わたしは左さ右ゆうをそれとなく見みまわして、エレベーターを探さがす。

　少すこしろう下かを歩あるくと、スタッフ専せん用ようのエレベーターがある。

『清きよ瀬せ幸ゆき人と氏したちは、33階がいでエレベーターをおりた。アスカは１つ上うえの34階かいでおりろ』

「わかった」

　わたしは、スタッフ用ようのエレベーターに乗のりこむと、34階かいのボタンを押おす。

　エレベーターは動うごきだす。

　途と中ちゅうで、何なん人にんかスタッフが乗のったりおりたりしていたけれど、だれもわたしのことを、変へんには思おもわなかったみたい。

　これだけ大おおきなホテルだと、スタッフ同どう士しが全ぜん員いん知しり合あいなんてことは、ないのかも？

　そのまま、34階かいでエレベーターをおりる。

　わたしは、左さ右ゆうを見みまわしたけど、人ひと気けはない。

　１つ下したの階かいは、警けい備びがたくさんいるだろうけど、ここまでは警けい戒かいしてないみたいね。

　わたしは、フロアにあるトイレに入はいると、レッドのコスチュームに着き替がえる。

「よっと！」

　ワイヤーを使つかい、トイレの通つう風ふう孔こうに入はいりこむ。

『そこから下したの階かいにいける』

　ケイに言いわれて、わたしは通つう風ふう孔こうを通とおって、33階がいを目め指ざす。

　３分ぷんほどで、33階がいにつく。

　まだ、幸ゆき人とさんたちが33階がいにきてから、10分ぷんもたっていないはずだ。

『次つぎを右みぎに曲まがれば、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏したちがいる部へ屋やの上うえに出でる』

　ケイのナビにしたがって、通つう風ふう孔こうを進すすんでいくと、下したに人ひとが見みえた。

　あれは……理り央お先せん輩ぱい！

　パンツスーツすがたで、書しょ類るいを持もってソファの横よこで立たっている。

　いつもとは、雰ふん囲い気きが、かなりちがう。

　秘ひ書しょをやっているとはきいてたけど、こうして近ちかくで見みると、とても高こう校こう生せいには見みえないよ。

　ソファにすわっているのは、幸ゆき人とさん。

　むかいのソファにすわっているのは、50代だいぐらいのスーツすがたの男だん性せいだ。

　この人ひとと、話はなし合あいにきたのかな。

「かなり強ごう引いんな手しゅ段だんをつかってくるかもしれません。ですが、買ばい収しゅう対たい応おうに協きょう力りょくをお願ねがいします」

「こちらが、今こん後ごの対たい応おうに関かんする資し料りょうになります」

　理り央お先せん輩ぱいが、タブレット端たん末まつを男だん性せいに見みせている。

「なるほど。対たい策さくは十じゅう分ぶんということですね。──しかし、このまま引ひき下さがるあなたではないでしょう」

　男だん性せいが、幸ゆき人とさんを探さぐるように見みる。

「ええ。場ば合あいによっては反はん撃げきを考かんがえています。そのときも、味み方かたでいてくださると、ありがたく思おもいます」

「それはもちろん。わざわざ、虎とらの尾おは踏ふみませんよ」

「心こころ強づよいかぎりです」

「ええ。これからもよい関かん係けいでいましょう」

　幸ゆき人とさんと男だん性せいが、手てを伸のばしあって、ガッチリと握あく手しゅをかわす。

　２人ふたりとも顔かおでは笑わらっているけど、それだけではないような……。

　でも、話はなしはうまくまとまったのかな？

　男だん性せいはあいさつをすると、立たちあがり、そのまま部へ屋やを出でていく。

　ドアを開あけたとき、ろう下かに警けい察さつ官かんと七な音おのすがたが、わずかに見みえた。

　部へ屋やの中なかには３人にんしかいなかったけど、部へ屋やの外そとは厳げん重じゅうに警けい備びされているみたいね。

　それにしても、理り央お先せん輩ぱいが別べつ人じんみたいで、まだ信しんじられない。

　学がっ校こうで、自じ由ゆう奔ほん放ぽうにふるまっている理り央お先せん輩ぱいしか知しらないから、どうにもイメージがつながらないんだ。

「だいぶ、秘ひ書しょの仕し事ごとにもなれてきたようだな？」

　男だん性せいが出でていったのを見みて、幸ゆき人とさんが理り央お先せん輩ぱいに声こえをかける。

「さすがに緊きん張ちょうして、つかれています」

　理り央お先せん輩ぱいが、かたい表ひょう情じょうで答こたえる。

「無む理りして同どう行こうしなくても、よかったんだぞ」

「こんなことになれば、微び力りょくであっても、ぼ……わたしも社しゃ長ちょうをお助たすけします」

　理り央お先せん輩ぱいが言いう。

「２人ふたりの時ときは、話はなし方かたはくずしていい。人ひと前まえとで切きり替かえられるならな」

　幸ゆき人とさんが、肩かたをすくめる。

「ほんと？　────それなら問もん題だいないよ。はあぁ……この服ふく装そうからして、ぼくには肩かたが凝こる」

　理り央お先せん輩ぱいが、息いきをついて首くびをまわす。

　……へ？

　これならいつもの理り央お先せん輩ぱいだけど……一いっ瞬しゅんで、キャラが変かわった。

　切きり替かえがはやいというか、まるで同おなじ顔かおの別べつ人じんになったみたいだよ！

「我わが娘むすめながら、変かわり身みがはやすぎだろう」

　幸ゆき人とさんも、あきれた様よう子すで、苦く笑しょうしながら理り央お先せん輩ぱいを見みてる。

　だけど、その視し線せんは、さっきまでの緊きん張ちょう感かんとはちがい、娘むすめにむけるやさしさにあふれてる。

　見みた目めから、厳きびしい人ひとっぽいなと思おもってたけど、そうでもないのかもね。
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「さ、予よ定ていは分ふん刻きざみだ。そろそろ次つぎへむかうか」

「はい、社しゃ長ちょう」

　幸ゆき人とさんが立たちあがり、理り央お先せん輩ぱいがうしろにつづく。

　理り央お先せん輩ぱいは、すでに秘ひ書しょの表ひょう情じょうに変かわっている。

　２人ふたりがドアを開あけて、部へ屋やを出でていく。

　わたしは、通つう風ふう孔こうを移い動どうして、ろう下かの上うえに出でる。

　ろう下かで待たい機きしていた七な音おが、幸ゆき人とさんと理り央お先せん輩ぱいの近ちかくに付つきしたがいながら、エレベーターにむかう。

「安あん全ぜんを確かく認にんしますから、少すこしお待まちください」

　七な音おが、幸ゆき人とさんに言いう。

「ああ、よろしくたのむ」

　幸ゆき人とさんが、うなずく。

『アスカ。先さき回まわりして、下したにおりるぞ』

「りょうかいっ！」

　今日きょうは、移い動どうがいそがしい。

　わたしは、いそいで34階かいにもどる。

　スタッフの制せい服ふくに着き替がえなおして、スタッフ用ようのエレベーターに乗のりこんで、１階かいにむかう。

　エレベーターをおり、早はや足あしでスタッフルームから、ロビーに出でる。

　エレベーターの前まえには、制せい服ふくと私し服ふくの警けい察さつ官かんが、待まちかまえている。

　なんとか先さき回まわりできたみたいね。

　わたしは、エレベーターがおりてくるのを待まつ。

「ここではおそってこないつもりかな？」

　わたしは、頭あたまを動うごかさないまま、瞳ひとみだけで、あたりを見みまわす。

　そこにいるのは、私し服ふくと制せい服ふくの警けい察さつ官かんをあわせて、８人にんかな。

　上うえにも同おなじぐらいいたはずだから、16、17人にんは警けい護ごについていることになる。

　この警けい備びのかべを崩くずすとなれば、それなりに人にん数ずうが必ひつ要ようになるよね。

　だけど、そんなあやしい集しゅう団だんは見み当あたらない。

『まだ警けい戒かいはおこたるな。どんな方ほう法ほうをとってくるかも、わからない』

　それもそっか。

　わたしは、エレベーターのまわりに集しゅう中ちゅうする。

　すると、エレベーターの階かい数すう表ひょう示じが、33階がいから動うごきだした。

　幸ゆき人とさんと理り央お先せん輩ぱいだろう。

　そう思おもって、移うつり変かわるエレベーターの表ひょう示じを見みていた、そのとき。

『アスカ、青あおいシャツの男おとこだ！　止とめろ!!』

　ケイの緊きん迫ぱくした声こえに、わたしは反はん射しゃ的てきに見みまわす。

　青あおいシャツ…………いたっ！

　エレベーターから、10メートルほどはなれた場ば所しょに立たって、服ふくの内うち側がわから、なにか黒くろいものを取とりだそうとしてる。

　それがなにかまでは見みえないけど、わたしは走はしりだす。

　まずい！

　頭あたまの中なかで、警けい報ほうが鳴なり響ひびく。

　警けい察さつ官かんたちは、エレベーターに視し線せんをむけていて、青あおいシャツの男おとこの行こう動どうには気きづいてない。

　そのとき、小ちいさな音おとがして、エレベーターが１階かいに到とう着ちゃくした。

　青あおいシャツの男おとこが、黒くろいなにかをふりかぶる。

　だめっ！

　わたしは、ポケットからトウガラシ入いりの球たまを出だすと、０・１秒びょう後ごには指し弾だんを放はなつ。

　間まに合あって────！

　　　パンッ！

　トウガラシ入いりの球たまが、青あおいシャツの男おとこの顔がん面めんに命めい中ちゅうする。だけど、よろめきながらも、男おとこの手ての先さきから黒くろいなにかが離はなれていた。

「危あぶないっ！」

　わたしは、とっさに声こわ色いろを変かえながら、さけぶ。

　警けい察さつ官かんたちが、ようやく異い常じょう事じ態たいに気きづく。

　ちょうどそのとき、エレベーターのドアが開あきはじめた。

　黒くろいなにかは、いきおいが足たりずにエレベーターのほんの少すこし手て前まえの床ゆかに落おちた。

「理り央お！」

　エレベーターの中なかで、幸ゆき人とさんが理り央お先せん輩ぱいをかばって、床ゆかにふせる。

　次つぎの瞬しゅん間かん──

　　　バンッ！

　大おおきな破は裂れつ音おんが響ひびき、あたりに煙けむりがたちこめた。







　　　　15　致ち命めい的てきなミス？







　煙けむりがたちこめるホテルのロビーは、悲ひ鳴めいや怒ど鳴なり声ごえが飛とびかっている。

　青あおいシャツの男おとこは、その場ばで警けい察さつにとり押おさえられている。

　逃にげだそうともせず、おとなしくつかまっている。

　でも……。

　わたしは、エレベーターのほうに目めをむける。

　黒くろい焦こげあとが、床ゆかに見みえる。

　青あおいシャツの男おとこが投なげた黒くろいなにかは、爆ばく弾だんだったんだ……。

　それが、開あきかけたエレベーターのすぐ手て前まえで爆ばく発はつして、爆ばく風ふうがエレベーターの中なかまで届とどいていた。

「父とうさん……父とうさんっっ!!」

　理り央お先せん輩ぱいが、倒たおれた幸ゆき人とさんにむかって、さけんでいる。

　ほかにも、倒たおれているスーツすがたの人ひとが、何なん人にんかいる。

「救きゅう急きゅう車しゃの手て配はいを！　はやく！」

　七な音おがさけび、何なん人にんかがスマホで連れん絡らくをとっている。

　間まに合あわなかった……！

　わたしは、両りょう手てを色いろが変かわるぐらいにぎりしめる。

　幸ゆき人とさんのケガの様よう子すは、この場ば所しょからはわからない。

　だけど、あの爆ばく風ふうだと、かるいケガていどでは、すまなかったはず。

「下さがって！　道みちを空あけてください！」

　救きゅう急きゅう隊たい員いんが、ストレッチャーを持もって走はしってくる。

　エレベーターの外そとに出だされた幸ゆき人とさんをストレッチャーにのせて、運はこんでいく。

　まわりに、理り央お先せん輩ぱいや七な音お、それにけわしい顔かおの警けい察さつがついている。

　爆ばく発はつさわぎに人ひとが集あつまってきていて、制せい服ふくすがたの警けい察さつ官かんがそれを押おしとどめてる。

『アスカ──引ひきあげだ』

　ケイの声こえが、インカムからきこえてくる。

「…………わかった」

　わたしはくちびるをかみしめて、美み華か子こさんの車くるまにもどることにした。
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「おかえりなさい。……どうやら、悪わるいことがあったみたいね」

　わたしが車くるまに乗のりこむと、美み華か子こさんがむずかしい顔かおで声こえをかけてくる。

『爆ばく弾だんによる襲しゅう撃げきでした。最さい悪あくの事じ態たいはさけられましたが、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しがケガを負おったようです』

　ケイが説せつ明めいする。

「……わたしがもう少すこし、はやく動うごけていれば……」

『ちがう。おれが気きづくのがおくれたせいだ』

　インカムからケイが否ひ定ていしてくる。

「だけど！　ケイはあやしいやつを見みつけてたんだよ！　わたしがあと一いっ瞬しゅん早はやく対たい応おうできていれば……っ」

　あの一いっ瞬しゅん、もっと気きを張はりつめていればと、後こう悔かいの気き持もちがわきあがってくる。

「ストップ！　今いまはここで反はん省せい会かいをしてる場ば合あいじゃないでしょ。次つぎにどう動うごくか、よ」

　美み華か子こさんが、わたしを見みて言いう。

　そうだ。

　これで事じ件けんが終おわったわけじゃない。

　タキオンの目もく的てきが、幸ゆき人とさんをおそうことだけとは、かぎらない。

　それに、幸ゆき人とさんがどうなったのかも心しん配ぱいだ。

　最さい悪あくの事じ態たいはさけられた、とケイは言いっていたけど、爆ばく発はつがあったのはたしか。

　ロビーでは、理り央お先せん輩ぱいは無ぶ事じのように見みえた。

　でも、もしかしたら幸ゆき人とさんのケガは、命いのちにかかわるかも……。

　そう考かんがえて、ふるえそうになる手てを、ギュッとにぎりしめる。

『幸ゆき人と氏しが運はこばれた病びょう院いんにむかう。場ば所しょの見けん当とうはついてる。……アスカなら、清きよ瀬せ先せん輩ぱいの知しり合あいとして、会あえるだろう』

「で、でも……どんな顔かおをして会あえばいいのか……」

　わたしは今いま、理り央お先せん輩ぱいと会あって、なにを話はなせばいいのか、まったく想そう像ぞうがつかない。

　たとえ、理り央お先せん輩ぱいが知しらなかったとしても、わたしは幸ゆき人とさんが狙ねらわれていると知しっていたし、守まもろうと思おもって近ちかくにいたのに、守まもり切きれなかったんだ……。

　理り央お先せん輩ぱいの悲かなしむ顔かおは、見みたくない……。

　──わたしやケイが、お母かあさんを亡なくしたときみたいな顔かおは、してほしくないよ……！

「特とく別べつなことはしなくていいの。アスカの思おもうままに接せっすればいいのよ。側そばにいるだけで救すくわれる、ってこともあるんだから」

　美み華か子こさんが、優やさしい声こわ音ねで語かたりかけてくる。

「……わかりました」

　わたしはうなずく。

　とにかく、いってみるしかない。

　自じ分ぶんの目めで、ちゃんと確かく認にんをしなくちゃ。

　美み華か子こさんは、そんなわたしに目めくばせをしてから、車くるまを発はっ進しんさせた。







　　　　16　うちのめされた２人ふたり







　ケイのナビで、幸ゆき人とさんが運はこばれたらしい病びょう院いんには15分ふんほどでついた。

「私わたしもいかなくて、大だい丈じょう夫ぶ？」

　美み華か子こさんが、車くるまをおりるわたしに、きいてくる。

「……大だい丈じょう夫ぶです。それに、わたし１人ひとりのほうが、きっと話はなしが通つうじやすいと思おもうし」

「なにかあったら、連れん絡らくしてね」

　美み華か子こさんにうなずき、わたしは車くるまからはなれて、病びょう院いんの入いり口ぐちにむかう。

　病びょう院いんの入いり口ぐちに入はいろうとしたけど、今日きょうは外がい来らいは終おわりらしく、ドアが閉しまっている。

　裏うら手てのほうにまわると、べつの小ちいさめの入いり口ぐちがあって、警けい察さつ官かんが立たっている。

　警けい察さつ官かんがいるっていうことは、やっぱり幸ゆき人とさんは、ここに運はこばれたと考かんがえてよさそう。

　わたしがそちらへ近ちかづいていくと、

「止とまってください。ご用よう件けんは？」

　警けい察さつ官かんが、けわしい顔かおでわたしを見みる。

　それもそのはずだ。

　幸ゆき人とさんがおそわれたのだから、運はこばれた病びょう院いんへの出で入いりも警けい戒かいしているに決きまってる。

　そのために、警けい察さつ官かんが入いり口ぐちに立たっているんだろうし。

　どうしよう？

「幸ゆき人とさんの娘むすめの知しり合あい」というのでは、説せっ得とくするには、少すこし関かん係けいが遠とおい気きがする。

　でも、はやく説せつ明めいしないと、だんだん警けい察さつ官かんの視し線せんがきつくなってきている気きがするし……。

　わたしが迷まよっていると、

「入いれてあげて。その子こは、清きよ瀬せ理り央おさんとあたしの友ゆう人じんよ」

　病びょう院いんの中なかから声こえがきこえる。

　この声こえは……。

「七な音おさん！」

　七な音おが、入いり口ぐちにむかって歩あるいてくる。

　それを見みて、警けい察さつ官かんが無む言ごんで身みを引ひいてくれた。

「とりあえず、入はいって」

　わたしは、七な音おに言いわれて、病びょう院いんの中なかに入はいる。

「どうして、ここがわかったの？」

　七な音おがきいてくる。

「じ、じつは、あの現げん場ばの近ちかくにいて……。理り央お先せん輩ぱいが巻まきこまれたらしいって話はなしだったから、心しん配ぱいで……調しらべたんです。あそこから大おおきな病びょう院いんっていうと、ここだから」

　ケイに、用よう意いしておいてもらった理り由ゆうを、説せつ明めいする。

「あの現げん場ば」といえば、七な音おもすぐに察さっしてくれるはずだ。

「なるほど。ぐうぜん近ちかくにいたのね。ともかく案あん内ないするわ」

　七な音おに案あん内ないされて、病びょう院いんの中なかを歩あるく。

　時じ間かん帯たいのせいなのか、通とおっている場ば所しょの出で入いりが限げん定ていされているのか、病びょう院いん内ないはひっそりとしている。

　看かん護ご師しさんや、お医い者しゃさんらしき人ひとも、たまに見みかけるけれど、みんな早はや足あしでいそがしそうにしている。

　それに、通つう路ろの途と中ちゅうに、刑けい事じらしき人ひとが立たっている場ば所しょがいくつかある。

　どうやら、中なかも厳げん重じゅうに警けい備びをして目めを光ひからせているらしい。

「理り央おさんは無ぶ事じよ」

　七な音おが、歩あるきながらぽつりと言いった。

「そうですか……」

　わたしは、ほっとする。

　あの現げん場ばで見みていたから、無ぶ事じだとは思おもったけれど、どこかケガをしてる可か能のう性せいもあったし。

「ただ、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しは、理り央おさんをかばって重じゅう傷しょう。命いのちに別べつ状じょうはないわ」

　わたしは、大おおきく息いきをはく。

　命いのちにかかわらなくてよかった。

　だけど、理り央お先せん輩ぱいの気き持もちを考かんがえたら、「よかった」と口くちにする気きにはならなかった。

「これはアスカには関かん係けいないことだけど、警けい護ごにあたっていた警けい察さつ官かん２名めいが重じゅう傷しょう、４名めいが軽けい傷しょう。奇き跡せき的てきに、亡なくなった人ひとはいなかったわ」

「そうなんですね……」

　あのとき、理り央お先せん輩ぱいや、幸ゆき人とさんのことに注ちゅう目もくしていたけど、ほかにも警けい察さつ官かんらしき人ひとたちが、倒たおれこんでいるのは見みえてた。

　幸ゆき人とさんと理り央お先せん輩ぱいの近ちかくを守まもってたんだから、ケガをしないわけがないよね。

「爆ばく発はつする直ちょく前ぜん、危き険けんを知しらせる女じょ性せいの声こえがきこえたそうよ。それで一いっ瞬しゅんはやく身みを守まもれた。お医い者しゃさんの話はなしだと、それがよかったかもしれないって」

　その声こえって、わたしだよね？

　あのときは、とっさに、声こえをあげるしか、ほかにできることがなかった。

　それで少すこしでも助たすかった人ひとがいるなら、不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいといえるのかも。

「それと、犯はん人にんの位い置ちからなら、十じゅう分ぶんエレベーター内ないに爆ばく弾だんを投なげこめたはずなのに、手て前まえで落おちたのも幸さいわいしたわ。犯はん人にんの顔がん面めんにトウガラシエキスらしきものがついていたらしいし……もしかしたら、その女性が犯人を妨害したのかもしれない」

　　　ドキッ

　心しん臓ぞうが跳はねあがる。

　あれから、まだ少すこししか経たっていないのに、もうそこまで捜そう査さが進すすんでいるなんて。

　やっぱり、七な音おはあなどれない。

「もし、本ほん当とうにそうなら…………その女じょ性せいに、お礼れいを言いわないといけないわね。本ほん当とうなら、あたしがそれを、しなければいけなかったんだから」

　七な音おを見みると、ギュッとくちびるを、かみしめている。

　警けい護ごに当あたっていた七な音おは、守まもれなかったことに責せき任にんを感かんじているんだ。

　でも、いくら七な音おでも、いつどこから襲しゅう撃げきがくるかなんて、わかるわけがない。

　範はん囲いが広ひろすぎる。

　それがわかっていても、七な音おはくやしいんだと思おもう。

　……いまのわたしといっしょで。

　ろう下かを進すすむと、ソファに腰こしかけた理り央お先せん輩ぱいのすがたがある。

　両りょう手てを組くんで、うつむきかげんで、祈いのるようにすわっている。

　声こえをかけるのをためらったが、それじゃあここにきた意い味みがない。

「理り央お先せん輩ぱい」

　わたしは、おそるおそる声こえをかける。

「アス……カ……？」

　理り央お先せん輩ぱいがかすれた声こえで言いって、顔かおを上あげる。

　おどろいた表ひょう情じょうをしてる。

「どうしてここに？」

「たまたま、あの現げん場ばの近ちかくにいて……それで心しん配ぱいになって……」

「そっか。ありがとう。心しん配ぱいをかけたね。ぼくはこの通とおり無ぶ事じだよ」

　理り央お先せん輩ぱいは立たちあがって、体からだを動うごかして笑わらってみせる。

　だけど、その笑えみが痛いた々いたしい。

「七な音おさんから、お父とうさんの容よう態だいをききました」

「ああ……そうか。父とうさんは爆ばく発はつする直ちょく前ぜんにね、ぼくにおおいかぶさって、かばってくれたんだ。爆ばく発はつがおさまって、「大だい丈じょう夫ぶか？」ってぼくの無ぶ事じを確かく認にんして、「うん」とぼくが答こたえてから、意い識しきを失うしなった……」

　理り央お先せん輩ぱいは、いつもの元げん気きな調ちょう子しはなく、とつとつと語かたる。

「医い師しの説せつ明めいでは、父とうさんの療りょう養ようは長ながくなるかもしれないが、いずれ元げん気きになるって。そうは思おもっても、まだ意い識しきはもどらないんだ。……不ふ安あんがおさまらなくってね。我われながら情なさけないよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、首くびを横よこにふる。

「そんなことないです！　理り央お先せん輩ぱいのお父とうさんなんだから。心しん配ぱいして当とう然ぜんです」

　わたしは言いってから、病びょう院いんで大おおきな声こえを出だしすぎたと、あわてて口くちをつぐむ。

「アスカ……。そうだね。ありがとう」

　理り央お先せん輩ぱいの声こわ音ねは、元げん気きがない。

　沈ちん黙もくが落おちる。

　遠とおくのろう下かを歩あるく足あし音おとがきこえるぐらい、このあたりは静しずかだ。

　いつもの理り央お先せん輩ぱいなら、沈ちん黙もくをうめるように、話はなしかけてきたと思おもう。

　だけど、今いまはそんな様よう子すは少すこしもない。

　ただ、両りょう手てをにぎりしめて、うつむいてる。
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　こんな理り央お先せん輩ぱいを見みるのは初はじめてで、かける言こと葉ばがみつからない。

　それでもなにか言いわなくちゃ。

　そう思おもったとき、

「「理り央お！」」

　声こえがきこえてふり返かえる。

　そこには、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、息いきをはずませてろう下かを歩あるいてきていた。

「大だい貴きに健けん人とまで。どうして……」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしのとき以い上じょうに、おどろいた顔かおをしてる。

「彼かの女じょに連れん絡らくをもらったんだ」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、七な音おをしめす。

「怪かい盗とう部ぶのことはきいていたから。こういうとき、友ともだちが身み近ぢかにいると心こころ強づよいものでしょ」

　七な音おが、理り央お先せん輩ぱいに優やさしくほほえみかける。

「アスカもきていたんだな」

　健けん人と先せん輩ぱいがわたしを見みて、びっくりしている。

「たまたま、現げん場ばの近ちかくにいたので」

「そうか、理り央おについててくれてありがとうな。あとは俺おれたちにまかせてだいじょうぶだよ」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、大おおきくうなずく。

「で、でも……」

「こんなことを言いうと怒おこられそうだが、紅こう月づきもひどい顔かおをしてるよ」

「現げん場ばの近ちかくにいたなら、きみもショックも受うけてるだろう。休やすんだほうがいい」

　健けん人と先せん輩ぱいも、口くちをそろえる。

　自じ分ぶんでは、そんなつもりはなかったんだけど、そんな顔かおをしてるんだろうか。

「そうね。なにも知しらないよりはいいと思おもって、ここまで連つれてきたけど……帰かえって休やすんだほうがいいわ、アスカ。そういう顔かおをしてる」

　七な音おにまで、言いわれてしまう。

　自じ覚かくはなかったけれど、体からだも重おもい気きがするし、休やすんだほうがいいのかも。

「お言こと葉ばに甘あまえて、そうします」

　わたしは、うなずく。

「警けい察さつに送おくるように手て配はいしようか？」

「大だい丈じょう夫ぶです。知しり合あいの車くるまで近ちかくまできているので」

「そう。じゃあ気きをつけて帰かえってね」

「はい。失しつ礼れいします」

　わたしはあいさつして、病びょう院いんの外そとに出でる。

　美み華か子こさんは、病びょう院いんの駐ちゅう車しゃ場じょうで待まっていてくれた。

「どうだった？」

「幸ゆき人とさんは重じゅう傷しょうだけど、命いのちに別べつ状じょうはないそうです。ほかに、ケガをした警けい察さつの人ひとたちも」

　美み華か子こさんの質しつ問もんに、わたしは答こたえる。

「そう。……今いまはとりあえず、帰かえりましょうか。アスカは、休やすむ必ひつ要ようがありそうだから」

　美み華か子こさんがそう言いって、車くるまを発はっ進しんさせる。

　わたしはしばらく窓まどの外そとを見みていたけれど、だんだんと眠ねむ気けにおそわれて、いつの間まにか眠ねむっていた。
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　……あれ？

　わたしは、うすく目めを開あける。

　目めの前まえには、見みなれた自じ分ぶんの部へ屋やの天てん井じょうがある。

　ここ……わたしのベッド？

　たしか、美み華か子こさんの車くるまに乗のっていて……。

　そこからあとの記き憶おくがない。

「起おきたか、アスカ。美み華か子こが、車くるまからベッドまで運はこんでくれたんだよ」

　お父とうさんが、部へ屋やのドアの前まえに立たっている。

「お父とうさん……。そっか、美み華か子こさんが」

　あんなに深ふかく眠ねむってしまうなんて、自じ分ぶんでも、思おもった以い上じょうにショックを受うけていたらしい。

　今いままでだって、レッドの仕し事ごとでいろいろなものを見みてきた。

　それでも、こんなにダメージを受うけたことは、なかった気きがする。

　なにがちがうのかな……と考かんがえたけど。

　一いち番ばんは自じ分ぶんの無む力りょくさを感かんじたことが、大おおきいのかもしれない。

　目めの前まえで、幸ゆき人とさんたちに大おおケガを負おわせることを、ゆるしてしまった。

　自じ分ぶんの手ての届とどかないことや、届とどきようがないことなら、まだ割わり切きれる。

　でも、今こん回かいは自じ分ぶんの目めの前まえで、起おきたことだから……。

　それも、眠ねむって休やすんだら、だいぶ整せい理りできた気きがする。

「……そうだ、ケイは？」

　わたしは、いつもいるパソコンの前まえを見みたけど、ケイのすがたがない。

「眠ねむっているアスカに気きをつかって、リビングで作さ業ぎょうしてるよ」

　お父とうさんが、教おしえてくれる。

「そっか。ありがと」

　わたしはベッドをおりると、洗せん面めん所じょで顔かおを洗あらってから、リビングにむかう。

　うん。体からだはかるい。

　本ほん調ちょう子しにもどったみたい。

　リビングには、美み華か子こさんのすがたはなく、もう帰かえったらしい。

　直ちょく接せつ、お礼れいを言いいたかったけど、あとで、メッセージを入いれておこう。

「……アスカ。平へい気きか？」

　リビングで、ノートパソコンにむかって作さ業ぎょうしていたケイが、めずらしく顔かおを上あげてきいてくる。

　この数すう時じ間かんで、いろんな人ひとに心しん配ぱいをかけている気きがするよ。

「うん、大だい丈じょう夫ぶだよ。心しん配ぱいかけてごめん」

「問もん題だいないならいい」

　ケイはそっけなく言いうと、また作さ業ぎょうにもどる。

「それで、……わたしたち、これからどう動うごくの？」

　わたしはケイにきく。

　幸ゆき人とさんたちを、おそった犯はん人にんはつかまってたけど、それで終おわりってわけはないよね。

　ケイは、なぜかおどろいたような顔かおをして、わたしを見みる。

　それから、なにかを言いいかけてやめて、切きりかえた表ひょう情じょうで話はなしだす。

「──アスカが眠ねむっていた間あいだの状じょう況きょうを整せい理りする。コンクェストによる清きよ瀬せグループの買ばい収しゅう、それにともなって、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しが各かく地ちを動うごきまわって、敵てきにとって襲しゅう撃げきしやすい状じょう態たいになる。そこにまんまと爆ばく弾だんによる襲しゅう撃げきがおき、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しがケガを負おった。現げん在ざいのところ、花はな里さとグループ側がわには襲しゅう撃げきはなく、花はな里さと源げん一いち郎ろう氏しや孫まごの琴こと音ね氏しは、今いまは屋や敷しきで厳げん重じゅうな警けい備びに守まもられている。花はな里さとグループのほうは、問もん題だいない」

　琴こと音ねさんたちは、無ぶ事じだときいて、ほっとする。

「前まえにきいた話はなしだと、幸ゆき人とさんをおそうために買ばい収しゅうをしかけたわけだから、コンクェストは目もく的てきをはたしたことになるの？　それとも命いのちは助たすかったから、まだ危あぶないの？」

　ケイの推すい理りで、そこまではきいてる。

「だと考かんがえたが、どうもおかしい」

「おかしい？」

　わたしは、首くびをかしげる。

「マシュー・キートンのすがたが見みえない。すがたを隠かくし、東とう条じょう先せん輩ぱいをおそわせてまで、マシュー・キートンが隠かくそうとしたものの正しょう体たいが、わからない」

「だからそれは、この買ばい収しゅうと襲しゅう撃げきのことだったんじゃ……」

「それなら、東とう条じょう先せん輩ぱいまでおそう必ひつ要ようはない。買ばい収しゅうというのは表おもてだって行おこなうことだし、女じょ子し高こう生せい１人ひとりをおそわせてまで、隠かくすことじゃない。襲しゅう撃げきの前まえに、わざわざよけいな事じ件けんを起おこしていることにすらなる」

「じゃあ、まだ別べつに目もく的てきがあるっていうこと？」

「そうにらんでいる。だが、まだ情じょう報ほうが足たりてない。ピースが１つ欠かけている気きがする」

　ケイは、むずかしい顔かおをする。

「それでアスカに、たのみたいことがある」

「秋あき穂ほ先せん輩ぱいに、もう一いち度ど話はなしをきいてみること、でしょ？」

　わたしが言いうと、ケイはうなずく。

「わたしが、今いまできそうなことって、それかなって」

「動どう物ぶつ的てきな勘かんか。アスカらしいな」

「ああもう！　また人ひとのこと動どう物ぶつって言いう！」

　わたしは怒おこった顔かおをするけど、ケイはぴくりとも表ひょう情じょうを変かえない。

　この鉄てつ仮か面めんめ……。

「この事じ件けんを引ひき起おこしてるやつらにとって、一いち番ばんの予よ想そう外がいは東とう条じょう先せん輩ぱいの存そん在ざいだ。なぜ、おそったのかの謎なぞがわかれば、突とっ破ぱ口こうになる」

「わかったよ。話はなしをきいてくる」

　もう何なん度ども話はなしをきいているし、新あたらしい情じょう報ほうは得えられないかもしれないけど。

　それでも、突とっ破ぱ口こうがそこにしかないなら、何なん度どだって動うごくしかないよね！

「可か能のう性せいは高たかくないが、たのむ。こちらもまた襲しゅう撃げきがないか監かん視ししつつ、情じょう報ほうを集あつめる」

「わかった。いってくるね」

　わたしは返へん事じをすると、すぐに出でかけるしたくをととのえる。

「いってきます！」

　わたしは声こえをかけて、家いえを出でた。
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　外そとに飛とびだしてから、気きがついた。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいに、これから家いえにいっても大だい丈じょう夫ぶかどうか、確かく認にんをとるのを忘わすれてた。

『大だい丈じょう夫ぶだよ。待まってるね』

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいからトークアプリに返へん事じがあって、わたしはそのままむかうことにする。

　大おお通どおりに出でて、駅えき前まえの近ちかくを通とおりかかったとき、わたしは足あしを止とめる。

　道みちの反はん対たい側がわを、アリー先せん輩ぱいが歩あるいているのを見みかけたから。

「アリーせん……」

　声こえをかけようと思おもったけど、その直ちょく前ぜん、アリー先せん輩ぱいが１人ひとりじゃないことに気きづいて、やめる。

　先せん輩ぱいのとなりに、知しらない背せの高たかい女じょ性せいが歩あるいていた。

　黒くろ髪かみのロングヘアで、モデルのような美び人じんさんだ。

　だれだろう？

　２人ふたりでなにかを話はなしながら、歩あるいている。

　親したしげ、というのともちがう気きがするけど……なんとなく雰ふん囲い気きから、近ちかしい関かん係けいっぽい。

　そんなことを考かんがえているうちに、人ひと混ごみの中なかにアリー先せん輩ぱいたちのすがたが、見みえなくなる。

「あっ……声こえをかけそびれちゃった」

　でも、知しり合あいとお出でかけ中ちゅうなら、邪じゃ魔ましちゃ悪わるいしね。

　声こえをかけないで、よかったのかも。

　そう思おもいなおして、わたしは、また歩あるきだす。

　10分ぷんほどで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえの近ちかくまでくる。

　ん～……。

　１人ひとり……ううん、２人ふたりかな。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえの近ちかく、見みえにくい場ば所しょに、私し服ふくの刑けい事じらしい人ひとがいる。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの警けい備びを担たん当とうしてる、刑けい事じの人ひとたちかな。

　一いっ般ぱん人じんなら、気きづかないくらい、上じょう手ずに気け配はいを消けしてる。

　わたしは、その刑けい事じたちには気きづかなかったふりで、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえの玄げん関かんの前まえに立たつ。

　チャイムを鳴ならすと、インターホンに秋あき穂ほ先せん輩ぱいが出でた。

『アスカちゃん。ちょっと待まっててね。今いま開あけるから』

　少すこし待まっていると、玄げん関かんのドアが、ガチャッと開あく。

「あき……」

「ワンッ！」

　そのとたん、ドアのすき間まから子こ犬いぬが飛とびしてきて、わたしの足あしにじゃれついてくる。

　茶ちゃ色いろい毛け並なみの、かわいらしくて、元げん気きなワンコ。

　動どう画がの中なかで、たくさんしっぽを振ふっていた、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの飼かい犬いぬだ。

「稲いな穂ほ！　お客きゃくさんに飛とびついたらダメでしょっ」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、おくれて出でてくる。

　……稲いな穂ほ？

　ワンコは、しかられて、シュンとして秋あき穂ほ先せん輩ぱいの足あしもとにもどっていく。

　かわいそうな気きもするけど、これもしつけだからしかたがないよね。

「アスカちゃん、いらっしゃい。それから、ごめんね。うちの子こが」

「おじゃまします。こちらこそ、急きゅうにすみません」

　おたがいにあやまってから、顔かおを見み合あわせて笑わらう。

「いいよ、べつに。家いえから出でずにヒマしていたから」

「あれから、なにもないですか？」

　わたしは、確かく認にんのためにきく。

「ないよ。警けい察さつの人ひとがきてくれるようになってから、ぜんぜん。かえって、申もうしわけないぐらい。今いまも、外そとで見み守まもっててくれてるはずだし」

「そうなんですね。でも、安あん心しんしました。なにもなくて」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいも、家いえにいるかぎり、おびえずにすんでるみたいだし。

「さ、中なかに入はいって。お母かあさんも買かい物ものに出でかけてて、今いまはだれもいないから」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが言いって、リビングに案あん内ないしてくれる。

「清きよ瀬せ先せん輩ぱいのお父とうさん、大たい変へんなことになったね」

　ろう下かを歩あるきながら、秋あき穂ほ先せん輩ぱいが言いう。

「はい……」

　当とう然ぜん、あれだけのことが起おきたので、ニュースになっている。

　テレビやネットなどは、大おおさわぎ。

　いろんな根ねも葉はもないウワサまで、飛とびかってるみたい。

「わたしを守まもってくれてる刑けい事じさんも、本ほん当とうはそっちにいかなきゃいけなかったのかな……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、申もうしわけなさそうにする。

「先せん輩ぱいは、気きにしないでいいんですよ。警けい察さつの人ひとが、そう決きめたんですから」

「うん……深ふか沢ざわさんも、警けい察さつの人ひとがこれだけしっかりついててくれるのは、それだけ危あぶないって判はん断だんしたからって、言いってくれたけど……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、安あん心しんだけでなく、居い心地ごこちの悪わるさを感かんじているのかも。

　警けい察さつの人ひとに守まもられるなんて、ふつうの人ひとは経けい験けんしないことだし、安あん心しんはできるけど申もうしわけなさを感かんじちゃうのかもね。

「ワン！」

　リビングに入はいると、ワンコが秋あき穂ほ先せん輩ぱいから、またアスカのほうにじゃれついてくる。

「それにしてもかわいいですね、動どう画がの子こですよね？　この前まえきたときは、いなかったですけど」

　ちょうどよかったので、話わ題だいを変かえる。

「うん！　先さきにきいておけばよかったけど、犬いぬは大だい丈じょう夫ぶだった？　苦にが手てなら、はなしておくけど。前まえのときは、刑けい事じさんとかもいたから、べつの部へ屋やに移い動どうさせてあったの」

「大だい丈じょう夫ぶです！　ミックス犬けんでしたっけ？　初はじめて見みましたけど、柴しば犬いぬっぽいのに小ちいさいんですね、かわいい！」

「チワワが入はいってるからだと思おもうよ。元げん気きがよくて、人ひと懐なつっこいんだ」

「本ほん当とうに人にん間げんが大だい好すきなんですね。これなら、話はなしにきいていたみたいに、人ひとのところに走はしっていっちゃうのもわかるかも」

　頭あたまをなでてあげると、ワンコは気き持もちよさそうに目めをつぶってる。

「でも、外そとでは知しらない人ひとに、勝かっ手てに近ちかづいたりしないんだよ。知しり合あいの人ひととか、わたしが親したしそうにしてると、近ちかづいちゃうけどね。ふふ。稲いな穂ほ、こっちおいで」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが声こえをかけると、ワンコがすぐにかけよる。

「さっきもよんでましたけど、稲いな穂ほっていうのが、そのワンコの名な前まえですか？」

「あれ、初はじめて教おしえるっけ？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは首くびをかしげる。

「はい。初はじめてきいたと思おもいます」

　話はなしに出でてきたら、覚おぼえていると思おもう。

「わたしの名な前まえと、おそろいっぽい名な前まえにしたくって。あと、見みた目めもね」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、そう言いって笑わらう。

「稲いな穂ほかぁ。たしかに、毛け色いろがそんな感かんじがしますね」

　明あかるい茶ちゃ色いろの毛け色いろが、稲いねの穂ほみたいに見みえなくもない。

　稲いな穂ほは、キョロっとこっちを見みると、またじゃれついてくる。

「この子こ、名な前まえをよばれるとうれしいらしくて、すぐに寄よっていっちゃうの。だから、アスカちゃんに説せつ明めいした時ときも、無む意い識しきに名な前まえを出ださないようにしてたかも」

「なるほど。……あれ？　っていうことは、稲いな穂ほがダッシュして、マシュー・キートンさんに走はしっていったのも、名な前まえをよばれたからだったんでしょうか？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの話はなしだと、稲いな穂ほが急きゅうに走はしりだしたってことだったよね。

　それがなければ、秋あき穂ほ先せん輩ぱいはマシューと顔かおを合あわせることも、なかったはずだ。

「う～ん……でも、日にち常じょう会かい話わで『稲いな穂ほ』って、なかなか使つかわないでしょ。だから、それまで稲いな穂ほが外そとで関かん係けいない人ひとにかけよったことって、一いち度どもなかったし。しかも外がい国こくの人ひとだし……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、思し案あんげな顔かおをする。

「それもそうですね。なにか好すきな匂においとか、したのかな」

　稲いな穂ほなんて、たしかにあまり日にち常じょうでは使つかわないか。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいがおそわれたのは、マシュー・キートンと顔かおを合あわせたせい。

　たぶん、それはまちがいないって、とケイも考かんがえてるはず。

「マシューさんのところに、稲いな穂ほが走はしっていったときのこと、もう一いち度どくわしく教おしえてもらえますか？」

　わたしは、あらためてたずねる。

「前まえに話はなしたとおりだよ？　散さん歩ぽ中ちゅうに、とつぜん稲いな穂ほが走はしりだして、リードが外はずれちゃったの。それであわてて追おいかけていったら、そこにいたのがマシュー・キートンさん。わたしがあやまったら、気きさくにゆるしてくれたんだけど」

「そのときのマシューさんと、どんな会かい話わをしましたか？」

「え～とね。『ごめんなさい』ってあやまったら『君きみの飼かい犬いぬかい。かわいいね』とやさしく笑わらってくれて。日に本ほん語ごが上じょう手ずなんでびっくりしちゃった。『稲いな穂ほ、勝かっ手てに行いっちゃダメでしょ』ってしかって、抱だきあげてもう一いち度どあやまってから、すぐにその場ばをはなれたよ。だから、会かい話わらしい会かい話わはしてないかな……」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが、思おもいだしながら答こたえてくれる。

　それだけきくと、やっぱり、関かかわりあいというほどじゃない。

　それから、秋あき穂ほ先せん輩ぱいに、ほかにも話はなしをきいたけど、とくに新あたらしい話はなしは出でてこなかった。

　無ぶ事じも確かく認にんできたから、１時じ間かんほど話はなして、帰かえることにした。

「急きゅうにきたのに、話はなしをきかせてもらって、ありがとうございました」

「ぜんぜんいいよ。よかったら、また稲いな穂ほにも会あいにきてね。稲いな穂ほもアスカちゃんのことが気きに入いったみたいだから」

「ワン！」

　わたしの足あし元もとに、稲いな穂ほがよってくる。

　やっぱりかわいい！

「またくるね、稲いな穂ほ」

　稲いな穂ほの頭あたまをなでてから、わたしは秋あき穂ほ先せん輩ぱいの家いえを出でる。

　手てがかりらしいものは、なにも手てに入はいらなかったけど……ケイが、なにかを見みつけてくれるかな？







　　　　19　マシューの真しんの狙ねらいとは？







　家いえに帰かえると、部へ屋やのパソコンの前まえにケイがいる。

　リビングから、いつもの場ば所しょに移い動どうしてきたみたい。

　やっぱり、定てい位い置ちにケイがいると、安あん心しんするかも。

「ただいま。秋あき穂ほ先せん輩ぱいから話はなしをきいてきたよ。といっても新あたらしい情じょう報ほうはあまりないんだけど」

「かまわない。もう一いち度どきかせてくれ」

　ケイが手てを止とめて、ふり返かえる。

　わたしはあらためてきいてきた、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがマシュー・キートンと出でくわしたときの話はなしをする。

「それで稲いな穂ほが、走はしりだしちゃって……」

「ちょっと待まて」

「え？」

　急きゅうに話はなしをさえぎられて、わたしはおどろいてケイを見みる。

「今いま、稲いな穂ほ、と言いったのか？」

「うん。わたしもさっき初はじめて知しったけど、秋あき穂ほ先せん輩ぱいの飼かい犬いぬの名な前まえは、稲いな穂ほっていうんだよ。人ひと懐なつっこくて、名な前まえをよばれると、知しらない人ひとでも、むかっていってしまうんだって」

　わたしが説せつ明めいすると、とつぜんケイがパソコンにむかって、カタカタカタといきおいよくタイピングを始はじめる。

　な、なにごと!?

　ケイは今いまの話はなしで、なにか気きづいたのかな？

　ケイのことを見み守まもっていると、20分ぷんほどたって、ぴたりと動うごきを止とめた。

「────やっと、ピースが埋まった」

　ケイが、ぽつりと言いう。

「なにかわかったの!?」

　わたしは、身みを乗のりだす。

「『稲いな穂ほ』だ。それが最さい後ごのピースだったんだ」

「どういうこと？」

　稲いな穂ほが、最さい後ごのピース？

　たしかに、マシューと秋あき穂ほ先せん輩ぱいを引ひきあわせた、ワンコではあるけど……。

「マシュー・キートンの狙ねらいが、わかった」

「なんなの!?」

「『いなほ』だ」

「え？　犬いぬが狙ねらいだったってこと？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいの、かわいいワンコが思おもいうかぶ。

「ちがう。清きよ瀬せグループと花はな里さとグループが共きょう同どうでつくっている、スーパーコンピューター、その開かい発はつコードネームが『いなほ』なんだ」

「えと……スーパーコンピューターって？」

　わたしは、ききなれない言こと葉ばに、首くびをかしげる。

「莫ばく大だいな計けい算さん処しょ理りが必ひつ要ような、科か学がく技ぎ術じゅつなどにつかわれる、高こう速そく計けい算さん処しょ理りができるパソコンのことだ」

「つまり……ものすご────く、性せい能のうのいいパソコンってこと？」

「ああ、ふつうのパソコンの、１０００倍ばい以い上じょうの処しょ理り能のう力りょくがある」

「い、１０００倍ばい!?」

　それって、パソコンが１０００台だいあるみたいなものだよね。

「スーパーコンピューターをつくるのは、国こっ家か規き模ぼの一いち大だいプロジェクトになることが多おおい。１台だいをつくるのに数すう億おくから数すう百ひゃく億おく円えん以い上じょうかかるから、それくらいじゃないとむずかしいんだ」

　す、数すう百ひゃく億おく円えんって……。

　想そう像ぞうを超こえすぎてて、実じっ感かんがわかない。

　でも、それだけすごいものなら、狙ねらわれるのも逆ぎゃくにわかるかも。

「でも、清きよ瀬せグループと花はな里さとグループって、今いまはともかく、昔むかしはあんまり仲なかが良よくなかったってきいたけど……。スーパーコンピューターって、そんなにすぐに開かい発はつできるものなの？」

　前まえにライバル同どう士しだって、きいたことがある。

「いや。10年ねんぐらいはかかるのがふつうだ。かんちがいされているが、清きよ瀬せグループと花はな里さとグループは、あくまで競きょう争そう相あい手てであって、仲なかが悪わるいわけじゃない。花はな里さと琴こと音ねの亡なくなった父ちち親おやと、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しは友ゆう人じん同どう士しだったという話はなしだ」

　そうなの!?

　大だい企き業ぎょう同どう士しだから、仲なかが悪わるそうみたいなイメージを、もたれちゃったのかな。

　わたしも、てっきりそうなんだって、思おもっていたし。

「じゃあ、ずっと前まえからそのスーパーコンピューターを、共きょう同どうでつくってたんだね」

「ああ。完かん成せいが近ちかいと言いわれている。マシュー・キートンの狙ねらいがそれだと考かんがえれば、納なっ得とくがいくんだ」

「そっか！　秋あき穂ほ先せん輩ぱいが『稲いな穂ほ』の名な前まえをよんで近ちかづいてきたから、マシュー・キートンはスーパーコンピューターの『いなほ』のことを知しられたかもって、考かんがえたんだ！」

　マシューの狙ねらいがスーパーコンピューターだということが、一いち番ばん知しられたくないことだったから。

「開かい発はつコードネームの『いなほ』は、一いっ般ぱんには公こう開かいされていないから、ただの女じょ子し高こう生せいに気きづかれたとは、心しん配ぱいしなかったかもしれない。だが、東とう条じょう先せん輩ぱいは動どう画がを上あげている。もし、マシュー・キートンと会あったときの話はなしを思おもいだして、動どう画がであげられたらどうなるか。世せ界かい中じゅうの人にん間げんに見みられるかもしれない動どう画がだ。だれかが、マシュー・キートンと『いなほ』の関かん係けいを、疑うたがうかもしれない」

「今いまのケイみたいに……ってことだよね」

　わたしにも、だんだん理り解かいできてきた。

「そうだ。もし、そういった動どう画がが出で回まわれば、そのあとに清きよ瀬せグループに買ばい収しゅうをしかけた段だん階かいで、真しんの狙ねらいが『いなほ』だと暴あばかれる可か能のう性せいもある」

　……それが、秋あき穂ほ先せん輩ぱいがおそわれた理り由ゆう。

　じゃあ、今いま秋あき穂ほ先せん輩ぱいのまわりにやつらが現あらわれていないのは、もう隠かくす必ひつ要ようがなくなったから？

　清きよ瀬せグループは、社しゃ長ちょうの幸ゆき人とさんが倒たおれて、混こん乱らん状じょう態たいだよね。

　っていうことは……やつらが狙ねらうのは、今いまだ！

「もしかして、ケイ！」

「ああ。しかけてくるなら、夜よるだろう。スーパーコンピューター『いなほ』が、秘ひ密みつ裏りにつくられている場ば所しょは、特とく定ていしてある……アスカ」

　さっきケイが調しらべていたのは、それだったんだ。

　あと、やることは１つだ。

　マシューの狙ねらいを、絶ぜっ対たいに阻そ止しする！

　わたしは、いきおいよく立たちあがると言いった。

「うん、すぐに準じゅん備びする！」







　　　　20　真ま夜よ中なかのバトル！







　夜よ中なかの０時じすぎ。

　怪かい盗とうレッドのコスチュームに着き替がえたわたしは、雑ぞう木き林ばやしの中なかにひそんでいた。

　ここから、ケイが場ば所しょを特とく定ていした、スーパーコンピューター『いなほ』が作つくられている研けん究きゅう所じょが見みえる。

　研けん究きゅう所じょは、四し角かくい無ぶ骨こつなかたちの建たて物ものだ。

　高たかさは３階がい建だてぐらいで、そんなに大おおきくない。

　窓まどがほとんどなくて、外そとからはまったく様よう子すがうかがえないのは、セキュリティのためかな。

　入いり口ぐちも、一か所しょだけしか使つかわれていないし。

　もう３時じ間かんも、ここから様よう子すを見みているけれど、まったくおかしなところはない。

　帰き宅たくする研けん究きゅう員いんらしき人ひとが、ときどき出でていくぐらいだ。

　マシューが動うごくとしたら、このタイミングだと思おもってたけど……今日きょうすぐにというわけでもなかったかも。

　幸ゆき人とさんはしばらく動うごけないんだから、チャンスは今日きょうだけっていうわけじゃないし。

『いや。いつその可か能のう性せいに気きづく人にん間げんが現あらわれるかもしれない。間まを空あけずに攻せめるはずだ』

　ケイは言いう。それもそっか。

　響ひびきと七な音おが動うごいてるんだもんね。

　そんなふうにして監かん視ししていると、不ふ審しんな人ひと影かげが複ふく数すう、研けん究きゅう所じょの近ちかくに現あらわれる。

「きたよ」

『確かく認にんした。やつらは中なかに侵しん入にゅうした。あとを追おえ』

「りょーかい……と言いいたいけど、こっちのこともバレてたみたい」

　わたしは、慎しん重ちょうにうしろをふり返かえる。

　雑ぞう木き林ばやしの木き々ぎの間あいだから、圧あっ迫ぱくするような気け配はいがいくつもある。

　むこうもわたしに気きづいて、研けん究きゅう所じょに入はいりこんだのと同どう時じに、しかけてきたらしい。

　わたしがここまで近ちかづかれるまで気きづかないなんて、かなり腕うでが立たつ相あい手てらしい。

　そして今いま、わざわざ気け配はいを出だしてきたってことは……

　相あい手ての狙ねらいは、わたしの足あし止どめ。

　時じ間かんかせぎだっ！

『侵しん入にゅうしたやつらには、研けん究きゅう所じょのセキュリティを使つかって可か能のうなかぎり足あし止どめをしておく。アスカは──』

「できるだけはやく突とっ破ぱして、あとを追おう、だよね？」

『そうだ』

「りょーかい！」

　わたしは、かまえをとる。

「もう、おたがい気きづいてるんだから、かくれんぼはやめましょ！」

　わたしが声こえをかけると、木き々ぎのかげに隠かくれていた黒くろずくめの男おとこたちが、すがたを現あらわす。

　１、２……５人にんか。

　黒くろずくめの男おとこたちは、それぞれトンファー、棍こん、鎖くさり鎌がまなど、様さま々ざまな武ぶ器きを持もってる。

　これまで何なん度ども、タキオンの一いち味みを相あい手てにしてきたけど、ここまでしっかり武ぶ装そうしているやつらは、初はじめてかも。

　タキオン幹かん部ぶの藤とう堂どう伊い織おりの部ぶ下かだろうか。

　伊い織おりは棍こんを使つかう。

　だけど、近ちかくに伊い織おりの気け配はいは感かんじない……ううん。

　今いまは気きにしてもしかたがない。

　目めの前まえに集しゅう中ちゅうしないと。

　　　ヒュン

　黒くろずくめの男おとこが、音おともなく動うごき、鎖くさり鎌がまの鎌かまを飛とばしてくる。

　わたしは、しっかりとバックステップでかわす。

　武ぶ器きを食くらえば、一いち撃げきで深ふかいダメージを負おう。

　きっちりよけるか、さばく必ひつ要ようがある。

　今いまの一いち撃げきが開かい始しの合あい図ずだったらしい。

　ほかの、黒くろずくめの男おとこたちも動うごきだす。

「はっ！」

　気き合あいの声こえとともに、棍こんのするどい突つきがとんでくる。

　わたしは、棍こんを右みぎ手てでさばき、方ほう向こうを変かえる。

　その間あいだに、トンファーを持もった男おとこが、間ま合あいをつめてくる。

　わたしは、反はん射しゃ的てきにトンファー男おとこにむけて、けりを放はなつ。

　ガンッ、とトンファーでしっかりガードされたものの、トンファー男おとこは後あとずさる。

　棍こんと鎖くさり鎌がまの男おとこも、間ま合あいをとってくる。

　この男おとこたちと戦たたかっていると、やっぱり伊い織おりの戦たたかいぶりが思おもいうかぶ。

　もちろん、伊い織おりほどの実じつ力りょくはない。

　だけど、体からだの動うごかし方かたや深ふかく攻せめてこないところが、伊い織おりに似にている気きがする。

　もしかしたら、伊い織おりの教おしえを受うけたやつらなのかも。

　幹かん部ぶになる前まえは、武ぶ術じゅつ顧こ問もんだったって、話はなしだったもんね。

　問もん題だいは、武ぶ器きを持もってる相あい手てだと、下手へたに攻こう撃げきを受うけとめられないことだ。

　棍こんやトンファーは、まだいい。

　でも、鎖くさり鎌がまみたいな刃やいばがついた武ぶ器きは、よけるしかない。

　一いっ瞬しゅんでも気きをゆるめたら、致ち命めい傷しょうになるっ！

　わたしは、地じ面めんをけると、鎖くさり鎌がまを持もった男おとこと間ま合あいを一いっ気きにつめる。

　武ぶ器きのないこちらからしかける、とは思おもわなかったのか、一いっ瞬しゅんだけ鎖くさり鎌がまの男おとこの反はん応のうがおくれる。

　おそいっ！

　わたしは、鎖くさり鎌がまをふるう男おとこの手てをさばいて、地じ面めんにはたきおとす。

　これだけ接せっ近きんすれば、射しゃ程てい距きょ離りの広ひろさという、鎖くさり鎌がまの強つよみが活いかせない。

　そのまま、右みぎ手てのパンチを鎖くさり鎌がまの男おとこのお腹なかに入いれようとするが、ギリギリで止とめられる。

　鎖くさりをピンと張はって、わたしの攻こう撃げきをうまくふせいでる。

　それなら！

　わたしは、その場ばで左ひだり足あしのハイキックで、発はっ勁けいをはなつ。

「がはっ！」

　頭あたまの右みぎ側がわにキックが入はいり、今こん度どは対たい応おうできなかった鎖くさり鎌がまの男おとこが、地じ面めんに倒たおれこむ。

　──まずは１人ひとり。

　武ぶ器きをつかった攻こう防ぼうの弱じゃく点てんは、接せっ近きん戦せんのときに、動うごきがかぎられてしまうこと！

　まちがってしまえば、武ぶ器きは仲なか間まのことも攻こう撃げきしてしまう。

　パンチやキックなら止とめやすくても、武ぶ器きはリーチが長ながいぶん、コンマ何なん秒びょうで判はん断だんをしないと間まに合あわない。

　ほかの味み方かたがどんな動うごきをするかによっても、状じょう況きょうが変かわる。

　だから、鎖くさり鎌がまの男おとこを攻こう撃げきしたときも、ほかの男おとこたちが下手へたに動うごいてはこなかったんだ。

　そこが狙ねらい目め！

「ふんっ！」

　鎖くさり鎌がまの男おとこが倒たおれたのを見みて、すぐさまトンファーの男おとこが、つっこんでくる。

　両りょう手てでがっしりトンファーを持もっていて、崩くずすのが簡かん単たんじゃなさそう。

　わたしは、バックステップで距きょ離りをとると、身みをかわして棍こんを持もった男おとこにむかう。

　棍こんの男おとこが、連れん続ぞくの突つきを放はなってくるが、わたしは問もん題だいなくさばく。

　以い前ぜん、相あい手てにした伊い織おりの棍こんに比くらべたら、ぬるい動うごきで、すぐに対たい応おうできる。

　棍こんを左ひだり手てでつかむと、わたしはそのまま棍こんの男おとこに近ちかづく。

　男おとこは、棍こんをはなさずに持もっているから、わたしに攻こう撃げきする手しゅ段だんがない。

「はあっ！」

　わたしは、発はっ勁けいを棍こんの男おとこのお腹なかに打うちこむ。

「ぐふぅ……」

　棍こんの男おとこが、くの字じに体からだを曲まげて、地じ面めんにくずれる。

　うしろからは、トンファーの男おとこがせまってくる。

　わたしは、ふりむきざまに、うしろにけりを放はなつ。

　トンファーの男おとこは、がっしりとガードしながら、わたしから間ま合あいをとった。

　そのすきに、わたしはヌンチャクを持もった男おとこにむかう。

　ヌンチャクは、２本ほんの木きの棒ぼうを鎖くさりやヒモなどで、結むすんだ武ぶ器きだ。

　ふり回まわすことで、遠えん心しん力りょくが加くわわって、ふつうに素す手でで攻こう撃げきするより、力ちからが増ます。

　だけど！

　ふり回まわされるヌンチャクを、ギリギリでかわして、わたしの間ま合あいの距きょ離りまでつめていく。

「なぜ、かわせる!?」

　ヌンチャクの男おとこが、おどろいている。

「もっと、すごいのを相あい手てにしてきたからね！」
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　これぐらいよけられなければ、伊い織おりの棍こんとは勝しょう負ぶにすら、ならなかった。

　わたしは、ヌンチャクをかわすと、発はっ勁けいで男おとこを倒たおす。

　そうして、次つぎにムチを持もった男おとこを倒たおして、最さい後ごにトンファーの男おとことむき合あう。

　最さい後ごまでわざと相あい手てにせずに、残のこしておいた。

　それは、トンファーの男おとこが一いち番ばんやっかいだから。

　トンファーは、体からだに密みっ着ちゃくさせてつかうから、素す手ででの戦せん闘とうに近ちかい。

　ほかに武ぶ器きを持もったやつがいるうちは、トンファー使づかいは動うごきがつかみづらくて、やっかいだったから。

　でも、やっかいだったのは、ほかに、武ぶ器きを持もった相あい手てがいた場ば合あい。

　１対たい１なら、素す手での敵てきと変かわらないっ！

「くっ……」

　トンファーの男おとこは、けわしい顔かおをしてる。

　悪わるいけど、これ以い上じょう、時じ間かんをかせがせるわけにはいかないのっ！

　わたしは、前まえにステップをふんで近ちかづくと、足あしばらいをはなつ。

　トンファーの男おとこは、バックステップでかわすが、それをさらにわたしは追おう。

　左ひだり手てでパンチを放はなとうと見みせかけて、もう一いち度ど足あしばらい！

「うおっ！」

　トンファーの男おとこが、体たい勢せいをくずす。

　わたしは、すかさず発はっ勁けいをトンファーの男おとこに打うちこむ。

「ぐはっ！」

　トンファーの男おとこが地じ面めんにたおれこむ。

　これで全ぜん員いんかな。

　わたしは、まわりを確かく認にんする。

　黒くろずくめの男おとこたちは、地じ面めんに倒たおれたままだ。

　念ねんのため、わたしは黒くろずくめの男おとこたちを、ロープでうしろ手でにしばりあげておく。

　研けん究きゅう所じょの中なかまで追おってきたら、やっかいだからね。

　武ぶ器きもとりあげて、すぐにわからない場ば所しょに、かくしておく。

「ふうぅ……」

　わたしは、息いきをととのえる。

　なんとか、ケガを負おわずに勝かてたけど……。

　ちょっと気きをゆるめていたら、相あい手ての武ぶ器きの一いち撃げきで、状じょう況きょうは逆ぎゃく転てんしていた。

　やっぱり、気きをぬけないな。

　わたしは、あらためて気きを引ひきしめ直なおすと、研けん究きゅう所じょの中なかに入はいっていったやつらを追おうために、走はしりだした。







　　　　21　関かん門もんをくぐりぬけて







　研けん究きゅう所じょの入いり口ぐちにつく。

　外そと側がわのドアは、自じ動どうで開ひらいた。

　一いっ歩ぽ中なかに入はいると、中なかは不ふ思し議ぎな近きん未み来らい的てきな雰ふん囲い気きがある。

　目めの前まえには、もう１つ鉄てつの分ぶ厚あつそうなドアがあって、鍵かぎ穴あななどはなく、代かわりに、ドアの横よこに小こ型がたの機き械かいがある。

　これ、どうやって開あけるの？

『そのドアは、カードキーと指し紋もん認にん証しょうが必ひつ要ようだ』

　ケイが教おしえてくれる。

「カードキーなんて、持もってないけど」

『それは、こっちで開あける。指し紋もん認にん証しょうの準じゅん備びをしておいてくれ』

　それって……あっ、あれか。

　ここにくる前まえに、ケイにわたされたものがあった。

　わたしは、腰こしにつけたバッグから、手て袋ぶくろをとりだす。

　うすいゴムっぽい手て袋ぶくろで、それを右みぎ手てにはめて、指し紋もん認にん証しょうの機き械かいにかざす。すると……。

『指し紋もん認にん証しょうＯオーＫケー』

　と画が面めんに表ひょう示じされる。

　この手て袋ぶくろは、ケイがあらかじめ作つくっておいた、この研けん究きゅう所じょの人ひとの指し紋もんをコピーしたもの。

『ドアを開あけるぞ』

　ケイが言いうと、ガチャと分ぶ厚あつい鉄てつのドアのカギが開あく。

　わたしはドアを押おし開あけて、中なかに入はいる。

　まっすぐに通つう路ろがつづいている。

　窓まどがない空くう間かんだから、天てん井じょうのライトだけだと少すこしうす暗ぐらく感かんじる。

　まるで、地ち下か室しつにいるみたい。

　深しん夜や０時じ半はんをまわっているから、通つう路ろを歩あるく人ひとの気け配はいはまったくない。

　でも、さすがに、おかしくないかな？

　夜よるおそいとはいっても、この時じ間かんで研けん究きゅう所じょの人ひと全ぜん員いんが帰かえっているとは思おもえない。

『そこを右みぎだ』

　えっ!?

　右みぎに曲まがるとすぐ、通つう路ろの真まん中なかに、白はく衣いを着きた男おとこの人ひとが倒たおれている。

　いちおう、ワナかもしれないから、警けい戒かいしながら近ちかづいてみる。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、白はく衣いの男おとこの人ひとに声こえをかけるけど、反はん応のうがない。

　白はく衣いの男おとこの人ひとの様よう子すを見みると、眠ねむっているみたい。

『研けん究きゅう所じょの人にん間げんだ』

　ケイが、男おとこの人ひとの顔かおを確かく認にんしたらしい。

　ということは、先さきにここに入はいったやつらが、眠ねむらせたってことか。

　わたしは、白はく衣いの男おとこの人ひとを、ろう下かのわきに寄よせ、苦くるしくないような体たい勢せいに変かえる。

　本ほん当とうは介かい抱ほうしてあげたいけど、今いまは先さきを急いそがなくちゃいけない。

　通つう路ろを先さきに進すすんでいくと、Ｔティー字じになった通つう路ろにいき当あたる。

「次つぎはどっ……！」

　わたしはケイに確かく認にんをとろうとした瞬しゅん間かん、背せ筋すじにゾクリと寒さむ気けを感かんじる。

　わたしは、反はん射しゃ的てきに身みをのけぞらす。

　鼻はな先さきを小こ刀がたなのようなものが、かすめる。

　あぶなっ！

　小こ刀がたなの突つきだされたほうを見みると、外そとで倒たおしたのと同おなじ、黒くろずくめの男おとこが１人ひとり立たっている。

　ギリギリまで気け配はいを気きづかせずに、死し角かくにかくれていたってわけね。

　これが、黒くろずくめの男おとこたちの本ほん来らいの戦たたかい方かたなのかも。

「ここにも敵てきがいるってことは……」

『足あし止どめ役やくだ』

「なら、いそがないとね」

　わたしは、かまえをとる。

　黒くろずくめの男おとこは、小こ刀がたなですばやく突ついてくる。

　狭せまい通つう路ろでは、横よこに斬きる動うごきはしづらいんだと思おもう。

　わたしは、半はん身みになって小こ刀がたなの突つきをかわしていく。

　完かん全ぜんに見み切きられていることにあせったのか、男おとこの動うごきが大おお振ぶりになる。

　いける！

　わたしは男おとこの小こ刀がたなを持もった右みぎ手てを、左ひだり手てではじくと、男おとことの距きょ離りを一いっ気きにつめる。

「はっ！」

　発はっ勁けいを、男おとこのみぞおちに決きめる。

「ごほっ！」

　男おとこは小こ刀がたなを床ゆかに落おとして、くずれ落おちる。

　男おとこが動うごかないことを確かく認にんして、わたしは転ころがった小こ刀がたなを遠とおくにけとばしてから、先さきをいそぐ。

　ぐずぐずしていられないっ！

　すると入いり口ぐちと同おなじ、カードキーと指し紋もん認にん証しょうのドアがあり、さっきと同おなじ方ほう法ほうで開あける。

　研けん究きゅう所じょの中なかまで、いくつも厳げん重じゅうなドアがあるなんて……。

　ケイがいるから、どうにかなってるけど、そうじゃなかったらとても入はいりこめない。

　でも、先さきに入はいったやつらも、ここを突とっ破ぱしている。

　途と中ちゅうの通つう路ろで、また白はく衣いを着きた人ひとが倒たおれていた。

　今こん度ども、研けん究きゅう所じょの人ひとにケガはなく、眠ねむらされているだけ。

　研けん究きゅう所じょの人ひとを傷きずつけるつもりはないらしくて、ちょっとほっとする。

　そんなふうにして、研けん究きゅう所じょのドアを２つ抜ぬけ、黒くろずくめの男おとこの奇き襲しゅうを３人にんほど受うけたところで、エレベーターが見みえてきた。

「ここ？」

『ああ。そこから、地ち下かにおりれば目もく的てき地ちだ』

　地ち下かにおりるエレベーターがあるのに、そこにたどりつくまでにこんなに関かん門もんがあるなんて。

　それだけ、「いなほ」が、重じゅう要ようなのがわかる。

　すでに先さきに入はいったやつらは、地ち下かにおりたにちがいない。

　このエレベーターも、カードキーと指し紋もん認にん証しょうが必ひつ要ようらしく、同おなじ方ほう法ほうで解かい除じょする。

　ドアが開あき、わたしは乗のりこむと、１つだけある「Ｂビー１」と書かかれたボタンを押おす。

　エレベーターのドアがしまり、動うごきだす。

　──マシューが、スーパーコンピューターをどうするつもりなのかはわからない。

　だけど、タキオンとつながっていて、こんな方ほう法ほうをとっているんだから、いいことに使つかうつもりではないはず。

　絶ぜっ対たいに阻そ止ししなくちゃ！




　かなり時じ間かんをかけて、エレベーターはやっと地ち下かについた。

　そうとう深ふかい場ば所しょにあるのかもしれない。

　ドアが開あき、地ち下かのフロアに出でてみる。

　近ちかくに人ひとの気け配はいは感かんじない。

　まちぶせは、なさそうかな。

　まわりを見みまわすと、今いままでのフロアと変かわった印いん象しょうはない。

　ただ……なんだか空くう気きがひんやりとしている。

『スーパーコンピューターは、約やく２メートルはある巨きょ大だいなコンピューターを、いくつもつなげてつくるものだ。数かずは十じゅう数すう台だいから数すう百ひゃく台だい以い上じょうのものもある。その一ひとつ一ひとつが熱ねつを発はっするから、フロア全ぜん体たいを冷ひやしてある』

　す、すうひゃくだい……!?

　しかも、２メートルもあるコンピューターって……。

　自じ動どう販はん売ばい機きみたいな大おおきさのコンピューターが、ずらりとならんでいる感かんじなんだろうか。

　それはたしかに、とんでもなく性せい能のうがよくなるっていうのも、わかる気きがする。

　それに、ふつうのパソコンを使つかっているときでも、かなり発はつ熱ねつしてるもんね。

　そんな大おおきなコンピューターがたくさんあって動うごいていたら、どれくらいの熱ねつを出だすのか、予よ想そうもできない。

　あたりを警けい戒かいしながら、ひっそりとした通つう路ろを進すすんでいく。

　通つう路ろは、突つき当あたりが見みえないぐらい、長ながくつづいていて、いくつか左さ右ゆうにドアがある。

　だけど、不ふ思し議ぎなほど人ひと気けがない。

　ここがスーパーコンピューターがある場ば所しょなら、研けん究きゅう所じょの人ひとがいるはず。

　それに、先さきにきた黒くろずくめのやつらは、どこに……？

　そのとき、

　　　ガチャ

　わたしの前ぜん方ぽう左ひだり側がわのドアが開あいて、黒くろずくめの男おとこが現あらわれる。

　つづいて、うしろ右みぎ側がわにあるドアが開ひらいて、同おなじように黒くろずくめの男おとこが出でてくる。

　挟はさみ撃うちにされたってわけね！

　前まえの男おとこの武ぶ器きはトンファーで、うしろの男おとこはヌンチャクだ。

　狭せまい通つう路ろでも、ふるいやすい武ぶ器きをえらんできてる。油ゆ断だんできないっ！

　わたしは、黒くろずくめの男おとこの動うごきを待またずに、前まえのトンファーの男おとこにしかける。

　足あしばらいのけりを、トンファーの男おとこはバックステップでかわす。

　すぐさまうしろに気け配はいを感かんじ、わたしが頭あたまをふせると、頭ず上じょうでヌンチャクが空くうを切きる。

　このっ！

　わたしは、ヌンチャクの男おとこにしゃがんだ体たい勢せいから、けりをはなつ。

　ヌンチャクの男おとこの足あしに当あたって、うしろによろめく。

　わたしが、追つい撃げきしようと立たちあがると、トンファーの男おとこが、うしろからせまってくる。

　でも、見みえてる。

　トンファーの男おとこにむけて、右みぎ手てでパンチをはなつ。と、その拳こぶしをトンファーでガッチリふせがれる。

　い、痛いったぁー！

　わたしは、トンファーに打うちこんだ拳こぶしに痛いたみが走はしって、思おもわず顔かおをしかめる。

　それでも止とまってはいられない。

　今こん度どはヌンチャクが、わたしの頭あたまにむけて飛とんでくる。

　わたしは、それを鼻はな先さきのギリギリでかわすと、ヌンチャクが下さがっていくのと同どう時じに、間ま合あいに飛とびこむ。

「はあっ！」

　ヌンチャクがもどりきる一いっ瞬しゅん前まえ、無む防ぼう備びになった男おとこに、左ひだりのボディブローから、右みぎのハイキックを連れん続ぞくでたたきこむ。

　次つぎは、うしろ！

　わたしはふりむきざまに、せまってきていたトンファーの男おとこに、うしろ回まわしげりをはなつ。

　その反はん撃げきは予よ想そうしていなかったのか、トンファーの男おとこはふせぎきれずに、うしろによろける。

　よろけたトンファーの男おとことの距きょ離りをつめると、わたしは発はっ勁けいをお腹なかに打うちこむ。

「ぐっ……」

　トンファーを落おとし、男おとこが床ゆかに倒たおれこむ。

「……いまのは、ちょっと手てごわかったかな」

　ここまでにいたやつらより、数すう段だん腕うでが立たつ相あい手てだった。

　でも、残のこり何なん人にんいるかわからないけど、もう目もく的てき地ちは間ま近ぢかなはずだ。

　息いきを整ととのえようと、深しん呼こ吸きゅうをした瞬しゅん間かん──

　　　ヒュン

　なにかが飛とんできて、ギリギリ反はん応のうできたけど、右みぎ腕うでをかすめる。

　わずかな痛いたみに、くちびるをキュッとかむ。

　わたしは、床ゆかに刺ささるものを見みる。

　あれは……投なげナイフ？　ううん、ちがう。

　くないだ！

　実じつ物ぶつを見みたのは、数すう回かいぐらいしかない。

　昔むかし、忍にん者じゃが使つかってたという、手しゅ裏り剣けんの一いっ種しゅだったと思おもうけど。

　それになにより、飛とんでくるギリギリまで、くないが投なげられたことに気きがつかなかった。

　サクスやエメラ並なみの、気け配はいのかくし方かただ。

　今いままでの黒くろずくめの男おとこたちとは、まったくちがうレベルの、手練てだれ。

「思おもったよりもはやい到とう着ちゃくだね。怪かい盗とうレッド」

　ふらりと、さっきトンファーの男おとこが出でてきたドアから、男おとこが出でてくる。

　男おとこは、黒くろずくめのかっこうをしているけれど、その顔かおに見み覚おぼえがあった。

　会あったことはない。

　でも、ずっと捜さがしていたから。

「こんなところで、なにをしているの。──マシュー・キートンさん」







　　　　22　ＣシーＥイーＯオーの狙ねらいとは？







「高こう名めいな怪かい盗とうレッドに名な前まえを知しられているとは、光こう栄えいだね」

　マシューはそう言いって、笑えみをうかべる。

　１８０センチ以い上じょうはある身しん長ちょうに、広ひろい肩かたはばと、長ながい腕うでと足あし。

　整ととのった顔かお立だちに、人ひとあたりのよさそうな笑えみをうかべた黒こく人じん男だん性せい。

　ちょっと見みるだけなら、そんなふうに見みえる。

　だけど、こんな場ば所しょで、しかも両りょう手てにくないを持もっているのを見みれば、油ゆ断だんなんてする理り由ゆうがない。

「わたしのことを、知しっているの？」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、警けい戒かいしながらたずねる。

「ああ、もちろん。怪かい盗とうレッドと言いえば、タキオンを一いち度ど、日に本ほんから撤てっ退たいさせたほどの存そん在ざいだからね。私わたしの前まえにも現あらわれると思おもっていたよ」

　マシューは、余よ裕ゆうのある口く調ちょうで話はなす。

　まさか、マシュー自じ身しんが、この場ばにいるとは思おもわなかった。

　企き業ぎょうの経けい営えい者しゃとして表おもてに立たつ人ひとが、こんな言いいのがれのできない現げん場ばに現あらわれるなんて。

　しかも、戦たたかわなくてもわかる。かなりの手練てだれだ。

　つまり、ただの有ゆう名めい企き業ぎょうのＣシーＥイーＯオーじゃないってわけね。

「予よ測そくずみってこと。それより、さっきの質しつ問もんに答こたえてほしいわね。どうしてここにいるの？」

　わたしはもう一いち度どきく。

「答こたえる必ひつ要ようはあるかな？　ここが狙ねらいだとわかったからこそ、君きみはこの場ばにいるんだろう」

　マシューは、肩かたをすくめる。

「──表おもてむきには、清きよ瀬せグループの買ばい収しゅうと、清きよ瀬せ幸ゆき人と氏しの襲しゅう撃げき。でも、そこまでする狙ねらいは別べつにあった。女じょ子し高こう生せいの口くち止どめまでしていたわね」

　ケイが推すい測そくしたとおり。

　本ほん命めいは、清きよ瀬せグループと花はな里さとグループで共きょう同どう開かい発はつされているスーパーコンピューター「いなほ」。

　マシューがこの場ばにきたことが、正せい解かいだと証しょう明めいしているようなもの。

「荒あら事ごとについては、私わたしがやったわけじゃないんだがね。私わたしの仕し事ごとは、清きよ瀬せの買ばい収しゅうと、ここへの侵しん入にゅうだよ」

「襲しゅう撃げきや、女じょ子し高こう生せいへの口くち止どめはタキオンが勝かっ手てにやったことだと言いいたいわけ？」

「そのとおり。それは隠かくしてもしかたがないだろうから、白はく状じょうするよ。しかし、女じょ性せいへの強ごう引いんな口くち止どめは下げ策さくだった。監かん視しするだけでよかったのだけどね。一いっ切さい、計けい画かくを外そとへ出だしてはならないと、荒あらっぽいやつらが先さき回まわりしたらしい。その結けっ果か、かえって君きみや警けい察さつにまで手てがかりを与あたえてしまった。まったくの逆ぎゃく効こう果かだよ」
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　マシューは、あっさりとタキオンとの関かん係けいを認みとめる。

　質しつ問もんしたわたしが、拍ひょう子し抜ぬけしてしまうぐらい。

　最さい初しょから、かくすつもりはなかったのかもしれない。

「タキオンがやったことだから、自じ分ぶんは無む関かん係けいだとでも、言いいたいわけ？」

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいは、おびえていた。

　どんな理り由ゆうだろうと、日にち常じょうを壊こわされたことには変かわらない。

「そんなことは言いわないさ。下したの者ものの失しっ敗ぱいは、常つねに、上うえに立たつ者ものの失しっ敗ぱいでもあるとわきまえている」

　マシューは、まともそうなことを言いう。

　犯はん罪ざいのことを話はなしてるのに、マシューの口くちぶりだと、まるで立りっ派ぱな人ひとの言いうことのようにきこえてしまう。

　それがどうにも、話はなしづらい。

　ペースをつかみづらいというか、こちらが押おすと、あっさりと引ひいてくるのがやりにくい。

　もともと、わたしは会かい話わでのかけ引ひきとか、苦にが手てだしね。

　それに、マシューの意い図とや立たち位い置ちが、ぜんぜん見みえてこない。

　単たんなる「タキオンの協きょう力りょく者しゃ」というには、なんだか深ふかくかかわりすぎているし、重じゅう要ような役やく割わりを担になっている気きがする。

「あなた自じ身しんが、ここに足あしを運はこぶとは、しょうじき予よ想そうしてなかったわ」

　わたしはしかたなく、べつの方ほう向こうから攻せめてみる。

　少すこしでも、このマシューという男おとこの情じょう報ほうを手てに入いれておきたいよね。

　マシューも、話はなしに乗のってきてるわけだし。

「たのまれたからね。まあ、ここのセキュリティを攻こう略りゃくするのは、なかなか楽たのしめた」

　マシューはそう言いって、笑わらう。

　マシューの余よ裕ゆうぶりが、気きになる。

　すでに目もく的てきを果はたしたあとなのか、そうでないのか。

　そもそも、目もく的てきはなんなのか。

『いなほ』の破は壊かい？

　物ぶつ理り的てきに、破は壊かいされた様よう子すはないけれど……。

　ケイの話はなしだと、スーパーコンピューターは高たかさ２メートル以い上じょうはある、大おおきな箱はこ形がたの機き械かいが、たくさん集あつまったものだったよね？

　そんなものを、簡かん単たんには壊こわせないと思おもう。

　爆ばく弾だんや、大たい量りょうの水みずでも使つかえばべつだけど、そんなものが使つかわれた様よう子すはない。

「目もく的てきは、もう、はたしたの？」

　わたしは、直ちょっ球きゅうでマシューにきく。

「さあ、どうかな？　それよりも、初はじめてかの有ゆう名めいな怪かい盗とうレッドと対たい面めんできたんだ。改あらためて名な乗のらせてくれないか」

　マシューは、笑え顔がおを絶たやさずに、はぐらかす。

　どうも、会かい話わの主しゅ導どう権けんを握にぎられてる。

　でも、この人ひとから、少すこしでも情じょう報ほうは引ひき出だしたいと思おもって、わたしはつぎの言こと葉ばを待まつ。

「知しっているとは思おもうけれど、私わたしはコンクェストＣシーＥイーＯオーのマシュー・キートンだ。もちろん、それは表おもての顔かおだけどね。君きみと縁えんが深ふかい言いい方かたをすれば、──タキオンの最さい高こう顧こ問もん、といったほうがいいかな」

　マシューは、さらりと名な乗のる。

　はあっ!?

「タキオンの最さい高こう顧こ問もん！」

　タキオンと関かん係けいあるとは思おもっていたけど、最さい高こう顧こ問もんって……かなり上うえの役やく回まわりだよね。

　幹かん部ぶか、それ以い上じょう……!?

「君きみのうわさは、ファルコンや藤とう堂どう君くんからきいてるよ。かなりの戦たたかい上じょう手ずだとね。どれ、私わたしとも少すこし手て合あわせ願ねがおうか」

　マシューは、ゆらりとかまえる。

　これで会かい話わは打うち切きり、ということらしい。

　わたしも、頭あたまを切きりかえて、かまえをとる。

　いったい、どんな戦たたかい方かたでしかけてくるんだろう……？

　今いまの状じょう況きょう、マシューにとって、戦たたかうには不ふ利りなはずだ。

　本ほん当とうは、サクスやエメラのように、すがたをかくしてからの奇き襲しゅうが本ほん来らいの戦たたかい方かただと思おもう。

　そう思おもったけれど……。

　　　ビュッ！

「くっ……！」

　わたしは、ノーモーションで飛とんでくるくないを、ギリギリでかわす。

　マシューとの距きょ離りは、わたしの間ま合あいよりもだいぶ遠とおい。

　距きょ離りをつめようにも、マシューはきっちりとバックステップで距きょ離りをとっている。

　簡かん単たんにつめられる距きょ離りじゃない。

　ヒット＆アンドアウェイか……。

　戦たたかい方かたの１つで、一いち撃げきをくわえて、すぐにうしろに引ひく。

　それをくり返かえすことで、相あい手ての体たい力りょくを確かく実じつにけずっていく戦たたかい方かたを、ヒット＆アンドアウェイっていう。

　サクスやエメラに近ちかいけれど、それを正しょう面めんから戦たたかって、やられるとは思おもわなかった。

　マシューの大おおきな体からだは、目めの前まえにある。

　それなのに、わたしの拳こぶしは届とどかない。

　それでいて、つかう武ぶ器きは、くないに手しゅ裏り剣けん、小こ刀がたなとまるで忍にん者じゃみたいだ。

　今こん度どは、手しゅ裏り剣けんがノーモーションで、飛とんでくる。

　ふつう、物ものを投なげるときは、ふりかぶるとかそういう予よ備び動どう作さというのがあるんだけど、マシューにはそれが一いっ切さいない。

　気きがつくと、飛とび道どう具ぐが飛とんでくる。

　わたしはステップでギリギリで手しゅ裏り剣けんをよけると、同どう時じに間ま合あいをつめる。

　右みぎの横よこっ腹ぱらをほんの少すこし手しゅ裏り剣けんがかすめたけど、たいしたことない。

　マシューの間ま合あいに入はいった！

「はあああっ！」

　わたしは、ための少すくない発はっ勁けいをはなつ。

　だけど──。

　　　タンッ

　わたしの放はなった発はっ勁けいを、マシューが半はん回かい転てんしただけで、受うけ流ながす。

　さばかれた！

　わたしは、うしろにとんで距きょ離りをとる。

　おたがいに、息いきを整ととのえる。

「『いなほ』を狙ねらうために、清きよ瀬せ幸ゆき人とさんを狙ねらったのは、だれ？」

　わたしはマシューに問といかける。

　タキオン傘さん下かの組そ織しきだと言いったけれど、動うごいているのはだれなのか、それはケイもまだつかんでいなかった。いっそ直ちょく接せつきいてしまおう！

「私わたしではないよ」

「タキオンの幹かん部ぶのだれかなの？」

　わたしは、切きりこむ。

「私わたしは自じ分ぶんの任にん務むを遂すい行こうしただけで、計けい画かくの全すべてを知しっているわけではない。が、おそらくは私わたしを日に本ほんによびよせた『彼かれ』だろうね」

「彼かれ？」

　マシューをよびよせた人ひと？

　マシューが最さい高こう顧こ問もんだっていうのなら、かなりえらい立たち場ばのはず。

　そんな人にん間げんを、よびよせられるっていうのは……？

「これ以い上じょう、言いうつもりはないよ」

　マシューが口くちを閉とざした。

　それだけ、重じゅう要ような相あい手てということなのかな。

　わたしとマシューは、ふたたび、次つぎの攻こう撃げきのチャンスを狙ねらう。

　マシューはくないをかまえ、わたしは間ま合あいにとびこむ準じゅん備びをする。

　ノーモーションのくないが、わたしにむかって飛とんだ。

　これをかわして、間ま合あいをつめる。

　次つぎで、とらえる……！　っ！

　そのとき、

　　　カンッ！

　くないが空くう中ちゅうで、飛とんできたべつのなにかによって、はねとばされた。

　床ゆかに転ころがっているのは、くないと……投なげナイフ!?

　投なげナイフで、飛とんできたくないを、はたきおとした！

　こんなことができるのは……。

　わたしは、飛とんできたほうを見みる。

　……やっぱり！

　長ながい金きん髪ぱつに、体からだ全ぜん体たいをおおう黒くろいボディスーツに身みをつつんだ女じょ性せい。

　タキオンの幹かん部ぶ、エメラがそこに立たっていた。

「助たすかったよ、エメラ。…………それに『あなた』まで、足あしを運はこんでくれるとは」

　マシューが、攻こう撃げき態たい勢せいをやめて、両りょう手てを広ひろげて、語かたりかける。

　えっ？

　マシューの言こと葉ばに、わたしはエメラのかげに隠かくれていた人ひとが、いることに気きづく。

　ど、どうして……。

　わたしは、目めを見みひらく。

「あなたが、くるというのがわかったから」

　いつものような、たんたんとした口く調ちょう。

　マシューにむけてそう言いったのは、そこに立たっていたのは──まぎれもなくアリー先せん輩ぱいだった。







　　　　23　ここにいるはずのない人ひと







　アリー先せん輩ぱいっ!?

　思おもわず叫さけびそうになるのを、ぐっとこらえる。

　先せん輩ぱいが、どうしてこんなところに？

　頭あたまの中なかが大だい混こん乱らんで、今いま、タキオンの最さい高こう顧こ問もんと幹かん部ぶが目めの前まえにいるっていう危き機き的てきな状じょう況きょうだってことも、一いっ瞬しゅん、忘わすれそうになる。

　わたしが、とまどっている間あいだにも、マシューとアリー先せん輩ぱいの会かい話わがつづく。

「あなたがじきじきにお迎むかえとは、うれしいかぎりです」

　マシューが、アリー先せん輩ぱいに言いう。

「あなたは、先せん代だいのボスの側そっ近きん。なぜまた現げん場ばに出でてきたの」

　アリー先せん輩ぱいが、いつもよりさらに、まったく感かん情じょうのない声こえできく。

「ちょっと、たのまれごとをしたものですからね」

　マシューは、肩かたをすくめる。

　この会かい話わだけでも、いやな想そう像ぞうが頭あたまをよぎる。

　マシューとアリー先せん輩ぱいが……知しり合あい？

　いや、それよりもどうしてアリー先せん輩ぱいのそばに、あのエメラがいるの!?

　その距きょ離りは、まるで……。

　しかも、マシューのことを「先せん代だいのボスの側そっ近きん」って……。

「ボス」っていうのは、まさか……！

　それになぜ、そんなことをアリー先せん輩ぱいが知しってるの？

　アリー先せん輩ぱいは、ただの中ちゅう学がく生せいじゃなかったの……!?

　いろいろな疑ぎ問もんが次つぎ々つぎとわきあがってきて、いますぐにアリー先せん輩ぱいに問といただしたくなる。

　でも、「怪かい盗とうレッド」として、今いまそれはできない。

　その質しつ問もんができるのは、「アリー先せん輩ぱいの友ともだちのアスカ」だけだし。

　だからといって、混こん乱らんして、立たちすくんでいる場ば合あいじゃない。

「さて。それでは私わたしはそろそろ、引ひきあげようかな」

　マシューが武ぶ器きをしまい、無む造ぞう作さにわたしから距きょ離りをとる。

「さ……させると思おもうっ!?」

　わたしは、マシューの行ゆく手てをふさぐように、かまえをとる。

「君きみもそろそろ、引ひきあげたほうがいいと思おもうよ。エメラたちがやってきたときに、わざと警けい報ほう器きを作さ動どうさせている。まもなく、警けい備びの増ぞう援えんがやってくるだろう」

　……たしかに。

　耳みみをすますと、上うえのフロアで警けい報ほう器きの音おとが響ひびいてるのが、かすかにきこえている。

　地ち下かにまで警けい報ほう器きが鳴なってないのは、マシューがセキュリティを切きったからかもしれない。

　動どう揺ようして、マシューに言いわれるまで、そんなことにも気きづけなかった。

「今こん回かいは『いなほ』のデータの一いち部ぶをとれたから、収しゅう穫かくとして十じゅう分ぶんだ」

　マシューはそう言いいながら、部へ屋やからノートパソコンを持もってくる。

　さっきのわたしとの戦たたかいや、今いまの会かい話わまで、あのデータを吸すいとるまでの時じ間かん稼かせぎにされていたってこと……!?

「私わたしは行いくが、あなたたちはどうするのかな？」

　マシューが、エメラとアリー先せん輩ぱいを見みる。

「先さきにいっていい」

　アリー先せん輩ぱいが、興きょう味みなさそうに言いう。

「……そうか。なら、そうさせてもらおう」

「ま、待まちなさいっ！」

　わたしは、マシューを追おおうとする。

　　　ヒュン

　わたしの進すすもうとした床ゆかに、エメラのナイフが突つきささる。

　その間あいだに、マシューの背せ中なかが見みえなくなる。

　わたしも、ここで無む理りにマシューを追おおうとは思おもわなかった。

　今いまはマシューを追おうことより、ここに残のこって、どうしてもききたいことがあったから。

　わたしは、エメラとアリー先せん輩ぱいのほうにむきなおる。

　正しょう面めんから見みても、まちがいなくアリー先せん輩ぱいだ。

　黒くろく、闇やみ夜よにまぎれる服ふく装そうをしているけど、銀ぎん色いろの髪かみと、表ひょう情じょうの変かわらないきれいな顔かおは、わたしの知しっているアリー先せん輩ぱい、その人ひとだ。

　でも、そんなふうにはきけないから……。

「…………あなたはスカイタワーや、廃工場で助けた子だよね？　どうしてこんなところに、こんな人ひとといっしょにいるの？」

　怪かい盗とうレッドとしては、遠とお回まわしな言いい方かたしかできないことがもどかしい。

　それに対たいして、アリー先せん輩ぱいはいつも通どおりの口く調ちょうで言いった。

「伝つたえたいことがあった」

「……わたしに？」

　後こう輩はいのアスカではなく、「怪かい盗とうレッド」に、伝つたえたいこと？

「一いち度どしか言いわない。──わたしの本ほん当とうの名な前まえは、アリーヤ・ガーネット。タキオンのボス、ノア・ガーネットの双ふた子ごの妹いもうと」

　まるで今日きょうの天てん気きの話はなしをするみたいに、たんたんとアリー先せん輩ぱいが言いう。

「ノ、ノアの……!?」
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　疑うたがったことはあった。

　似にていると感かんじていた。

　だけど、そんなのは関かん係けいないって。アリー先せん輩ぱいはアリー先せん輩ぱいなんだからって、ずっと思おもってた。

　それが今いま…………正しょう面めんから否ひ定ていされた。

「本ほん当とうのこと」

　アリー先せん輩ぱいは、わずかに目めをふせる。

「でも、どうして今いま、わたしにそれを伝つたえるの？」

　だれかに言いわされてるんじゃないかって、わたしは希き望ぼうをいだいてたずねる。

　だって、怪かい盗とうレッドにむかって正しょう体たいを明あかすにしても、あまりに唐とう突とつだから。

　なにか疑うたがっていたわけでも、敵てきとして会あったわけでもない。

　ただ、何なん度どか、助たすけたことがあるだけなのに……。

「今いま、わたしにできるのは、これぐらいだから」

　そう言いったとき、アリー先せん輩ぱいが、ほんの少すこし悲かなしげな表ひょう情じょうをしたことを、わたしは感かんじとる。

「それってどういう……」

「話はなしは終おわり」

　アリー先せん輩ぱいは、一いっ方ぽう的てきに話はなしを打うち切きる。

　エメラが、アリー先せん輩ぱいとの間あいだに割わって入はいるようにして、引ひきあげる体たい勢せいをとる。

「待まって！」

　わたしは叫さけんだけど、アリー先せん輩ぱいはエメラとともに背せをむけて、わたしの目めの前まえから歩あるき去さった。

　この地ち下かからは、エレベーターで地ち上じょうに上あがるはず。

　今いま、走はしって追おいかければ、追おいつくだろう。

　だけど……わたしは追おえなかった。

　足あしがぜんぜん、動うごかない。

『アスカ。警けい備びがくる。こちらも引ひきあげるぞ。……今いまはいったん、頭あたまから消けせ』

　１分ぷんほどたって、ケイの声こえがインカムからきこえる。

　それでようやく、わたしは動うごきだすことができた。

「……アリー先せん輩ぱい……」

　小ちいさくつぶやいてから、わたしは想おもいをふりはらった。







　　　　エピローグ







　研けん究きゅう所じょの事じ件けんから、３日かがたった。

　コンクェストによる清きよ瀬せグループの買ばい収しゅうは、花はな里さとグループとの協きょう力りょくなどで、うまく退しりぞけることができたらしい。

　テレビで、コンクェストが買ばい収しゅうから手てを引ひいた、っていうニュースが、２日か前まえぐらいからずっと流ながれてる。

　幸ゆき人とさんがケガをしたものの、まったくゆるがなかった清きよ瀬せグループのことを評ひょう価かされたって、ケイが言いっていた。

　どうして、それが評ひょう価かされるのか、わたしにはしっくりこなかったけれど。

　朝あさの、まだ生せい徒との少すくない教きょう室しつで、そんなことを思おもいだしつつ、わたしは席せきにすわっていた。

　だれかと話はなす気きにもなれなくて、なんとなくぼんやりしていると、ポンッとうしろから肩かたをたたかれる。

「ん？」

　わたしがふり返かえると、理り央お先せん輩ぱいが立たっている。

「理り央お先せん輩ぱい!?」

　わたしは思おもわず、イスから立たち上あがる。

　教きょう室しつにいるクラスメイトも、とつぜんの理り央お先せん輩ぱいの登とう場じょうに、ざわついている。

「ひさしぶりな気きがするね、アスカ。ちょっと話はなしをしたいんだけど、いい？」

　理り央お先せん輩ぱいが、教きょう室しつの外そとをしめす。

　わたしはうなずくと、理り央お先せん輩ぱいといっしょに教きょう室しつの外そとにいく。

　理り央お先せん輩ぱいがろう下かを歩あるいていくだけで、あたりの生せい徒とが少すこしざわついたけれど、それ以い上じょうのことはなかった。

　中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶの生せい徒と会かいが、合ごう同どうで、今こん回かいの事じ件けんへの考かんがえを表ひょう明めいしていたのが大おおきいのかも。

「理り央お先せん輩ぱいが、これまでと変かわらずに、学がっ校こう生せい活かつを送おくれるよう、学がっ校こう全ぜん体たいで支ささえたい」って。

　だから、ゴシップみたいに騒さわぎたてたり、先せん輩ぱいのまわりをうろうろしたりはしないようにしよう──と。

　その意い見けんに賛さん同どうする生せい徒とが多おおかったんだと思おもうと、理り央お先せん輩ぱいの友ともだちとして、うれしい。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、体たい育いく館かん近ちかくの人ひと気けのない場ば所しょに移い動どうする。

「──アスカ、あのとき、すぐにかけつけてくれただろ。あれっきり連れん絡らくもできなかったから。いろいろ気きにしてるんじゃないかって、思おもってさ」

　理り央お先せん輩ぱいは、少すこしてれくさそうに言いう。

「先せん輩ぱい、お父とうさんの容よう態だいは……？」

　わたしは、遠えん慮りょがちにきく。

「父とうさんは意い識しきを取とりもどして、順じゅん調ちょうに回かい復ふくしているよ。これなら、１カ月げつもすれば退たい院いんできるだろうって、お医い者しゃさんが言いってる。もう病びょう室しつで仕し事ごとをしていて、看かん護ご師しさんを困こまらせてるよ」

　理り央お先せん輩ぱいが笑わらう。

「元げん気きそうでよかったです」

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　命いのちに別べつ状じょうがないとはきいていたけど、どれぐらい回かい復ふくできるかは、またべつの問もん題だいだもんね。

「七な音おくんからも連れん絡らくがあって、父ちちの警けい護ごをしていてケガをした警けい察さつ官かんも、全ぜん員いん、順じゅん調ちょうに回かい復ふくしているらしい。もう少すこししたら、お見み舞まいにいくつもりだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、安あん心しんしたような表ひょう情じょうで話はなす。

　自じ分ぶんたちを守まもってケガをしたから、理り央お先せん輩ぱいも気きになっていたんだと思おもう。

　爆ばく弾だんが近ちかくで爆ばく発はつして、亡なくなる人ひとが１人ひとりもいなかったのは、不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいだよね。

「アスカには、お礼れいに食しょく事じでもごちそうしたいところなんだけど、父とうさんの仕し事ごとを手て伝つだっていて、なかなか時じ間かんがとれないんだ。すまない」

　理り央お先せん輩ぱいが、頭あたまを下さげる。

「いいですよ！　理り央お先せん輩ぱいとお父とうさんが元げん気きなら、それで十じゅう分ぶんです」

　本ほん当とうに、それだけでいい。

　無ぶ事じでいてくれたことが、なによりなんだから。

「ありがとう。それじゃあ、そろそろいくよ」

「はい。また、会あいにいきますね！」

　理り央お先せん輩ぱいは手てをふって、高こう等とう部ぶの校こう舎しゃのほうに帰かえっていく。

　本ほん当とうに報ほう告こくだけ、しにきてくれたらしい。

　こういう律りち儀ぎなところが、理り央お先せん輩ぱいが好すかれるところなんだよね。

　そんなことを思おもいつつ、わたしは自じ分ぶんの教きょう室しつにむかって、歩あるきだす。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいからも、警けい察さつの警けい護ごが解かい除じょされたって、連れん絡らくがあった。

　あれからなにも起おきていないし、追おいかけてきた男おとこの１人ひとりが、捜そう査さで捕つかまったんだって。

　そこから、今いまはほかの仲なか間まを、さがしているところだそうだ。

　秋あき穂ほ先せん輩ぱいも、ほっとしていた。

　これで、事じ件けんは解かい決けつ。

　マシューには、目もく的てきをはたされてしまったけど、それ以い外がいのことは阻そ止しできた。

　タキオンの最さい高こう顧こ問もん、マシュー・キートン。

　その存そん在ざいを知しることができただけでも、今こん回かいは十じゅう分ぶんだって、ケイは言いっていた。

　そして──。

　わたしは、教きょう室しつにもどる途と中ちゅう、外そとろう下かから真まっ青さおな空そらを見み上あげる。

　研けん究きゅう所じょから帰かえったあと、ケイと、アリー先せん輩ぱいについて話はなしをしたときのことを思おもいだす。

　　　　[image: くぎり]

　研けん究きゅう所じょから家いえに帰かえってきてからも、わたしは混こん乱らんしていた。

　アリー先せん輩ぱいが、どうしてあの場ばにきたのか。

　そして、ノアの双ふた子ごの妹いもうとだというのは、本ほん当とうなのか。

　これから、どうアリー先せん輩ぱいとむき合あったらいいのか。

　頭あたまの中なかが、ぐちゃぐちゃだった。

　家いえでシャワーをあびて、着き替がえをすませて部へ屋やにもどっても、まだ頭あたまの中なかがぐるぐるとしていた。

「アリー先せん輩ぱいが、ノアの……」

　わたしは、信しんじられずに拳こぶしをギュッとにぎる。

「────アスカはもう、緋ひ笠がさ先せん輩ぱいのことを信しんじられないか」

　ケイが、いつもと同おなじ、パソコンの前まえにすわったまま、きいてくる。

　こんなときでも、ケイは冷れい静せいだ。

「信しんじたいよ！　でも！　ノアはタキオンのボスなんだよ。その双ふた子ごの妹いもうとで、しかも幹かん部ぶのエメラといっしょにいるところを見みちゃったら……」

　──これまですがたを見みたらすぐに走はしっていけたけど……次つぎに会あうとき、自じ分ぶんがどんな顔かおになっちゃうのか、まったくわからない。

「アスカは、緋ひ笠がさ先せん輩ぱいと過すごした時じ間かんが、偽にせ物ものだったと思おもうか？」

　ケイが、問といかけてくる。

　それが今いま、なんの関かん係けいが……。

　そう言いいかけたけど、ケイの目めが真まっすぐにわたしを見みていて、少すこしだけ冷れい静せいになる。

　そうすると、わたしの頭あたまに、色いろ々いろなアリー先せん輩ぱいとの思おもい出でが、めぐる。

　頭あたまがすごくいいのに、ちょっとずれてて。

　いろんなことを知しらなくて、ハンバーガーを食たべたのも、この間あいだが初はじめて。

　無む表ひょう情じょうに見みえるけど、本ほん当とうはわずかに表ひょう情じょうに変へん化かがある。

　最さい近きんは、それがよくわかるようになってた。

　わたしは、アリー先せん輩ぱいと過すごした時じ間かんは……、ウソじゃない、と思おもう。

「そんなこと……ない。偽にせ物ものじゃなかった」

「ぼくの考かんがえは、前まえと変かわらない。アスカは、自じ分ぶんが信しんじたいだけ信しんじていい。疑うたがうのはぼくがする」

　ケイの目めに、迷まよいはない。

「初はじめからずっと、そう言いってくれてるよね。でも、どうしてケイはそこまで、アリー先せん輩ぱいを信しんじろって言いってくれるの」

　前まえから不ふ思し議ぎだった。

　ケイは、どうしてそんなにアリー先せん輩ぱいを、かばうんだろうって。

　たぶん、直ちょく接せつ話はなしたこともないはずなのに。

「ぼくは信しんじているわけじゃない。疑うたがっている。ただ、ぼくには同おなじような経けい験けんがあるから。──言こと葉ばは、時ときとして、言いったとおり以い外がいの意い味みを持もつことがある」

「あっ……」

　わたしは、すぐにケイが、なにを指さしているのかわかる。

　ケイが「ラドロにいく」って、言いったときのことだ。

　あのとき、わたしはケイと過すごした時じ間かんより、「ラドロにいく」っていうその言こと葉ばをその通とおりに受うけとめて、ショックで、動うごけなくなってしまった。

　ケイの言こと葉ばの、本ほん当とうの意い味みを、考かんがえることができなかった。

　それが今いまでも、後こう悔かいとしてわたしの心こころに残のこってる。

　ケイにも、あのときのことで、なにかしらの後こう悔かいがあるのかもしれない。

　そっか。

　わたしは、ふに落おちた気きがした。

　ケイは、あのときと今いまのアリー先せん輩ぱいを、重かさねているんだ。

　ううん。

　重かさねられるなにかがあるって、考かんがえているんだ。

　アリー先せん輩ぱいが、ノアの外がい見けんとそっくりなのは、最さい初しょに会あったときから、わかっていたことだ。

　頭あたまのどこかで、ノアと関かん係けいのある人ひとかもしれない、とも感かんじていた。

　でも先せん輩ぱいと親したしくなるにつれて、気きがついたらそんなことは忘わすれてた。

　アリー先せん輩ぱいは、アリー先せん輩ぱいだって。

　それが今こん回かい、アリー先せん輩ぱい本ほん人にんの口くちからはっきり伝つたえられたから、ショックを受うけたんだ。

　でも、あのときのケイみたいに、口くちにした言こと葉ばだけの意い味みじゃないとしたら？

　アリー先せん輩ぱいにも、もっとなにか言いえないものが、あるんじゃないのかな？

　アリー先せん輩ぱいは、なぜあのとき怪かい盗とうレッドに、正しょう体たいを明あかしたんだろう。

　タイミングもよくわからないし、理り由ゆうもわからない。

　それに明あかしたときの、あの表ひょう情じょう。

　もしかして、なにか困こまっていることがあるのかもしれない。

　それなら──。

　わたしはケイの言いうとおり、アリー先せん輩ぱいを信しんじつづけよう。

　そして、アリー先せん輩ぱいが助たすけを求もとめてきたときに、迷まよわず助たすけにいけるわたしでありたい。

　もしも、止とめなくちゃいけないことをするのなら、必かならず止とめる。

　そう決きめると、すごく心こころにしっくりきた。

　心こころのどこかで、そうしたいって、思おもっていたのかも。

「わたし、アリー先せん輩ぱいを信しんじる。困こまっているなら助たすけるし、まちがったことをするなら止とめる。レッドとかタキオンとかより前まえに、アリー先せん輩ぱいはわたしの友ともだちだって思おもうから」

「ああ」

　ケイが、うなずく。

　不ふ安あんがないわけじゃない。

　でも、前まえに進すすむ方ほう向こうを決きめたら、その不ふ安あんも少すこしかるくなった気きがする。

　すぐに、なにかができるわけじゃないと思おもう。

　アリー先せん輩ぱいの正しょう体たいを知しっているのは、「怪かい盗とうレッドとしてのアスカ」だから。

「後こう輩はいで、ただの中ちゅう学がく生せいのアスカ」には、できることがかぎられてる。

　だから、怪かい盗とうレッドのアスカとしても、アリー先せん輩ぱいを「信しんじる」と決きめて、動うごく。

　そして──。

[image: ]

　わたしは、青あお空ぞらに手てを伸のばす。

　ただの中ちゅう学がく生せいのアスカは、アリー先せん輩ぱいの友ともだちとして、信しんじて、いっしょにいようって思おもうんだ。

　なにかがあったとき、手てを差さしのべられるように。







　　　　幕まく間あい







　アリーは、自じ分ぶんの部へ屋やの大おおきな窓まどから、外そとの景け色しきを、ぼんやりとながめている。

「よろしかったのですか、正しょう体たいを明あかしてしまって」

　少すこし離はなれたところで、ひざをついているのは、金きん髪ぱつの女じょ性せい、エメラだ。

「かまわない」

　アリーは、静しずかにつげる。

「……そうですか。では、引ひきあげます」

　エメラは、それ以い上じょうはなにも言いわずに、去さろうと立たちあがる。

　アリーは、その背せ中なかにむけて言いう。

「ありがとう」

　エメラは、アリーの言こと葉ばにふり返かえり、目めを見みひらいてアリーの顔かおを見みた。

　エメラにしては、めずらしい表ひょう情じょうだ。

　10秒びょうほどそうしていたかと思おもうと、小ちいさく一いち礼れいをして、エメラは音おともなく、部へ屋やからすがたを消けした。

　１人ひとり、部へ屋やに残のこされたアリーは、窓まどから夜よ空ぞらを見みる。

　今日きょうは雲くもがなく、欠かけた月つきがきれいに見みえる。

「わたしも動うごきださなきゃいけない。いつまでも、このままでいられない」

　アリーは目めを閉とじる。

　春はるが丘おか学がく園えんに、転てん校こうしてきてからのことを、思おもいうかべる。

　いろいろな人ひとに会あって、「会かい話わ」をするようになった。

　前まえの自じ分ぶんには、考かんがえられないようなこと。

　その中ちゅう心しんにはいつも、ちょっと変かわった、とても行こう動どう力りょくのある、人ひと懐なつっこい後こう輩はいがいた。

　不ふ思し議ぎと、彼かの女じょと話はなしていると元げん気きが出でる。

　だからこそ。

　アリーは、できることをするべきだと考かんがえた。

「……そう思おもえる勇ゆう気きを、もらったから」


──『怪かい盗とうレッド』23巻かんにつづく
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    		17 完全復活のアスカ


    		18 子犬のひみつ


    		19 マシューの真の狙いとは？


    		20 真夜中のバトル！


    		21 関門をくぐりぬけて


    		22 ＣＥＯの狙いとは？


    		23 ここにいるはずのない人


    		エピローグ


    		幕間


    		あとがき


    		奥付
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